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【序章】







　かつては世界最大規模の国際都市だったニューヨーク。

　その中心部であるマンハッタン島は、いまや竜族の治める地であった。『旧マンハッタン租そ借しやく地ち』と人類は呼ぶ。

　だが租借地といっても、そこにドラゴンが住みついている例は稀まれだ。

　ほとんどの竜族租借地は人も竜もいない廃はい墟きよか荒野である。ただ竜族の領土たる証あかしとして、モノリス──高さ一〇〇〇メートル超の巨大な四角柱が屹きつ立りつするばかりで。

　しかし、この旧マンハッタンにはひとりの支配者がいる。

　紅あかきハンニバル。

　竜王ギルダルのなかの竜王ギルダル。竜族の代表者。人類がはじめて遭遇した『知恵あるドラゴン』であり、屈辱的な不平等条約を締結させたスポークスマン。

　その彼が今、悠々とニューヨークの廃墟上空を飛んでいた。

　体長はおおよそ二〇メートル。翼長でいえば、さらに大きい。

　全身の鱗うろこはあざやかな真しん紅く。胸のあたりが甲かつ冑ちゆうさながらに外骨格化しており、一〇〇万の軍勢をひきいる大だい元げん帥すいじみた威風をもまとう。

　人類は知らない。彼が『紅き炎帝』と同どう朋ほうから呼ばれていたことを。

　だが、今は人類より贈られた名の方を彼自身も好み、自らハンニバルと名乗っていた。

　だというのに。

『炎帝よ。お時間を少々たまわりたく存じます』

　地上からの思念波で古い名前を告げられた。

　旧知の者が《念話》の魔術を使ったのだ。べつに会ってやる義理はないが、つきまとわれるのもめんどうくさい。ゆったりと飛ひ翔しようしながら、ハンニバルは肩を──つい人間くさく、肩をすくめた。

　純血の竜族ならざる雑種の竜りゆう王おう、ハンニバル。

　人間だった頃と同じ仕草を、ドラゴン体のときも無意識にしてしまう。

　ともあれ、彼はゆっくりと降下する。眼下に広がる鬱うつ蒼そうとした森林は、かつてセントラルパークと呼ばれた公園である。だが、降下地点は園内ではない。

　セントラルパーク東の大通り。旧世紀は五番街と呼ばれ、世界中から人間たちが集まってきたというメインストリートだった。

　……実は以前、ハンニバルは気まぐれに都の地図を読みあさったことがある。

　おかげでニューヨーク時代の地名もほどほどにそらんじていた。

　着地と同時に姿を変える。ドラゴン体から人間体へ。

　身の丈二〇メートルのドラゴンから、身長一九〇センチほどの大男への変身。この方が話しやすいからと考えて。

「珍しいな。前に貴様が顔を出してから、一〇年と経たってはいまい」

　アスファルトの路上に立つ人間男性を、竜王は見つめた。

　黒い背広を身につけ、端整な顔立ちに渋みの陰をまとわりつかせている。『王への道』のガイド役を持って任じる男であった。

「ソフォクレスよ。そなたにしては、ずいぶんとまめまめしい」

「御言葉を返しますが、竜王ロードよ。私は必要であれば、毎日でもあなたの御前に参上し、謁えつ見けんを願い出る男です」

　ソフォクレスの口元が裂けて、微笑めいた亀裂をかいま見せる。

　無表情なのではない。喜怒哀楽を長く──千年以上も表してこなかったため、そういう表現力が自然と退化したのだ。

「此こ度たびは御身への進言をたずさえて、推参いたしました」

「進言か」

「左様でございます。王よ、御身がこの都を新たな版はん図ととしてから二〇年。魔都、魔境としての成熟を順調に続け、いまや爛らん熟じゆくの域と申せましょう」

　この都。すなわち旧マンハッタン租そ借しやく地ち。

　人類史上でも最大規模のメトロポリスは今、廃はい墟きよの都だった。

　ひとりの人間も、ハンニバル以外の竜族もいない、空虚なる大都市。しかし、この地に住まう者どもは──実のところ大勢いる。紅あかき竜王の部民というべき輩やからだった。

　ソフォクレスはさらに言う。

「この都をそろそろ離れ、べつの租そ借しやく地ちを本拠とされるか。あるいは、人間どもに新たな土地を差し出せと要求されるべき時期が来ているものと存じます」

「ふむ」

「王よ、どうか御一考いただきたく──」

「悪いが、聞けん相談だ」

　竜りゆう王おうと僭せん主しゆにとっては相談役というべき男の進言。

　しかし、ハンニバルは途中でさえぎり、にたっと笑いかけた。紅あかき竜王の人間体は壮年の大男である。だが、その面構えには不思議なほどの愛あい嬌きようがある。

　目の前の人間とは比較にならないほど、ハンニバルは喜怒哀楽を表に出す男なのだ。

　いたずらっ子めいた笑みと共に、ソフォクレスへ告げる。

「そなたの進言とやらはよそへ持っていくといい。黒の雷帝あたりなら、いくらでも乗ってくるだろう。余はべつにやってみたいことがある」

「……成る程。ほかのお考えがすでにおありだと」

　ソフォクレスは例のかすかな亀裂、微笑とも言いがたい形に唇をゆがめた。

　苦笑なのだろう。彼の卓越した見識にもとづく助言を、竜王たちが気軽に却下する──実はよくあることなのだ。

「おお。実は最近、領土の取り合いよりも面白そうなものを見つけてな」

「面白そうな？」

「うむ。人間どもは何と言っていたか……そう、あれだ」

　ハンニバルはふたたび子供のように笑った。

　そして、竜族ならざる黒衣の同どう朋ほうへ、驚くべきゆたかなバリトンで告げる。

「知っているか？　民主主義デモクラシー、というやつだ」
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　夏休みがはじまった直後の七月下旬。

　ハルこと春はる賀が晴はる臣おみは仲間の魔女たちと共に伊い豆ずへ向かい、ささやかな遠征を行った。

　しかし、七月の旅行はそれで終わりではなかった。東京新しん都とにもどった数日後、ふたたび旅立つことになったのである。しかも、今度は国内ではなかった──。

「……最近、海と縁があるなあ」

　頭上の空は青々と晴れわたり、突き抜けそうなほどに高い。

　四方を海に囲まれている。それも当然で、ハルたちは海上自衛隊所属の護衛艦に便乗させてもらい、その甲かん板ぱん上で演習の様子を見学しているのだ。

　日本も暑かったが、こちらはさらに暑い。

　青空から降ってくる日差しは暴力的なほどにまぶしく、甲板の表面温度をじりじりと上昇させている。ハルの髪の毛を熱くさせ、Ｔシャツとハーフパンツで守られていない部分の素肌も焼いていく。

　なにしろ赤道直下のすぐ近く、ソロモン諸島の近海なのである。

「ところでルナ。君の格好、ＴＰＯ的にいかがなものかなあ？」

「それを言うならハリー、私たちお互いさまよ」

　Ｔシャツ・ハーフパンツ・サンダル姿のハルへ、ルナは澄まし顔で意見する。金髪の魔女はといえば、日本を発たつ前に新調した水着を着ていたのだ。

「大丈夫。これでも気を遣ってアーミー仕様にしといたから」

　この前の遠征では黒を愛用したルナ・フランソワ。

　今回のチョイスは迷彩柄だった。腰に巻くパレオはカーキ色だ。とはいえ、ここは護衛艦の甲板。しかも、頭に花輪を乗せている。

　ルナ・フランソワの艶あで姿すがたをしげしげと見つめ、ハルはつっこんだ。

「そこは陸軍アーミーじゃなくて、海軍マリーン仕様じゃないとダメだと思うよ。セーラー服とか」

「とか言うわりに熱い視線なのね、ハリー」

「…………」

　だって仕方ないじゃないか。

　君がビキニで軽く腰をかがめて、おまけにすばらしい胸元を見せつけるように僕の方へ近づけて、女め豹ひようっぽいポーズでバストを強調しているんだから……。

　むっつりではあっても紳士たる春賀晴臣。注意深く本音を言わないでおいた。

　どぎまぎしつつ、早く視線をはずそうと自分に言い聞かせる。しかし、そんなハルを見守りながら、ルナ・フランソワは幸せそうに微笑した。

「ふふふふ。好きな男の子がこんなふうに熱く見つめてくれるのって、びっくりするくらい気持ちいいのね。ね、ハリー。お願いだから、私のことをもっと見つめて。体中に穴が開いちゃうくらい、このままじっくり」

「えっ!?」

「おねがい。ハリーが目を背そむけたら、私、拗すねちゃうんだから」

「そ、そう言われても、ほら。あっちを見学するのが僕たちの義務なわけで」

「大丈夫。こんなところでアーシャがヘマするはずないもの」

　ルナの上目遣いと向き合いながら、ハルはさらにどぎまぎした。

　七月下旬。ソロモン諸島近海にやってきた日本の艦は、ハルたちが便乗する一隻せきだけではない。護衛艦がもう二隻、潜水艦一隻も居合わせている。

　──現在、この海域にはさらに多くの艦艇が集結していた。

　アメリカ海軍の巡洋艦および駆逐艦が四隻ずつと、原子力潜水艦一隻。

　オーストラリア海軍の小型駆逐艦三隻。さらにはカナダ、ロシア、シンガポール、インドネシア、韓国、ニュージーランド、チリなどの艦艇も確認できる……。

　環太平洋防衛機構の加盟国が集つどう、合同軍事演習なのだ。

　ちなみに、米軍はハワイのワイキキ基地から航空母艦まで派遣してきた。

　開催期間は二週間。実弾射撃はないものの、参加各国は規定のシナリオにのっとって、他国の艦艇と合同して戦術演習を行う。

　ハルたちが参加したのは、そのうちの二日目だった。

　この演習では通常、仮想敵──つまりドラゴンの役を空軍の有人戦闘機や無人機などが務める。しかし、この日は各国の『蛇』が敵役として演習に参加していた。

　海原を悠々と泳ぐ、巨大な海蛇シーサーペント型のリヴァイアサン。

　モービィ・ディックもかくやというべき白はく鯨げい型。翼のごとき胸ビレと腹ビレを生やした鮫さめ型。全身を甲かつ冑ちゆうのごとき鱗うろこで守る古代魚型などもいた。

　そして空。

　黄金の羽毛を持つガルーダ型、劫ごう火かにつつまれながら飛ぶ不死鳥フエニツクス型などと共に──

　蒼あおきワイバーンの巨体も空を駆けていた。

　もちろんルサールカである。しかも女王形態だ。紅玉めいた素材の胸当てと両腕を装着し、どの『蛇』よりも強大な魔力を身に帯びている。

　不意にルサールカが急上昇をはじめた。

　高度を上げるだけでなく、速度もぐんぐん上げていく。

　時速にして数十キロ程度から数百へ。亜音速へ。やがて音速へ達し、爆音とソニックブームをまき散らしながら、さらに急上昇。あっという間に雲を突き抜け、ハルたちの視界から消え去ってしまった。

　そして、突然の急上昇に合わせて。

　ハルたちの上空から、戦闘機の編隊および『蛇』たちが退しりぞいていく。

　おそらく、待避を指示する通信が伝えられたのだろう。また、『蛇』たちとそのパートナーは敏感に感じ取っているはずだ。この一帯におそろしく濃密な魔力がすさまじい勢いで満ちていくのを。魔力の出所は〝上〟だった。

　これは、超高高度へと消えたルサールカから放射される魔力なのだ。

　邪魔する者も巻き添えにする者も消えた数十秒後。

　ルサールカが急降下してきた。といっても音速飛行中なので、その雄姿はきちんと視認できない。蒼あおい大きな影が雲の隙すき間まから熱帯の海原へと一直線に急降下し、ソニックブームを同伴者にしながら海面すれすれのところで緊急停止──人々はそういう空中機動を目撃したのである。

　蒼きワイバーンのパフォーマンスはこれで終わらない。

　海面すれすれで空中浮遊しながら、《水》の疑ぎ似じ神格を発動。直後、ルサールカのまわりで海面が次々と隆起をはじめた。あるべき物理法則に逆らって、おびただしい量の海水が空へ向かって屹きつ立りつしていく。

　それはまさしく海水の『柱』だった。しかも八本ある。

　ルサールカを中心にして、その東西南北・北東・南東・南西・北西の海水が柱のごとく隆起したのである。柱の高さは三〇〇メートル近い。

　──このパフォーマンスに現実的な意味はたいしてない。

　戦闘機の機動性能をアクロバット飛行に無駄遣いするのと同じだった。

　アーシャとルサールカの魔力、女王形態のパワー、そして疑似神格を無駄遣いする行為ではあった。しかし、同時に──

　地球上のどんな魔女と『蛇』でも真ま似ねできない離れ業わざでもあった。

　ルナ・フランソワとグリンダも同等の実力者だが、彼女たちは《重力》属性。やはり、同じ芸当は不可能だといえる。演習に参加している各国の軍事関係者は『元欧州撃墜王の華々しい復活』を心に刻み込んだことだろう。

　そして、『竜りゆう弑ごろしという得体の知れない力の威力』も。

「さすがアーシャね。そう思わない、ハリー？」

「うん。これをやるために来たわけだけど、期待を裏切らない活躍だよ。あとで僕の分の海軍カレーでも分けてあげ、よ、うか──!?」

　相づちの途中でハルは愕がく然ぜんとした。

　水着姿のルナ・フランソワがいきなり寄りそってきたのだ。豊満なバストをハルの背中に押しつける形で。このときの印象を言語化するならば『や、やわ──』であり、『ゴム鞠まりみたいに丸くて大きくて、よく弾みそう』であったかもしれない。

　しかし、ハルは踏みとどまり、震える声で紳士的な発言を心がけた。

「ぼ、僕たち、ちょっと距離が近すぎるんじゃないかな……」

「近づけたんだから当たり前でしょう？　ハリーがアーシャのことばかり見てたから、嫉しつ妬としちゃったの。もっと私を見てくれなくちゃイヤ」

「で、でも、ルナは僕のうしろにいるし！　これじゃ何も見えないよ！」

「じゃあ、早くこっちを向いて。ハリーのこと、正面からぎゅーってしてあげる」

「ぎゅー!?」

　今、体の向きを変えれば、ルナと熱い抱擁を交わすことになる。

　砂糖菓子に蜂はち蜜みつとガムシロップをかけるような甘すぎる誘惑。ハルの胸は大いに高鳴り、反射的に体の向きを変えそうになった──その瞬間。

「なあにやってんですか、ふたりとも～！」

　いきなりの乱入者だった。

　ルナに抱きつかれたまま、どうにか振りかえる。

　すぐうしろで銀髪の魔女が仁王立ちし、鋭くハルたちをにらみつけていた。その名はもちろんアナスタシア・ルバシヴィリ。通称アーシャその人だった。




「まったく。人がブリッジに登ってルサールカに指示していたら、あんなところにいつのまにかしけこんでいて……ふたりとも、ふしだらもいいところです！」

「アーシャ。女の子が『しけこんで』なんて言うの、ちょっと下品よ」

「男の子の背中に胸を押しつけてた人間に言われたくありませんっ」

　怒いかれるアーシャおよび澄まし顔のルナと向き合いつつ、ハルはスプーンを動かす。

　護衛艦の食堂で、遅めのランチ中なのだ。

　現地時間の午後二時過ぎ。まわりは海上自衛隊の制服姿でいっぱいだった。合同軍事演習二日目・午前の部が終わったところで、昼食という運びになったのである。

　そろいの制服の一団が同じメニューを食べている。

　学校の給食を彷ほう彿ふつさせる光景だ。高校生でもあるハルは学食にいる気分になった。

　メインの献立は海軍カレー。帝国海軍時代から続くという伝統的メニューだった。しかもチキンカツ付き。まあ、ハルのカツは『もろもろの不始末に対する詫わび代わり』としてアーシャに供出を強要されたのだが……。

　ちなみに、ルナ・フランソワはいつものワンピースに着替えを済ませている。

「でもさ。不始末って君は言うけど」

　カレーをスプーンですくう合間にハルは言った。

「考えてみたら、特別アーシャに迷惑をかけてるわけじゃないよな？」

「大いにかけてます！　晴はる臣おみとルナの破は廉れん恥ち行為を見ていると私の清純すぎるハートは精神的ショックを受けて、動揺してしまうんですっ。これがテレビのドラマだったら、すぐにスポンサーへ抗議するところですよ！」

「だったら、こんなところまでついてこなくてもいいのに……」

　怒るアーシャの叫びを聞きながしつつ、ルナがぼそりとつぶやいた。涼しげな美び貌ぼうの口元はほんのりと微笑ほほえんでいた。

「本当なら、私とハリーだけで来る予定だったのよ？」

「ふ、ふたりだけでの海外旅行なんて暴挙、尚なお更さら認められません！」

　ルナ・フランソワはアメリカ合衆国のオレゴン州出身。

　西海岸とハワイを中心に活動してきた魔女であり、環太平洋圏の撃墜王だった。その戦歴ゆえに、環太平洋防衛機構とも強いコネを持つ。

　ここソロモン諸島で二年ごとに行われる合同軍事演習にも、毎回参加してきた。

　今回、彼女はハルにもいっしょに行こうと声をかけてきた。『ふたりで海外旅行』のためではない。

　ここで竜りゆう弑ごろしの力を見せつけておけば、あとで必ず計画の役に立つ──。

　そうルナは説き、ハルもそのとおりだと認めた。

「東京新しん都との守りは羽は純ずみさんと織おり姫ひめさん、そしてアーシャにまかせて、私とハリーはこの演習で将来にそなえての宣伝活動。そういう分担だったのに……」

「ルナとアーシャのどちらかには、新都に残って欲しかったのになあ」

「問題ありません。いざというときはルサールカに晴はる臣おみをくくりつけて、音速飛行で日本に緊急送還させます」

　ソロモン諸島から東京新都まで、およそ五千キロというところか。

　この長距離を超音速で巡航──。今はなき超音速旅客機並みの離れ業わざである。しかし、女王形態のルサールカとアーシャの魔力なら、おそらく可能だ。

　とはいえ、ハルはつぶやいた。

「その間ずっと、僕に超音速フライトのＧに耐えろと？　生身のまま？」

「大丈夫です。今の晴臣なら、きっと耐えられます！」

「たぶんそのとおりだけど、そんな体験は絶対にごめんだよ！」

　生身でも『ドラゴンが踏んでも壊れない頑丈さ』の春はる賀が晴臣。さらに不ふ朽きゆうの加護で身を守れるのだから、アーシャのアイデアは全面的に正しい。

　しかし、一応は人間である以上、力いっぱい反論するハルだった。

　尚なお、まわりでは護衛艦の乗員たちも食事中だ。

　自衛官である彼らは、私服姿の高校生三人を鷹おう揚ように受け入れていた。

　魔女の関係者が異様に若いことはよくある話。しかも、このところ日本ではドラゴンがらみのトラブルが頻発中。事態解決の最前線で奮闘してきた魔女たちと『謎の相談役』は、自衛隊と警察関係者の間でそこそこ有名になっていた。

　そのおかげもあるのか、護衛艦の乗員たちは親切に接してくれる。

　今日のランチでも、アーシャの海軍カレーは何も言わなくとも『ふつうより二倍も大きな皿に超山盛り＋カツ三倍乗せ』でよそってくれるほどだ。

　ささやかな親切を味わいながら、アーシャはしみじみと言った。

「世界中あちこちの軍隊をまわりましたけど、自衛隊の『かゆいところを注文しなくてもかいてくれる』察しのよさはすばらしいですね」

「余計な気を回さなくてもいい分、実は学校の教室よりも居心地いいしねえ」

　学校という空間よりも、ここはハルが幼い頃から生きてきた世界に近い。

　だから居心地がいいのだろう。とはいえ、数時間後に日本へ帰る予定でもあった。

　合同演習の場でインパクトは十分に残せた。目的はすでに果たしたといえる。すみやかに帰国して、留守番役の織おり姫ひめ・羽は純ずみを安心させてやるべきだった。

「ソロモン海のあたりでおみやげって何がいいのかな？」

　つぶやいてから、ハルは小首をかしげた。

　今の一言がどこか引っかかる。忘れていた何かを思い出させるような──。

「ん？」

　そういえば先月、『ソロモン』の名を口にした者がいた。
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　ソロモン王。古代イスラエルの王者である。

　在位時期は紀元前一〇〇〇年頃とされる。イスラエルに大繁栄をもたらした賢王として、その名は旧約聖書に登場する。彼にはひとつ有名な伝説がある。ソロモンはただの王ではなく、大魔術師だった。七二体もの悪魔を下僕として付き従え、植物や動物とも会話できたという──。

　ちなみに、ソロモン諸島はこのイスラエル王と縁もゆかりもない。

　だが、この地で発見された黄金を『ソロモン王の宝』と呼んだ者がいて、地名になってしまったのだ。そして、ソロモン諸島から帰国した翌日。

　ハルは炎天下のなか、日本の住宅街を歩いていた。

　開放的な南洋の景色はすでに遙はるか遠く、現在位置は江東区の門もん前ぜん仲なか町ちようだ。

「つまりさ。ソロモン王の胡う散さんくさい『大勢の悪魔を手下にしていた大魔術師』伝説にはモデルになった人物が実在した。で、彼とイスラエル王ソロモンの逸話がいつのまにかごっちゃになって、『大魔術師ソロモン』の伝説が誕生した。これでいいのかい？」

「うむ。大体そんなところだ」

　ハルのつぶやきに答えるのは火ひ之の迦か具ぐ土つちの声だった。

　実在化はしていない。元竜りゆう王おうの亡霊はハルの耳元で声だけ発して、会話している。傍はたから見れば不気味なやりとりだろうが、まわりに幸い人ひと気けはない。

「そして、あんたは先月たしかにこう言った。『この時代に〝そろもん〟なる男を甦よみがえらせてみたい』って。あれはどういう意味なのさ？」

　ソロモン諸島行きがきっかけで思い出した、元竜王の発言。それ以来、折にふれて火之迦具土に話しかけて、〝そろもん〟関連の情報を引き出していた。

「まあ、そちらはもう半分終わったとも言えるが」

「終わった？」

「うむ。いにしえのそろもんと似たような境遇の男はすでに生まれている」

　火ひ之の迦か具ぐ土つちの声に笑いの響きがまざりこむ。

　ただし、他人の苦労を無責任に面白がるときの性しよう悪わるな笑い声だった。

「あやつは僭せん主しゆだったのだ。人間でありながら竜りゆう弑ごろしを手に入れ、そこそこ使いこなすことも覚えた──。そのうえ〝まがいもの〟の竜どもまで何十匹と眷けん属ぞくにしていた」

「……つまり、僕の先輩か」

「よろこぶがいい。おまえはこの数千年の間で、最もそろもんの高みに近づいた人間だぞ。たいていの僭主はそこにたどり着く前に野垂れ死ぬか、竜に変へん化げする」

「…………」

　屠と竜りゆうの力を使い続ければ、いつかドラゴンとなってしまう──。

　その話を思い出して、ハルは軽くため息をついた。気をつけてどうにかなる問題ではないが、できれば避けて通りたい運命だ。

「おまえの場合、そろもんの遺産に助けられたところも大きいがな」

「ソロモン王の遺産？　僕、そんなの持ってたっけ？」

「何を言う。当代の人間どもが使う〝まがいもの〟──あれを生み出す新生の術はそろもんが編み出した秘儀だぞ。数千年も昔、竜族の秘法を真ま似ねしてな」

「……リヴァイアサンの錬成術式か！」

　伊い豆ずの海で遭遇したドラゴン亜種。

　あれは竜族上位種の魔術が造ったのだという。人類も同じ系統の秘術でリヴァイアサンを造り出す。ふたつの錬成術はもともと同じ根から出たものなのだ。

　そして、両者を結びつけたのがいにしえの大魔術師ソロモン──。

「今となっては、そろもんの事績を知る人間どもはすくない。妾わらわが竜りゆう王おうだった頃は、すくなくない数の魔道師や巫み女こどもが彼奴きやつを慕っていたものだがな」

「まあ、有名すぎて逆に胡う散さんくさいもんなあ」

　ハルはしみじみと言った。

　古代ギリシアの頃から〝ソロモン王ゆかりの魔導書〟は多い。たとえば『ソロモンの大いなる鍵』『ソロモンの小さき鍵』『ソロモン遺訓』『真なるソロモンの鍵』『アルマンデル』などなど……。

　魔術の専門家ではない只ただのオカルト好きでさえ、聞き覚えのある書名だろう。

　しかし、それらの内容はおおむねデタラメであり、与よ太た話の類たぐいだった。

　実際、ハルたち専門家が『大魔術師ソロモンゆかりの超魔導書！』というキャッチコピーを見かけたら、おそらく失笑するか苦笑するかだろう。

「実はな。千年前、あの竜宮楼ろうで妾はある女魔道師に嘆願されたことがある。──偉大なる紅ぐ蓮れんの女王よ、どうか我らの真祖そろもんの復活に御助力を賜りたい、と」

　だが、と火之迦具土は言う。

　是ぜとも否いなとも応こたえないうちに嘆願者は死んだ。彼女は死病を患わずらいながら、ソロモン王の操った魔術の奥おう義ぎを探し求め、魔道の復興に身を捧ささげていたのだと。

「それをあんたは覚えてたのか。今の今まで」

　火ひ之の迦か具ぐ土つちのしんみりとした口ぶりに、ハルは思わず引きこまれたのだが。

「うむ。そやつがひどく愛らしい顔とそそる腰つきをしていたから、かもしれん」

「あんた、最低のスケベ親父おやじみたいなこと言ってるよ！」

「まあ、そうこうしている間に妾わらわも死に、魂こん魄ぱくとなって千年の時を閲けみした。気づけば、眠っていたはずの竜どもが地上に舞いもどり、我が世の春を謳おう歌かしている。おそらく、人間どもはこのままゆるやかに衰退していくのであろうな」

「…………」

「とはいえ、見み目め麗うるわしいおなごどもがいなくなるのもつまらぬ話だ。そこで妾は思いついたのだ。いずれ機会があれば、適当な人間に《弓の秘ひ文も字じ》をくれてやろうと。かつて受けた嘆願を千年後の今、成じよう就じゆさせてやるのも面白かろうと」

「……なるほどねえ」

　自分が竜りゆう弑ごろしのルーンを引き継いだ背景に、そんなドラマがあったとは。

　ハルは感じ入った。今、自分がこうして生きていられる最大の要因は、なんと元竜りゆう王おうの気まぐれとスケベ心だったのだ。

「それにしてもソロモン王か。魔術関連のネタとしてはベタすぎるから、僕らみたいな専業トレジャーハンターはそれほどまじめに研究しないんだよな……」

　むしろ、素人しろうとのオカルトマニアの方が好んで飛びつく。

　ハルのような玄人くろうとには、すこし〝ミーハーすぎる〟題材なのだ。まじめに向き合うのはなんとなく気恥ずかしい。及び腰になってしまう。

「ここは心を入れ替えて、ちょっと真剣に取り組んでみるかなあ」

「そろもんの手がかりなら、意外とおまえの近くに転がっているやもしれぬぞ」

「なんでさ？」

　いきなりの教えに驚くハルへ、火之迦具土は言う。

「おまえが持っていた燧すい石せき、あれは父親が隠していたのだろう？　だがな。魔道の徒であっても、あの石の価値を知る人間はほとんどいない。数少ない例外はそろもんの系譜に連なる魔術使いだけだ」

　ということはつまり。ハルは自称悪魔の言わんとするところを察した。

「お、親父がソロモン王の関係者だって？」

「うむ。千年前の話だがな、そろもんの術と知識を継ぐ魔道師どもの教団があったはずだ。そろもんに私淑する手て練だれの魔術師も幾人かいた」

「…………」

「おまえの父もそういう輩やからであったのかもしれん」

「たしかに魔術を使えたけど、秘文字を持つ前の僕と同じレベルだったよ」

　そう。父・春はる賀が孝たか文ふみは魔術の研究者ではあったが、実践者ではなかった。

　そして、歴史・考古学・比較文化学・神話学に精通したトレジャーハンターだった。

　まあ、だいぶ胡う散さんくさい肩書きではあるが、『ソロモン王を心の師と仰ぐ魔法使い』ではなかったはず。すくなくとも息子の知るかぎりでは。

「…………」

　ハルはすこし考えてから、携帯端末を取り出した。

　歩きながらタッチパネル液晶を親指で操作し、文面を作成。宛先をいくつも選択し、メールを一斉送信──。まあ、ダメでもともと。成果なしでもこの程度の労力なら、いくら無駄遣いしてもかまわない。

　などと考えている間に、目的地へ到着した。

　三か月ほど前、訪ねたことがある。かつてアーシャと共に訪問した武家屋敷、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめの自宅前にハルはやってきていた。




　呼び鈴のスイッチを押して、待つことしばし。

　武家屋敷の玄関で待っていたら、友人の少女ふたりが出迎えに来てくれた。

「先輩、お帰りなさい！」

「とっくに知ってるでしょうけど、みんなの留守中、日本はずっと平和だったわよ」

　満面の笑顔を向けてくれるのは白しら坂さか羽は純ずみ。もうひとり、十條地織姫の方もいつもどおりの明朗さで微笑ほほえんでいる。

　ハルの知るかぎり、最も心あたたかな魔女ふたりの組み合わせだった。

「白坂も来ていたのか」

「はい。先輩が姉さまのうちにいらっしゃると聞いて……来ちゃいました」

　茶ちや目めっ気けと共に、満面の笑顔で羽純は言う。

　ハルはうなずいた。こんなサプライズなら大歓迎だ。なんといっても、白坂羽純は世界に只ただひとりしかいない『春はる賀が晴はる臣おみの可愛かわいい後輩』なのだから。

「よかったよ。白坂の分もおみやげを持ってきていて」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

「ということは春賀くん、例のミッションをつつがなく──」

「うん。遂行してきた。ちゃんと現地の店で調達したものだよ」

　いたずらっぽい視線を向けてくる織姫に、ハルは答えた。

　ソロモン諸島へ赴く前に言われていたのだ。

『もし時間と余裕があったら、向こうで何かおみやげを見つけてきて欲しいかも。海外のおみやげとか、羽純が大好きなの』と。

　白坂羽純は魔女として、子供の頃から東京新しん都との防衛にたずさわってきた。

　長い間、彼女に代われる人材はいなかった。そのため、自由に旅行することもままならない生活だったという。海外旅行の経験もない。

　そうと聞いたら、万ばん難なん排しておみやげ探しをしたくなる。

　日本へ帰るにあたり、ハルたちはヘリでニューギニア島のポートモレスビー空港まで送ってもらった。このとき民間の飛行機に乗り継ぐまでの三時間を利用して、ハルは向こうの青空市をのぞいてきた。

　ここで怪しげな木彫りの仮面、木の繊維で編んだバッグなどを調達してある。

　そんなハルへ、織おり姫ひめがにこやかにウインクしてくれた。

「よかったわ。春はる賀がくんのことだからね。おみやげを買い忘れて結局クッキーとかを羽田か成田で買ってくるんじゃないかって、心配してたの」

「ぼ、僕を見くびらないでくれよ。このくらい朝飯前だって」

　かすかに動揺しつつ、ハルは言った。

　実は、織姫の想像とまったく同じことをした覚えがある。それどころか『おみやげを買う』行為自体、最後まで忘れていた旅も多い。

　あちこち飛びまわる生活が習慣化しているのと、単純に社会性が低いからだろう。

　織姫はハルのそういう性格を考慮したうえで、事前にやんわり注意をうながしてくれたはずだ。あいかわらずの気配り上手だった。

　それにしても──。ふとハルは不思議に思った。

　遠征の前日に織姫とふたりきりで会い、おみやげの話をする直前。

　ハルは伝えたのだ。明日から、仕事の都合でルナといっしょに五日間ほどソロモン諸島へ行ってくると。あのとき、織姫はきょとんとしてから、

『る、ルナさんとふたりだけで……？』

　弱々しい声でおずおずと訊たずねてきた。

　明朗快活な彼女らしくない、何かにおびえた様子で。アーシャもいっしょだと答えたら、織姫はひどくホッとしていた……。

　そして織姫は今、真夏の太陽に負けない朗ほがらかさでハルを迎えてくれたのだが。

「そうだわ。頼まれていたとおり、うちのおじいちゃんに春賀くんが来るって伝えてあるんだけど、ちょっと様子が変なの」

「変？」

「あ、はい。姉さまが『先輩から大事なお話がある』って伝えたんです。そうしたら十じゆう條じよう地じのおじいさま、すごく機嫌を悪くしちゃって」

　織姫と羽は純ずみが重要情報を教えてくれる。ハルは首をかしげた。

　何が彼の逆げき鱗りんに触れたのだろう？　今日は十條地織姫の祖父と面会することが目的だというのに。ともあれ、顔を合わせなくては何もはじまらない。

　ハルはふたりに頼んで、家へと案内してもらった。




　まだ織姫が魔女になる前、《S.A.U.R.U.サウル》スタッフとして訪ねた和室。

　そこで待ちかまえていた十條地家の主あるじ。前回も威厳たっぷりの和服姿だったが、今回も同じだった。まあ、夏なので涼しげな麻生地であったが。

　テーブルをはさんで、ハルと織おり姫ひめ、羽は純ずみは彼の対面に正座したのだが。

　開口一番、織姫の祖父は不機嫌に言い捨てた。

「最初に言っておくが、君に孫娘はやらんぞ」

「はい？」

「…………」

「…………」

　こほん。ハルはせき払いした。

「ええと、何か勘ちがいをされてませんか？」

「君は今日、『大事な話がある』そうだな。そんな前置きをして、男ひとりでのこのこと我が家へやってくる……。だとしたら、そういう話に決まっている！」

　これが不機嫌さの理由だったのか。

　ハルは思わず織姫を見やった。彼女の方も目配せを返してくれる。

（ごめんなさい、うちのおじいちゃんが変なことを）

（あいかわらず過保護な人だなあ。まあ、なんとか話を進めてみるよ）

（うん、そうして。わたしもできるかぎりフォローするわ）

　目と表情を見れば、なんとなく意思の疎通っぽく成立してしまう。

　幾度もいっしょに死線を乗り越えた賜たま物ものか、織姫との間にできた絆きずなとでもいうべき何かのおかげだろう。言葉はなくとも、伝えたいことはお互いになんとなくわかる。

　その事実に気づいてハルは苦笑し、織姫は微笑した。

「あのね、おじいちゃん。そうじゃなくて、春はる賀がくんはお仕事の話で来たの」

「た、たった今、目と目で通じ合っていたばかりで、何を言う!?」

「いや、本当なんです。実は僕、近いうちに《S.A.U.R.U.サウル》を正式に離れて、仲間たちと共同事務所を立ちあげる予定なのですけど」

　営業スマイルは抜きにして、ハルは本音で語ることにした。

「東京新しん都との魔女──十じゆう條じよう地じ織姫と白しら坂さか羽純のスポンサーである各企業、法人のみなさんにご提案です。現在、《S.A.U.R.U.》に委託している魔女たちのサポート業務……その一部ないし全すべてを僕たちにまかせるという選択も今後は可能ですよ、と」

　織姫の祖父は只ただの『過保護なおじいちゃん』ではない。

　かつては一部上場企業の重役で、今も非常勤顧問の立場にある。地元の名士でもあり、織姫と羽純をスポンサードする委員会の一員でもあった。

　はたして、彼はハルの提案を聞くなり居ずまいを正した。

「なぜ、急にそんな決心を？」

「僕とアーシャが作成したレポートはご存じですか？　僕らが発見して、今も個人的に所有している竜りゆう弑ごろしの魔術──こいつをより有意義に活用する方法を検討した結果です。よかったら、こちらについてもプレゼンさせてもらうつもりですが」

「…………」

　織おり姫ひめの祖父はすこし考え込んでから、おもむろに言った。

「くわしく聞かせてもらおう。最近、新しん都と周辺が何かと騒がしいことはわれわれの間でも問題になっていたところだ」
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　いよいよ夏休み本番というべき八月一日の午後。

　休みの間も部活に励む生徒たちにまざって、ハルも胡こ月げつ学がく園えんに登校した。

　訪れたのは図書館地下にある仮設・魔女の館やかた。会議室として使っている広い部屋に入ると、すでに仲間たちが集まっていた。

「春はる賀がくんも来たことだし、そろそろいいかな？　じゃあみなさん、第四回《G.U.I.L.Dギルド》計画運営会議をはじめたいと思いま～す」

　進行役の女子生徒・武む藤とうさんが軽やかに宣言する。

　ぱちぱちぱち。ノリのよいツインテール女子・船ふな木きさんが拍手で応じると、隣にすわっていた織姫と羽は純ずみもいっしょに手を叩たたきはじめる。玄人くろうと組であるハル、アーシャ、ルナ・フランソワも一応、ぺちぺちと拍手の真ま似ねをしておく。

　足並みはそろってないが、べつにかまうまい。

　放課後にカラオケボックスへ通うことが集会の目的ではないのだから。

「とりあえず、あたしからはこれ」

　まず武藤さんが愛用のノートＰＣを開きながら言う。

「今朝、みんなのアドレスに送っておいた計画書。『来たる情報公開の日にそなえて』ってやつね。もう読んだ人いる？」

「ざっと斜め読みした程度ですが」

　挙手したのはアーシャだった。

「悪くないプランだと思います。ＵＦＯ研の活動で培つちかった人脈を活いかすアイデアも面白いですし。ただ、もうちょっとパンチが欲しいといいますか……」

「パンチ？」

「実は私もアーシャと同意見。もっと目玉になるコンテンツ、もしくは衆目を集めるためのアイドル役が欲しいかしらって思っていたの」

　きょとんとする武藤さんにルナ・フランソワが意見した。

「ほら、ドラゴンたちが帰還した直後。あのときは世界中の人間が『竜族代表ハンニバル氏のスピーチ映像』をテレビで観みて、衝撃を味わったわけでしょう？」

「ああ、ロックフェラー・センターにドラゴンが来るやつ！」

「あれのおかげで、ドラゴンたちの情報は世界中にすごい速さで広まったのよね」

「そっかー。あのときの動画ってそういえば、今じゃとんでもない再生回数になってるんだっけ……」

　武む藤とうさんは腕組みして、なにやら考えごとをはじめる。

　彼女に次いで発言したのは、ハルだった。船ふな木きさんに向かって言う。

「君がパヴェル・ガラド──イケメンに変身するドラゴンを先月、鐘かねヶが淵ふちで目撃した話だけどさ。その後、彼のことをまた見かけた？」

「ううん、全然。ただ、あの辺には何度か出没しているみたい」

「本当かい!?　その根拠は？」

　意外な報告に身を乗り出すと、船木さんは『ふふん』とほくそ笑んだ。

「鐘ヶ淵の駅のまわりで聞き込み、やってみたの。銀髪の目立つ外国人だもんね。『こんな風にかっこいい人、見ませんでしたか～？』で訊きいて回ったら、目撃情報が結構出てきたよ。主に女の人から。あとで調査結果のメモ、見せてあげる」

「そりゃすごい。助かるよ」

　うわさ好き・ゴシップ好きの元気女子、船木さん。

　どうやらハルの想像以上に調査力と行動力も持ち合わせていたらしい。事務仕事を頼むつもりでバイトに雇ったのだが、意外な拾いものだったようだ。

「いっそＵＦＯ研の桜さくら庭ば先輩といっしょに、ガラドを探してもらうのもありかな？　もうすこし確度の高い情報が出てきたら、あとは警察あたりにまかせる感じで……」

　ハルはつぶやいた。

　ドラゴン関連の情報を集めて、一般社会に向けて公開する──。

　それがＵＦＯ研の主な活動内容である。この会における情報収集のエキスパート、名は桜庭先輩という。毎日のように校外で『活動』に励んでいるとかで、なかなか学校では会えない。ハルもまだ対面したことはない。

　しかし最近、武藤さんとＭ部長経由でコンタクトを取りはじめていた。

　一般未公開のリヴァイアサン画像をどこからか入手してくるほどの猛も者さ、仲間にすれば頼もしい存在だろう。

　この会議の録音データも、あとで桜庭先輩に渡す予定だった。

「そういえば、議事録とか録音の方は──」

「わたしが担当しています、先輩！」

　ふと気になってつぶやけば、すぐに羽は純ずみが微笑ほほえんでくれた。

　見ればノートを広げて、几き帳ちよう面めんにあれこれ書きこんでいる最中だった。羽純の手元には携帯用のレコーダーも置かれている。ハルの助手として、万事抜かりなく準備済みなのだ。

「そうそう。春はる賀がくんに伝言があるわよ」

　今度は織おり姫ひめの発言だった。

「Ｍ部長から。『地下まで降りるのが億おつ劫くうだから、会議の内容は議事録だけ届けてくれればいいわよ！』ですって。それで『何をやるにしても見守っててあげるから、好きにやっときなさい！』。そう言ってたわ」

「……守護霊と背後霊がいっしょに来たみたいで、心強くはある……かな？」

　物は試しで口説いてみたら、協力を約束してくれたＭ部長。

　この場にいなくとも、彼女（？）のあやしいスキルの数々、包容力、人間力はなかなかに頼もしい。ハルたちの陣容はすこしずつだが、充実しつつあるのだ。

　このとき、かちゃりと会議室のドアが開いた。

「──みんな、差し入れ持ってきたわよ」

　コンビニ袋と共に、珍しい客が入ってきた。

　メガネが似合う知的美人、今や《S.A.U.R.U.サウル》関東支局長となった柊ひいらぎ友ゆ加か里りの来訪だったのだ。職務の合間を縫って、支局のある横浜支部から来てくれたのだ。

　柊さんはハルたちがかこむ机の上にコンビニ袋を置いた。

　ペットボトルのウーロン茶二リットルと紙コップ、缶コーヒー数本、お菓子いろいろが入っている。そしてもうひとつ、手提げの紙袋も机に置く。

　こちらの中身は堅焼きせんべいの袋だった。『炭火手焼き』と書かれている。

「これは見けん城じようくんから。さっき新しん都と支部の弥み勒ろく堂どうに寄ったら、会議に出席できない代わりにって渡されたの。みんなによろしく、ですって」

　そう。陣容は充実しつつある。

《S.A.U.R.U.》内部の顔見知りにも声をかけて、賛同者を幾人か確保できていた。尚なお、柊さんと見城には『計画について、時期が来るまで決して口外しない』と《神前契約》の魔術で誓約してもらったうえで、参加してもらっていた。

　ハルたちの計画は、すこしずつ前進している途中なのだ。

　まあ、めざすゴール地点は遠く、たどり着ける保証は皆無。そのうえ、もっと難易度の高い懸案と課題がひとつある。

　白きドラゴン王、雪ゆき風かぜの姫。今のままでは正直、彼女には到底──

「……武器をこれ以上そろえる必要はあまりなさそうだし。もっとべつの部分を充実させないとダメなんだろうな……」

　声には出さずに、ハルはひとりごちた。

　伊い豆ずの海では《双刀の秘ひ文も字じ》を手に入れた。また、例の文字もこっそり回収してある。竜りゆう弑ごろしの数はもう十分だろう。

　いま必要なのは、武器探しに次ぐ新たなクエストであった。




　会議が終わったあと、アーシャは文芸部の部室に向かった。

　Ｍ部長と会うためだった。ひとりきりである。ほかのメンバーは先に帰っている。

　あとで合流して、いっしょに食事をする予定だった。今日は織おり姫ひめと羽は純ずみもいっしょなので、性しよう悪わるなルナ・フランソワが晴はる臣おみを連れ出す心配もない……。

「部長。議事録と会議の録音データ、持ってきました」

「その辺に置いといてちょうだい。ひさしぶりね。アンタ最近どうなのよ？」

　窓から夕ゆう陽ひが差しこみ、文芸部の部室はオレンジ色に染まっている。

　その窓際にＭ部長はたたずんでいた。推定一四〇キロの巨体がまとう衣装は、真しん紅くのマタニティドレス風だ。

「何日か前に電話で、あのルナって娘がぶいぶい飛ばしてるとか言ってたけど」

「そうなんです！　運命の歯車がどう転んだのか見当も付きませんけど、ルナがいきなり晴はる臣おみにこここここ恋しちゃったとか言い出して、大変なんです！」

　ここぞとばかりに、アーシャはまくし立てた。

「しょっちゅう晴臣を連れ出して、ふたりきりになろうと策略の限りを尽くすし！」

「アンタがやりたくてもできない特殊攻撃を無制限で繰り出してくるわけネ」

「ぎゃふん!?」

「春はる賀がを巡るラブコメ模様、十じゆう條じよう地じのお姫さまが不動の一位のまま膠こう着ちやくするかと思ってたのに、とんでもない黒船が来ちゃったものねえ。このままだと、春賀のやつ流されるわよ」

「な、何にですか？」

「アメリカ直輸入の肉弾パワープレイに。あいつ、スケベだし」

「ひぃぃぃぃっ!?」

「唯一の希望は思わぬライバルの出現で、今まで余裕たっぷりだったお姫さまの覚かく醒せいがあるかもってことだけかしら。天使ちゃんじゃ、どうしても身体的アピールが弱いし」

「ぶ、部長っ。そこで幼なじみ枠の私が台頭する芽は──」

「ないんじゃない？　まるで望みなしってやつ。ほら、あれよ。ゼロに何をかけてもゼロっていう、かけ算の理屈」

「そんな！　今まで、さんざん特訓してきたじゃないですかっ!?」

「でも、アンタって全然成長しないのよね……。こっちがびっくりするくらい」

「ううううっ」

　Ｍ部長の指摘が耳に痛い。アーシャ自身もひそかに自覚していたのだ。

「ただ、アンタのいいところってダメ女なりに努力は怠らないところよね。今もアメリカ娘に対抗するための作戦、何かやってんじゃないの？」

「そ、そうでした。実はルナの独壇場にしないためにですね」

　ここぞとばかりにアーシャは胸を張った。

「ルナがずっと自宅代わりにしているホテルのスイート、あそこに押しかけて居い候そうろうになってます！　こうすれば夜中、ルナが狼ろう藉ぜきしようとしても妨害できますし！」

「バカねえ。どうせ居候するなら、春賀の家に行けばいいのに」

「へっ？」

「青くさい未成年男子をターゲットにするジュブナイル小説じゃ定番じゃない。可愛かわいい女の子に押しかけられて、居候されちゃう同どう棲せい状態。アンタも同じことすればいいのよ」

「…………」

　言われてみれば、Ｍ部長の言うとおりだった。

　しかし、乙女として譲れない一線を持つアーシャは抗弁した。

「そ、そのう──やっぱり抵抗があるじゃないですか。男の子の家に押しかけて、無む理り矢や理り居すわるというのは……」

　恥じらいながら、アーシャは言った。頬ほおが赤らんでいくのを自覚しながら。

「そういうのはやっぱり、結婚とか婚約をしてからじゃないとダメだと思います！」

「とか言えるほど余裕のある立場じゃないくせに、清純派メインヒロインっぽいことを言うのねえ……」

「わ、私、まちがいなく清純派メインヒロインですよ!?」

「ないない。アンタは現状、まちがいなく色物のバラドル枠よ」

「は、花も恥じらう乙女を二〇世紀用語のバラドル呼ばわりですか！」

「アンタは一回、記憶喪失にでもなるといいかもネ」

「へっ？」

「ほら。『魔ま弾だんの王』もテ●グルが記憶喪失になって失踪して以来、風雲急を告げる展開なわけだし。テ●グルったら全すべてリセットされた状態のくせにいつもの調子でエリザヴェータとよろしくやって、隣の××までゲットしちゃう始末だし（註・九巻時点）」

「な、なんかいきなり別次元の話になってませんか!?」

「とにかくアレよ。今の状況をもろもろリセットするくらいの覚悟がアンタにないと、どんどんジリ貧になっていくわよ。まちがいなく。断言してあげる」

「…………」

　全てをリセット──。その言葉にアーシャが愕がく然ぜんとしていたとき。

　ポケットのなかで携帯端末がいきなり着信音を鳴らした。ショッキングな会話を続ける気力もすり減っていたので、つい無意識に端末を取り出す。

　届いたメールをチェックして、アーシャは驚いた。

「母さんが東京に来る？」





　　　　　　　４






「ひさしぶりですね、晴はる臣おみさん。アーシャも元気そうで何よりです」

　数年ぶりに会うユリアおばさんの第一声だった。

『明日、東京に行きます。一一時一七分、羽田到着予定』という短すぎるメール。

　これがハルとアーシャの携帯端末に届いたのは、わずか一八時間前だ。ちなみに、かつての東京中心部はほとんど旧東京租そ借しやく地ちのエリアとなっている。が、空港のある大田区はぎりぎり範囲外だったのだ。

　今、ハルと幼なじみは羽田空港内の喫茶店にいる。

　丸テーブルとコーヒー三杯をはさんだ向かい側に、銀髪の女性がすわっていた。

　彼女の名はユリア・ルバシヴィリ。

　アーシャの母親その人だった。Ｔシャツの上にカーキ色の半袖ミリタリーシャツを羽織り、黒のスキニージーンズをはいている。肩にかけた薄手のストールがほのかな女性らしさを主張していた。

「前日にいきなり『これから行きます』って連絡をよこすの、いいかげんにやめてください。私たちにだって都合があるんですから」

「ごめんなさい、アーシャ。昨日の朝、急に思い立ったもので」

　娘からの苦情にユリアおばさんは淡々と応じる。

　声も口調もクールそのものだ。未来から来た戦闘用アンドロイドだと言われても、信じてしまうかもしれない。そして、その容姿。ハルは娘とならんで〝おばさん〟と向き合いながら、やっぱり美人だなあと心のなかでつぶやいた。

　アーシャとユリアおばさんは親子だけあって、よく似ている。

　瓜うり二ふたつと言ってもいい。どちらも妖精を思わせる儚はかなげで繊細な美び貌ぼう、小柄で華きや奢しや、幻想的なほどに美しい銀髪──。

　しかし、決定的にちがう点がひとつ。

　それはユリアおばさんが正真正銘のクールビューティだという事実だった。

　ちょうどこのとき、ウェイターのおじさんが注文の品を運んできた。

　パンケーキ、ハンバーガー、クラブハウスサンド、ミルクレープ、ホットドッグの一式。ちなみに最後のホットドッグだけはハルが遅めの朝食として頼んだもので、他は全すべてアーシャの注文分だった。













　この品々をユリアおばさんはかすかに視線を下げるだけで一いち瞥べつ、すぐに言った。

「アーシャもあいかわらず、よく食べているようですね」

「いいじゃないですか。魔女の仕事はカロリーの消費が激しいんです」

「たしかに。あなたの言うとおりです。その調子でどんどんお食べなさい。全すべては今日という日を生き抜き、勝利という果実を得るため」

　ユリアおばさんは現在、《S.A.U.R.U.サウル》イスタンブール本部の研究員。

　だが、アーシャを生む前はユーロ防衛機構の空軍に所属していた経歴もあり、最終的には少佐の階級までいったという。

　そのせいか、ときどき言うことが異様にスパルタンなのだ。

　そんな母親の激励に、アーシャは目を輝かせた。

「さすが母さん、理解があって助かります！」

「代償として、あなたのお祖ば母あさんのように肥満体型となる危険性は高いでしょうが、まあ、それは仕方のない論理的必然です。戦闘能力を犠牲にしてまでダイエットに励む必要はないと思います。ああアーシャ、一応、糖尿病にだけは気をつけて──」

「た、食べろと勧めておいて、危険材料を列挙するのはやめてください！」

　母と娘のやりとりを眺めつつ、ハルもホットドッグをかじる。

　朝食抜きで業なり平ひら橋ばしの自宅を出たので、今日はじめての食事だった。それにしても、あいかわらずおばさんは年齢不詳だ。

　一五歳の娘とならんでいるのに、姉妹にしか見えない。

　実は、『妖精指数』という点ではアーシャをも越える女性なのだ。

「そういえばユリアおばさんって、昨日までインドネシアに出張してたんだっけ。それで東京新しん都とに寄ってこうと思ったわけだ」

　ハルがつぶやくと、おばさんはこくりとうなずいた。

「そのとおりです。よくご存じですね、晴はる臣おみさん」

「それ、娘の私も聞いてなかったですよ」

「いやあ、ファンクラブの会報メールに書いてあったから。ユリアおばさんが先週からジャカルタ支局に来てるって」

「……あ、あのあやしげなクラブに晴臣も加入していたんですか!?」

「困りましたね。私は一介の《S.A.U.R.U.》研究員に過ぎないというのに。芸能人のようなあつかいをされると、正直とまどってしまいます」

「そこはほら、おばさん美人だし、とても素敵だし」

　世界各地の《S.A.U.R.U.》メンバー七八名が加入中の『美人すぎるユリア女史を応援する有志の会』。実は五年前からハルも所属している。

　ハルはきりっと顔を引き締めて、ここぞとばかりに言った。

「おばさんに冷たく見おろされたい、ちょっと踏まれてみたいって連中は結構多いんだ」

「本当に困りましたね……」

「くっ。ど、どうせだったら、もっと若くてぴちぴちの娘の方を賛美して、アイドルあつかいすればいいものをっ。《S.A.U.R.U.サウル》の男どもは本当に見る目がないですね！」

「じゃあ、そろそろ僕はおいとましようかな」

　母と娘で積もる話もあるだろうと、ハルは気を利かせるつもりだったのだが。ユリアおばさんはかぶりを振って、いきなり言った。

「晴はる臣おみさん。今回はあなたに用があって、東京へ来たのです」

「えっ？」

「この間、メールを送ってきたじゃありませんか。『昔、うちの親父おやじが取り組んでいたソロモン王がらみの案件について知っていたら、情報提供をお願いします』と」

「「────！」」

　ハルとアーシャは息を呑のんだ。

　ふたりの一家はもともと家族ぐるみのつきあい。すでに故人であるアーシャの父、祖母とも春はる賀が家の父子は面識があった。

　幸せの青い鳥よろしく、すぐ身近から飛び出してきた情報源。

　ユリアおばさんはおもむろに語りはじめた……。




「アーシャの厄介なところは一服盛って眠らせようとしても、味と匂においで薬物に気づいてしまうところよね。野生の動物みたいに」

　ルナ・フランソワがマンション代わりにしている高級ホテル。

　そのラウンジで、ハルは彼女と向き合っていた。ハルはコーヒー、ルナはグレープフルーツジュースを注文して、テーブル席にいる。すでに夜の七時過ぎ。これが成人の男女なら窓際の席で肩をならべて、アルコールでもとなるシチュエーションだろう。

　だが、あいにくとふたりとも未成年である。

「アーシャを眠らせている間にハリーを夜のドライブに誘おうかしらって、何度か食べ物に睡眠導入剤を混ぜようとしたの。手間暇の無駄遣いになりそうだから、いつもやめてしまうのだけど。まあ、本気で出し抜こうと思ったら、いくらでも手はあるものね」

「はははは……」

　ハルはかわいた声で笑った。五分五分以上で成功しそうだと思ったら、ルナ・フランソワは躊ちゆう躇ちよせずに一服盛っていたはずだ。

「でも、ハリーも悪いのよ」

「僕が？」

「ええ。私の気持ちはもう伝えているでしょう？　それにハリーが応こたえてくれたら、すぐにカップル成立。幼なじみのアーシャに邪魔する権利も道理もなくなるというのに」

「…………」

「ラブコメ定番の優柔不断さで返事を保留してるものだから、アーシャがここぞとばかりに妨害しはじめちゃって」

「そういえば、ルナのところに居い候そうろうまでしてるんだっけ」

「断ることも追い出すこともできるけど、どうせ私が使っているスイートの隣を押さえるでしょうし。面倒だから、好きにさせているの」

　ルナ・フランソワと同じく、アーシャも特級認定マスタークラスの魔女。

　今までの戦果への報酬として得た、莫ばく大だいな額の貯金がある（ルナの場合は『資産』と呼ぶべきレベルらしいが）。高級ホテルのスイートルームを下宿代わりに使う狼ろう藉ぜきも、たいした負担ではないはずだった。

　ハルは首をかしげた。

「アーシャのやつ、どうしてルナの邪魔をそこまで熱心にやるのかな？　僕が訊きいても『晴はる臣おみにはないしょです！』としか言わないんだけど」

「本当ニドウシテカシラネ。私モ全然ワカラナクテ困ッテイルノ」

「あれ？　今、微妙に片言じゃなかった？」

「いいえ。気のせいよ、ハリー♪」

　くすっと小悪魔風に微笑ほほえんでから、ルナ・フランソワは身を乗り出してきた。

「で、アーシャママの話で何がわかったの？　昼間、会ってきたんでしょう？」

「いやねえ。聞いてみたら、僕の親父おやじが燧すい石せきを手に入れた事情……インディジョーンズばりの一大エンターテインメントじゃなかったんだよ、全然」

　肩をすくめて、ハルは語り出した。

　──西暦でちょうど二〇〇〇年の出来事だったという。

　当時はドラゴンたちが地上に帰還した直後。ハルの父とユリアおばさんは《S.A.U.R.U.サウル》ニューヨーク支局で働いていた。ある日、支局スタッフが『大魔術師ソロモン王の記した遺稿と呪のろいの石』なるワンセットを見つけてきたそうだ。

　ソロモンの遺稿を読み解いた者は、王の遺産を継承するであろう。

　石は大いなる力の鍵。これを持つ者は竜に引き裂かれる。必ず秘ひ匿とくせよ。

　……いかにもな胡う散さんくさいキャッチコピー。

　ソロモンの遺稿とされる書物からも、付属の石からも魔力は検知されない。それでも一応、鑑定くらいはしておこうとなったのだが。

　その日、ニューヨークにかつてない数のラプトルたちが襲来した。

「二〇〇〇年当時の大襲来……ということは、あれよね？」

「うん、あれ。千匹のラプトルと『火の軍勢』をひきつれたハンニバルが飛来して、米軍に大打撃をあたえた例の襲撃」

　ルナ・フランソワの確認に、ハルはうなずいた。

「戦火に焼かれたマンハッタン島をハンニバルはそのまま領土として欲しがって、旧マンハッタン租そ借しやく地ちが誕生したんだ」

「大襲来っていうシチュエーション自体はドラマチックよね」

「うん。で、親父とユリアおばさんは身のまわりのものだけ持って、ラプトルが暴れまくる市街から必死に避難した。このとき、親父おやじはたまたまソロモンの石も持ち出していた。これが二〇年後、僕が見つける燧すい石せきだったんだ」

　そう。ハルの父が『時計仕掛けの魔術師クロツクワーク・マギ』に隠していた秘石である。

「逃げる途中、親父とおばさんは一匹のラプトルにしつこく追いかけられたそうだよ。隠おん密みつ系の魔術で何度やりすごしても、追いすがってきたらしい。どうにか避難できたあと、ふたりは疑ったんだ。もしかして『持つ者は竜に引き裂かれる』石のせいかもって」

　石はハルの父が預かったという。何か判明したら報しらせるとおばさんに約束して。

「でも、それから何年経たっても親父からはこの件については連絡なし。ユリアおばさんもすっかり忘れていたんだってさ」

　以前、ハルは燧石についての情報を求めて、父の知人らにメールを送った。

　しかし、誰も──ユリアおばさんからも返答はなかった。『父が隠し持っていた竜族ゆかりの石』程度の問い合わせでは、おばさんの記憶は甦よみがえらなかったのだ。

　が、今回はキーワード『ソロモン』のおかげで、同じ轍てつを踏まなかった……。

「ここからは僕の想像だけどね。親父はしばらく石を持ち歩いて、観察して──結局、何もわからなかったんだと思う。だから、燧石に関する資料は皆無だったんだ」

「じゃあ、石を時計に隠していたのは？」

「親父は僕と同じで凝こり性だったから。言い伝えどおりに燧石を隠すに当たって、おもしろ半分に懐中時計のなかを選んだんだよ。で、たぶんそのまま忘れちゃった」

　身もフタもない想像をハルは語る。

　しかし、父の性格を思い返すと、いかにもありそうな話だった。

「本気で隠すつもりなら、セキュリティのしっかりした隠し場所を用意するはずだし。本当に研究すべき品だと思っていたら、きちんと記録を残しておくはずだ」

「ところでハリー。私、ひとつ気になったのだけど」

　ここでルナ・フランソワが口をはさんだ。

「ということは、旧マンハッタンの《S.A.U.R.U.サウル》支局にはもうひとつの品物……ソロモン王の遺稿があるかもしれない。そうじゃないかしら？」

「うん。期待していいと思う」

　実は今日の午後、アーシャとふたりで衛星画像をチェックした。

　偵察衛星による旧マンハッタン租そ借しやく地ちの撮影データ、最新版である。かつてのニューヨーク支局は竜の火に焼かれもせず、アッパーイースト地区で静かに健在だった……。

　そのことを語ると、ルナは目を輝かせた。

「じゃあ、今度は旧マンハッタンに遠征するべきよね。燧石とならぶソロモン王の遺産、手に入れておいて損はないはずよ」

「うん。まったくだ」

「私たちはここ数か月で飛躍的にパワーアップしたけど……それでも、竜りゆう王おう級のドラゴンたちとは互角じゃないものね。まだまだ経験値稼ぎと戦闘力の強化が不可欠よ」

「そこなんだよねえ」

　ルナの意見に心の底からうなずくハルだった。

　正直に言って、雪ゆき風かぜの姫と再戦しても渡り合える自信がない。六月の対決をどうにかしのげたのは、『紅ぐ蓮れんの女王参戦』で姫の意表を突けたからだ。

「武器の数はそろってきたから、ど派手な攻撃呪じゆ文もんとか最強召喚獣との契約とか、そういうイベントがそろそろ欲しいところだよ、ほんと」

「ええ。そのあたりの可能性を追求するためにも、やっぱりソロモンの遺産は──」

「押さえておきたいね。宝の在あり処かが旧マンハッタンってのは不安材料だけど」

　ハルがぼやくと、ルナ・フランソワはくすっと微笑ほほえんだ。

「虎こ穴けつに入らずんばタイガーマスクになれずよ、ハリー。覚悟を決めて、いっしょにアメリカ遠征しましょう？　ついでに西海岸にも寄って、うちの実家へ顔を出す？」

「あー……そのことなんだけどね」

　今夜、ルナを訪ねた核心部分にさしかかり、ハルは一瞬口ごもった。

「ルナには東京に残って欲しいんだ」

「えっ!?　それってどういうこと、ハリー!?」

「旧マンハッタンは租そ借しやく地ちのなかでも最上級の危険エリアだ。旧東京とは訳がちがう。潜入は僕とアーシャのふたりでやるべきだと思う。で、どれくらいの期間、留守にするかも読めないし……ルナとアーシャの両方が外に出るのはやっぱりまずいよ」

　伊い豆ず遠征でも明らかになったが、ルナ・フランソワは肉体派ではない。

　隠おん密みつ行動・サバイバル・アクション・魔術の全すべてが要求される状況下なら、アーシャとハルの組み合わせがベストだった。逆に、ひとり残って東京を守護する役目であれば、グルジア人少女よりもルナの方が適任だ。

　魔女としての力量だけでなく、《S.A.U.R.U.サウル》幹部としての影響力もある。

　それに大局を俯ふ瞰かんして判断も下せるし、交渉事にも強い。そのあたりをルナ自身も察したのだろう。つまらなそうにつぶやく。

「まあ、どちらが残るべきかってことなら、たしかに私の方が有能だろうって自信はあるけど……。でもハリー、せっかくの旅行なのよ！」

「り、旅行だけど出張でもあるわけだし」

「フンだ。私は織おり姫ひめさんたちといっしょに留守番してろって言うのね」

「それなんだけどね。せっかく東海岸に行くんだから、十じゆう條じよう地じと白しら坂さかも連れていこうと思うんだ。一回、セイラムに顔を出しておくのもいい経験だろうし」

「……!?」

　ルナの碧あおい瞳ひとみに激しい怒いかりが渦巻いた。が、それも一瞬。すぐに理性の光を取りもどし、ハルの顔を挑発的に見つめた。そして、拗すねた口ぶりで言う。

「じゃあ、ハリーが今ここでプレゼントをくれたら、言うこと聞いてあげる」

「え、プレゼント？」

「ええ。ひとりで留守番をする私へ、ごほうびの前渡し」

「いきなり言われても……。何をあげればいいのか、わからないよ」

「かんたんよ。──これなら、わかるでしょう？」

　ふたりは低いテーブルをはさんで会話していたのだが。

　不意にルナ・フランソワが顔を寄せてきた。ハルの顔の方へ。そして目をつぶり、蠱こ惑わく的てきなほど可愛かわいらしい美び貌ぼうを無防備にさらしてみせる！

「!?」

「早くしてね、ハリー。ごほうびのキス」

「って、今ここで!?」

「ええ。私たち、この間も同じことをしたじゃない。いいでしょう？」

「で、でも、人前だし。それに僕たち、つきあってるわけでもないしっ」

「人前だから、ごほうびになるの。それにおつきあい云うん々ぬんはここでは関係ないはずよ。私自身がいいと許可しているわけだし」

　ハルはたじろいだ。夜七時のホテルのラウンジ。まだ客はすくない。だが、皆無でもないのだ。それにスタッフが三、四人ほど店内で待機している……。

　しかし、心のなかでこんな声も聞こえる。

　──ルナには納得ずくで留守番を引き受けてもらわないと、ひとりで東海岸行きの飛行機に乗って追いかけてくるぞ……と。













　この理論武装に背中を押されて、ハルはついやってしまった。

　おずおずと唇をルナの美び貌ぼうへ近づけ、彼女の唇にちゅっと軽くふれたのである。

　その瞬間だった。今度はルナ・フランソワの方からハルの唇に吸いつき、ついばみ、愛いとおしげに味わいはじめた。

　ルナは唇全体でハルの唇をつつみこみ、くちゅくちゅと吸いついてくれた。

　しまいには舌まで差し入れて、これをハルの舌に絡めて、濃厚なキスの繰りかえしを愉たのしんでしまう。

　その間、ハルは抵抗など考えもせず、全身を硬直させるばかりだった。

　おそらく二、三分は行為を続けていただろうか。おもむろにルナ・フランソワは唇を放し、ハルの顔をうっとりと愛おしげに見つめた。

「愛しいハリーの頼みだものね。今回は言うこと聞いてあげる」

「あ──ありがとう」

「でも、私におねだりするときは必ずごほうびをくれなくちゃダメよ？　でないと、うしろからハリーの背中を撃ってあげるんだから。ゾウ狩り用の大口径ライフルで！」




　ラウンジでルナ・フランソワと別れて、その一〇分後。

　ハルはいまだ動揺が収まらず、ふらつく足取りでホテルのロビーにやってきた。ルナ・フランソワとの接せつ吻ぷんはこれで二回目だが、その都度、とんでもない衝撃を受けてしまう──。

　ぼーっと歩いていたら、不意に声をかけられた。

「晴はる臣おみ。ルナの方はどうでしたか？」

「えっ!?」

　ハッとして声の主を見れば、アーシャだった。

「ふたりで会って、留守番役を頼んできたんですよね？　首尾の方は？」

「だだ、大丈夫だったよ、うん！　理由を話したら、ちゃんとわかってくれた！」

「そうでしたか。晴臣の口から直じかに説明させた甲か斐いがありましたね」

　アーシャが同席したら、話がこじれるかもしれない。

　ハルはそう危き惧ぐして、ひとりでルナ・フランソワを訪ねたのである。

　ただ、策略家のアメリカ人少女がハルを拉ら致ちして、夜の街に繰り出すかもしれない。アーシャはそれを防ぐべく、こうしてロビーで待ちかまえていたのだ。

　成果を聞いて、アーシャは満足そうにうなずいた。

「晴臣をひとりで行かせるのは不安でしたけど、まあ、ホテルのなかのお店なら人目もありますし。傍ぼう若じやく無ぶ人じんなルナもおとなしかったようですね！」

「ソウダネ。ウン、大丈夫。何モ問題ナカッタヨ！」

「？　晴臣、どうしていきなり片言に？」

「べ、べつに何でもないよ。早く帰って、出張の準備をしよう」

　すでに織おり姫ひめと羽は純ずみには連絡を入れて、アメリカ行きの承諾を得ている。

　旧東京を根ね城じろとしている雪ゆき風かぜの姫は不安要素だが、それでも旧マンハッタンで見つかるかもしれない獲物は魅力的だった。

　ソロモン諸島に続いて、ひさしぶりの日本国外──。

　ハルとアーシャはうなずき合い、ホテルのエントランスへと歩きはじめた。





【第二章　ロード・オブ・セイラム】
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　アメリカ東海岸へのフライトは半日以上もかかる長旅だった。

　現地到着は八月五日の朝九時頃。ハルがひさしぶりに見あげた北米の空は、どこか脳天気に思えるほど青々としていた。

　これが西海岸なら、『からりと晴れた』と形容できるところだ。

　が、空港のエントランスから屋外に出ると、むわっとした湿気が歓迎してくれた。空気の乾燥した西海岸とちがい、東海岸は湿気が多いのだ。

　今回、ハルたちが利用したのはボストンのローガン国際空港。

　日本と似たような蒸し暑さをいきなり味わう羽目になった。

「羽純!?　顔が真っ青になってるわよ、大丈夫!?」

「う、うん。すごく気持ち悪いけど、涼しいところですこし休めば、たぶん……」

　織姫が急にうずくまった羽純へ駆けより、声をかけている。

　無理もない。半日も飛行機に閉じこめられていた直後にこの蒸し暑さ。しかも、東京新しん都ととの時差は一三時間もある。

「この湿気と暑さに、時差ボケまで加わるんじゃねえ……」

「私や晴はる臣おみも結構きついですしね……」

　ハルがぼやけば、アーシャもうんざり顔でつぶやく。

　日本列島から東へ向かうアメリカへの旅。実はヨーロッパや中東など西方へ向かう旅よりも、東への旅の方が時差ボケの症状はしばしば深刻になる。地球の自転方向に逆らって移動するためだともいう。

　旅慣れたハルとアーシャでさえ堪こたえているのだ。体の弱い羽は純ずみは尚なお更さらだろう。

　ちなみに、日差しにも冷房にも弱い後輩魔女は花柄のマキシワンピースの上にカーディガンを羽織り、日よけのストローハットをかぶっている。

「だというのに、織おり姫ひめさんは元気ですね……」

「わたし？　たぶん、飛行機のなかでたっぷり寝たからじゃないかしら？」

　アーシャに見つめられて、織姫はけろりと言ってのけた。

　タンクトップと肩の開いたカットソー、そして白いミニスカート姿の彼女はひとりだけ溌はつ剌らつとしている。これで『海外旅行の経験はハワイとタヒチと韓国だけかしら』なのだ。ハルは力なく感心した。

「きっと、根本的な体力がちがうって理由もあるんだろうな……」

　広い意味での生命力なら、アーシャがぶっちぎりでトップだろう。

　だが、純粋な体力だけ比べれば、剣道日本一の経歴を持つスポーツ少女にかなう者はいないはずだった。……否いな。ここでハルは気づいた。

　自分にはあやしげな竜りゆう弑ごろしの力というアドバンテージがあるはず。

　にもかかわらず、時差ボケで苦しんでいる。これはおそらく『まだ人間である』という証明なのだろう。そのうち時差どころか、空気の有無すら関係なくなったら──。

　愉快ならざる思案を中断して、ハルは言った。

「僕は車を借りてくるから、白しら坂さかを頼むよ」

　ひとり歩き出す。めざすは空港前に停車するバスだ。

　車体にレンタカー会社のロゴが描かれている。車を置いている営業所まで距離があるため、無料のシャトルバスで送ってくれるのだ。

　ハルはほか十数名の旅行者といっしょにバスへ乗った。

　事前に予約しておいたレンタカー会社を訪ねて、三〇分後。小型の日本製乗用車と共にハルは空港前にもどり、仲間たちと合流。

　助手席に陣取るなり、アーシャが言い放つ。

「規則正しい生活リズムを取りもどすことが時差ボケの解消につながります！　晴臣、まず朝ごはんを食べにいきましょう！」

「って、空港のなかでドーナツ食べたじゃないか」

　とはいえ、本格的なドライブの前に一休みするのは悪くない。

　ハルは手近なバーガーショップへと車を走らせた。ボストンは何度か来ている街なので、そこそこ土地勘もある。

「わたしたちの行き先はマンハッタンなんでしょう？　ニューヨークにある」

　アメリカ国内ではほどほどに有名なハンバーガーチェーン。

　その店内の一席に腰を落ちつけるなり、織おり姫ひめが不思議そうに言った。

「でも、ボストンってマサチューセッツ州なのよね？」

「うん。工科大学の名前でも有名な、あの州の州都」

「一応、ニューヨーク州の右隣ですね。ただ、どちらの州もだだっぴろいので、ボストンと旧マンハッタンは全然おとなりじゃないですけど」

　ハルとアーシャが口々に言うと、織姫は首をかしげた。

「じゃあ、どうしてボストンに来ているの？」

「ちょっと寄り道──セイラムに寄っていこうと思ってね」

「セイラム、ですか……？」

　ハルがつぶやいた地名に、羽は純ずみが反応した。

　しばらくの間ぐったりしていた彼女だが、屋内・車内の冷房と氷入りのオレンジジュースでだいぶ回復したらしい。おずおずと言う。

「聞いたことがあります。たしか魔女のことを習う定期研修とかで」

「だろうねえ。セイラムってのは一七世紀の頃、魔女狩りの舞台になった街だよ」

「「魔女狩り!?」」

「アーシャと相談して決めたんだ。十じゆう條じよう地じと白しら坂さかも一回ぐらいはあそこに行っておくのもいい経験だろうって」

「今日の昼、グランマたちとお茶会する予定です」

　魔女狩りという物騒な言葉に、日本の魔女ふたりが唖あ然ぜんとしている。

　彼女たちには先入観も事前情報も抜きで『先輩たち』に会ってもらおうと、ハルとアーシャはあえて予定の説明を避けていた。

「べつに取って食べられることもありません。気楽に構えていてください」

　と言ってから、アーシャは目の前の皿に手をのばした。

　取りあげたのはキングベーコンバーガー。冷めないようにアルミホイルで包装されていたのを開けて、がぶりと喰くらいつく。ビーフ一〇〇％のパティ三枚重ねに厚焼きベーコンをトッピングで、迫力満点だった。

　ちなみに、このチェーンは冷凍肉を一切使わないことが謳うたい文もん句くだ。

　アーシャの前にはさらにキングチーズバーガー、ポテト（キングＬ）がならぶ。

「す、すごいボリュームですねっ」

　羽純が目を丸くして、ポテトの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな量に見入っている。

　山盛りのフレンチポテトを収めた容器は『紙で造ったバケツ』と言うべき代しろ物もので、これだけで日本人の四人家族なら満腹になる量だった。

「ここは東海岸を中心に展開しているチェーンで、量だけでなく味も結構いいんです」

「まあ、大食い御ご用よう達たしの店でもないのにこのサイズを選択できるあたり、さすが『自由の国』だよねえ」

「この量だし、ファミリーでシェアするためのサイズじゃないのかしら？」

　アメリカンサイズの存在感を満喫するアーシャ、しみじみとつぶやくハルの前で、織おり姫ひめがつぶやいた。

「いやいや。むしろメインターゲットはやんちゃな高校生とか大学生男子。前にひとりで注文して、ギブアップするところを見かけたよ。食べ切っちゃう強つわ者ものもたまにいるそうだけど。……アーシャみたいに」

　尚なお、アーシャ以外はレギュラーサイズのポテトを三人で分け合い、あとは冷たい飲み物で喉のどを潤うるおして、ひとときの休息を楽しんだ。

　四〇分ほどバーガーショップで涼んだあと、ハルたちはセイラムへ向かった。

　ボストンからだと、自動車で一時間もかからない。

　セイラムは人口わずか四万人ほど。静かな港街である。煉れん瓦が造づくりの建物をそこかしこで見かけることができ、街並みは全体的に古めかしい。さっきまでいたボストンが高層ビルの建ちならぶ大都会だったため、みごとなギャップであった。

「雰囲気のある、可愛かわいい建物が多いのね」

「なんだかドラマのセットみたいです」

「この辺の古そうな建物とか屋敷には、一七世紀の建築も多いよ」

　織姫と羽は純ずみが楽しそうに窓の外を見ている。ハルはうなずいた。

「こういう土地柄にインスピレーションを受けたのか、一九二〇年代にはラヴクラフトっておじさんがセイラムによく似た街をホラー小説に登場させてねえ。そっち方面のファンには、聖地みたいな場所でもある」

「私と晴はる臣おみは昔、この街の古い一軒家で『窓の外に、窓の外に！』ごっことか、『潜入、インスマウス村！』ごっこをやって、結構楽しんでいました」

「？　窓の外に何かいるんですか？」

「どんな遊びかはわからないけど、神をも恐れぬ悪ふざけだとは想像できるわね……」

　不思議そうな羽純の横で、織姫が苦笑しながらあきれている。

　しかし、彼女は急に話題を変えた。

「そうだ春はる賀がくん。さっき言ってた魔女狩りって……」

「ざっくり解説すると、時代はまだアメリカがイギリスの植民地だった頃だ。セイラムに住む女の子たちが遊びで降霊会の真ま似ね事ごとをやっていたんだ」

「おそらく、日本のこっくりさんとかエンジェルさんと似たようなものでしょう」

　助手席のアーシャも補足してくれる。

「思春期女子が軽い遊び心で、オカルトの真似事に手を出したんですね」

「ただ、それを知った牧師やお役人が大騒ぎして、女の子たちを逮捕しちゃってね。そのまま牢ろう獄ごくに監禁して魔女裁判。最後は処刑だ」

「「…………」」

「あとは中世の魔女狩りと同じ流れです。最初は五、六人の逮捕。でも、身近な女性を魔女と疑う疑心暗鬼はどんどん街中に蔓まん延えんして、逮捕者はなんと三桁けたに到達します。結局、何十人もの命が奪われたところで州政府が介入。ようやく事態は収束するんです」

　絶句する織おり姫ひめ・羽は純ずみの前でアーシャが語り、肩をすくめた。

「集団ヒステリーの残酷さを現代に伝えてくれる、大きな教訓のひとつですね。でも、まあ、今のセイラムはのどかでいい街だと思いますよ」

　雑談しながらも車は軽快に走りつづけ、目的地に到着した。

　セイラム郊外の屋敷である。ただし、四方を高い壁で囲まれた敷地内には、きれいに手入れされた庭園が広がる。門をくぐったあともしばらく──たっぷり二〇分ほど玄関へ向かう道を走りつづけた。もちろん自動車でだ。

　屋敷の玄関前は、バスターミナルのような楕だ円えん形けいの広場だった。

　ハルはその隅っこに車を止めた。ほかにも数台の車がならんでいるのだが、高級ドイツ車もあれば古いアメリカ車、ハーフトラックまである。

　おかげで、ハルたちの日本車が浮いてしまうこともなかった。

　尚なお、すぐ前にでんとかまえる大きな洋館は三階建てで、横長の造りだ。

　イギリス貴族が好んで田舎に建てさせた『カントリーハウス』風の豪邸だった。小説や映画の舞台となる『古めかしい洋館』はおおむねこのタイプである。

「あの、先輩」

　好奇心を刺激されたのか、後部座席の羽純が訊たずねてきた。

「こちらは一体、どういう場所なんでしょう？　美術館とか、ですか？」

「いいや。単なる個人の邸宅。とあるおばあさん所有の物件」

「本当？　門からここへ来るまで、ずいぶん時間がかかったわよ？」

　羽純の隣で織姫が目を丸くした。ちなみに、この庭はたしか旧東京ドーム四個分の広さだ。アーシャが肩をすくめる。

「アメリカのお金持ちって、ときどき無駄に広い敷地に家を建てるんですよねー。で、庭にプールどころかゴルフ場まで造ったりして。まあ、その手の大金持ちの家としては、むしろひかえめな方です」

「ミス・エリックの家はたしか、先さき物もの取引でたっぷり稼いだんだっけ？」

「ええ。こっそり魔ま女じよの力を活いかして、翌年の小麦とか大豆の収穫量を予測したりで上う手まくやったようです」

「魔女？」

　アーシャとハルのおしゃべりを織姫が聞きとがめた。

「うん。いわゆる今風の魔マ女ギじゃなくて魔ま女じよ」

「今日はこの家の女主人、そして、そのお友達のおばあさん連合に会ってもらいます。彼女たちはみんな魔女──昔ながらの伝統的トラデイシヨナルなまじないを使ったり、魔法の薬を調合したりする……魔法使いのおばあさんたちです」

「研究機関《S.A.U.R.U.サウル》が活動をはじめて間もない頃、ブレーンとして魔術の知識を、出資者として活動資金を提供しくれた恩人たちだ」

「私たち《S.A.U.R.U.》のメンバーは『おばあさまグランマ』と呼んでいます」





　　　　　　　２






　アメリカ遠征も二日目となった。

　昨日、ハルたちはセイラム郊外の大邸宅を夕方頃に辞した。そのまま車でボストン市内のホテルに向かい、長旅で疲れた体を休めたのだ。

　二日目はのんびり観光でも楽しもうと、朝から海辺に繰り出した。

　ボストンはマサチューセッツ州の州都であり、英国植民地時代からの歴史ある港街。

　ハルたちはこの古都における観光の定番、ホエールウォッチングの船に乗りこんだ。二〇〇人以上が乗り込める大型の遊覧船だ。

「でも、昨日はちょっとびっくりしたわ」

　紙コップのアイスコーヒーを飲みながら、織おり姫ひめが愚ぐ痴ちる。

　さっき船内の売店で買った品だ。デッキに出ているのでクーラーの冷気はない。代わりに海上を吹きゆく風の涼しさが心地よく、波しぶきの燦きらめきがまぶしかった。

「みんな、やさしいおばあさんばかりだったけど、あそこの空気が独特すぎて……。もしかして、わたしたちを驚かすために何も言わないまま連れていったの？」

「ははははは、まあまあ」

「織姫さんと羽は純ずみさんのコミュ力なら事前情報なしでも乗り切れると思いまして。無難に話を合わせてくれて、さすがでした」

　仲間からの追及をハルは笑ってごまかし、アーシャはさらりと言った。

　ハルは昨日の『お茶会』を思い出した。




　壮年の男性執事に案内されて、一行は屋敷のティールームへ通された。

　なかでは七、八人の老婦人たちが楽しくおしゃべりしながら、紅茶やコーヒーをのんびりいただいていた。お茶のお供はマフィンにスコーン、クッキー、キドニーパイやラズベリーパイなど。ちなみに全すべて手作りだ。

「グランマのみなさま。こちらが東京新しん都とから来たマギ二名となります」

　織姫・羽純を手で示し、アーシャがさっそく紹介した。

「あらあら、そうでしたの」「遠いところから、わざわざねえ」「あら、あなたはまだお小さいのね」「美お味いしいお菓子があるのよ、いらっしゃい」

　にこにこと人のよい笑顔を、東京からの客人に向けてくれる。最年少の羽純はわざわざそばに呼んで、マフィンやスコーンを次々に振る舞おうとした。

　一方、通訳をするハルのことは完全に無視。

　竜りゆう弑ごろしの所持者として、春はる賀が晴はる臣おみの知名度は《S.A.U.R.U.サウル》内でぐんと上がった。

　しかし、グランマたちはそんな新情報に興味などない。予想どおり、何の反応も示さなかった。『東京から来た少女たちのお世話係』程度の認識なのだろう。

　マイペースでお茶とおしゃべりを楽しむグランマたち。

　やがて、東京新しん都との少女たちにあれこれと『魔女の心得』を語りはじめた。

「わたくしたち魔女はね」「必ず正体を隠さなければいけないの」「蛇を使うあなたたちは特に注意しないといけないわ」「無実の罪で殺されるのなんて、もうたくさん」「ええ、ふつうの人たちは時にドラゴンよりも恐ろしい悪魔になるのよ」

　温和な老婦人らしい、のんびりした口調でつぶやく人間不信論。

　ハルとアーシャがぼそぼそ通訳し、それを織おり姫ひめと羽は純ずみは微妙に困ったような愛想笑いと共に聞いていく。

　またグランマたちは竜族の猛威についても、

「蛇たちもマギの娘たちもがんばってはいるけれど」「それでもドラゴンにはねえ」「かなわないものねえ」「わたくしたちのような、昔ながらの魔女はね」「未来の流れを読み取ることができるの」「先行きは暗いわねえ」

　深刻な調子ではないが、ぶつぶつ明るさにとぼしい未来予言をする。

　このような内容をまったり茶飲み話として、延々と語るのである。織姫と羽純は愛想笑いを浮かべつつ、百回以上も相づちを打っていた。

　結局、正午から参加したお茶会は一六時過ぎにようやくお開きとなった。

　グランマたちがいつまでもおしゃべりを続けていたからだ。

　ちなみに、その間ハルは淡々と通訳に専念。アーシャもときどきハルを手伝う以外は、黙々とパイやマフィンを食べつづけていた……。




「リヴァイアサンと盟約する乙女が魔マ女ギなら、彼女たちは魔法使いのおばあさんです」

　ホエールウォッチングの遊覧船は順調に航行中だ。

　デッキで潮風を浴びながらアーシャは語り、ハルも補足する。

「《S.A.U.R.U.》の基盤になっている魔術の知識とかは、元をたどるとグランマたちが提供してくれたものばかりでね。その関係でとにかく発言力が強いんだ」

「もう二〇人くらいしかご存命ではないのですが、セイラムやブダペストといった街に集まって、ひっそりと暮らしています。魔女とリヴァイアサンの情報を一般公開しないのも彼女たちの意向です」

　ちなみに、グランマたちはなぜか魔女迫害の歴史を持つ街であえて隠いん棲せいしている。

　おそらく過去にあったあやまちを忘却させず、後輩の魔女たちにもしっかりと伝えるためだろう。だが──。

　アーシャはため息をそっとこぼした。

「特別な力を持つ者は、その事実を秘密とすべし。かつての悲劇と迫害を繰りかえさせないために。……まあ、そのやり方にもメリットがあるのはわかります。ただ、あまりに保守的すぎて、二一世紀にはそぐわない点も多々あるわけで……」

「ドラゴンの存在はもちろんだけど、あの人たちゲームとかやる世代じゃないしねえ」

　ぼやくハルを見て、織おり姫ひめが訊たずねた。

「ゲームと魔女って、何か関係あるの？」

「いやねえ。家庭用ゲーム機の普及にともなうＲＰＧ知識の拡散は、『魔法』ってものの一般社会への浸透を大きく躍進させたと思うんだよね」

「今じゃ世界中どこに行っても『ＭＰ』の用語は通用しますよ」

「疑ぎ似じ神格の使用回数について説明するとき、『マジックポイントが足らなくなる』って言うとすぐに理解してくれるんだ」

「昨今じゃ一三歳の魔女っ子が宅配便はじめても、あたたかく見守ってくれますし」

　不可解そうな織姫に、ハルとアーシャはここぞとばかりにまくし立てる。その言いぐさに良識家の日本人少女は苦笑し、それから、ふとつぶやいた。

「そういえば、羽は純ずみはどこにいるのかしら？」

　言われてハルも気づいた。デッキを見まわしても羽純の姿はない。

　最年少の中学生はおとなしく見えて、なかなかのしっかり者。だが、はじめての海外旅行でもある。不安になって、ハルたちは船室をのぞいてみた。

　羽純はすぐに見つかった。

　船自体が大型なので、船室も広い。バスケットボールがプレイできそうなほどだ。

　海の景色をゆっくり眺められるよう、左右の窓際にはソファがいくつも置かれている。そのひとつの前に羽純はいたのだが。

　ソファには、緋ひ色いろの和服をまとう童女がふんぞり返っていた。

　火ひ之の迦か具ぐ土つちである。いつのまにか実在化していたらしい。無駄にえらそうな元ドラゴンの女王へ、羽純は飲み物の紙コップを差し出していた。

「……お、オレンジジュース、買ってきました！」

「うむ、ご苦労。ほうびとして、妾わらわの隣にすわるのを許してやろう」

「は、はいっ。ええと、じゃあ、失礼しますね」

　遠慮しながら羽純もソファに腰かける。

　幼い和服姿が目立つせいで、まわりの乗客の注目を集めていた。しかし、火之迦具土は視線など気にもとめず、ストローでちゅるちゅるジュースを味わっている。この横柄さで羽純に買い出しを命じたのだろう。

　連れの少女と亡霊の方へ、ハルたちは歩みよった。

「あんたも結構楽しんでるみたいだな……」

「バカを言うな。妾はただくつろいでいるだけだ。そもそもだな」

　ハルが声をかけると、火ひ之の迦か具ぐ土つちは小こ馬ば鹿かにするような調子で答えた。

「これはわざわざ鯨くじらを眺めにいく船旅なのだろう？　だがな。おまえたちがいつも呼び出す小蛇どもの方が、よほど珍しい生き物ではないのか？」

「魔術で造った生き物の召喚と野生動物の観察じゃ、意味が全然ちがうよ」

「そういうものか。まあ、いにしえの人間どもは図ずう体たいの大きな畜生を『神の代だい替たい物ぶつ』として、やたらとありがたがっていたものだが」

「まあねえ。それこそ鯨だって、昔の日本人には『海の神』みたいなものだったよ」

　火之迦具土の言いぐさに、ハルはうなずいた。

　人類は古来、動物たちを神の使い、あるいは神そのものとして信仰してきた。

　今日でもヒンズー教では牛を聖なる獣として特別あつかいしている。獣を部族の祖先や守護神として崇あがめるトーテム信仰は世界中に存在した。日本の神社でも動物──鳥・サル・イノシシ・狼おおかみ・蛇などを神の使いとするところは多い。

　日本のクジラも捕食対象でありながら、同時に神聖な獣でもあったのだ。

「そういえば、前から気になっていたのですが」

　アーシャが口をはさんだ。

「以前、東京新しん都とに現れた真・玄げん武ぶ王おう……。あれはリヴァイアサンと類似の合成生物だと言ってましたよね？　ということは、私たちの『蛇』もあれと同じ〝女神の力〟にめざめる可能性はあるのですか？」

「なくはない──いや。むしろ『できるはずだ』と言うべきだな」

　答えてから、火之迦具土はストローに口をつけた。

　ひとしきりジュースで喉のどを潤うるおすと、空になった紙コップを隣へ放ほうり投げる。羽は純ずみがあわてて両手を広げて、さっと受け止めた。

「魔道の大家であったそろもんはな。もともと〝神の代替物〟であった生き物どもに錬成の魔術で手を加え、より図体を大きく、凶暴に造りかえて、〝まがいものの竜〟として新生させたのだ。結果、おまえたちの蛇どもが生まれた」

　素直な羽純を侍女よろしく脇に侍はべらせて、火之迦具土の機嫌はよさそうだった。

　そのせいか、以前は細かな言及を避けた事柄にもふれてくれた。

「ゆえに、蛇どもはもともと聖なる神としての貌かおを魂の内に秘める。あとは、それをふたたび目覚めさせることがかなえば──」

「具体的にはどうすれば？」

　アーシャの問いに対して、火之迦具土は『フッ』と冷笑した。

「小こ賢ざかしいことを訊きくな。そんな術すべなどない」

「ない!?」

「いつかも言ったが、偽りとはいえ神の系譜に連なる者だぞ。それを意のままに操ろうとは不ふ遜そんもいいところ。おまえたちは人間の分を守って、ただ真しん摯しに祈りを捧ささげるしかないのだ。蛇どもの内なる女神に届くことがあれば、慈悲のひとつでも授けてくれよう」

「…………」

「まあ、おまえたちのなかでそんな芸当をできそうな者は──」

　ここまで言って、火ひ之の迦か具ぐ土つちは不意に姿を消した。

　消え去る直前、隣の少女をちらりと見たのは、おそらく偶然ではないのだろう。羽は純ずみはずっと真剣な面持ちで、火之迦具土の話に聞き入っていた。

　──このとき英語のアナウンスが流れてきた。

「おっ、進行方向の左側にクジラが見えるってよ」

「本当ですか！」

　ハルの報告で羽純が目を輝かす。今いるソファはちょうど船の左さ舷げん側に位置していた。みんなで窓際に寄り、目を凝こらす。

　遊覧船の外に広がるのは、マサチューセッツ湾の青い波間。

　そして、海水のうねりに身をまかせている黒い巨体をハルたちは目撃した。体長はおそらく一四、五メートル。ちょうど標準的なリヴァイアサンと同じくらいだ。

　ザトウクジラだった。ボストン近海では最もポピュラーな種のクジラである。

「羽純！　外に出て、双眼鏡で見てみましょう！」

「うん、姉さま！」

　織おり姫ひめが興奮して声をかけると、従姉妹いとこの少女はすぐさま答えた。
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　ホエールウォッチングを終えて港にもどると、ちょうど昼時だった。

　晴はる臣おみがちらりと目配せしてきたので、アーシャは先頭に立って歩きはじめた。行き先は海鮮料理がおすすめのレストランである。そこでロブスターをメインとするランチを済ませて、午後の観光となった。

　ちなみにランチ終了後、晴臣とアーシャの間でささやかな議論が起きた。

「せっかくボストンにいるんだし、一度セイラムにもどるのはどうだろう？　ラヴクラフトの生きた禁酒法時代を偲しのんで、邪神名所を行脚あんぎやするツアー」

「いえいえ。せっかくボストンにいるんです」

　晴臣の主張に、アーシャは敢然と反論したものだ。

「鎖国中の幕末日本が生んだ大冒険家・ジョン万まん次じ郎ろう記念館を訪ねるのはどうでしょう？　車で行けば、すぐですよ」

「こほん。お願いだから、アメリカ初心者に配慮したツアーにして頂戴ね♪」

　結局は織姫に要請されて、ボストン市内を回ることになったのだが。

　──余談だが、ジョン万次郎こと中なか濱はま万次郎は一四歳のとき太平洋で遭難した。

　時は幕末の鎖国時代。遭難生活は一か月にもおよんだ。

　しかし、奇跡的にアメリカの捕鯨船に救出され、そのまま渡米。のちに一流の航海士兼冒険者へと成長して、万まん次じ郎ろうは日本へ帰国した。日頃から彼にシンパシーを感じているアーシャだが、後ろ髪を引かれることなく市内観光を楽しんだ。

　海辺のウォーターフロントから、にぎやかなダウンタウンへ。

　この界かい隈わいでは、近代的なビルのなかに一九世紀前半の面影を残す煉れん瓦が造づくりのビルが入り交じる。ボストンの定番観光スポットでもある繁華街だ。

　しばらく歩きまわったところで、織おり姫ひめと羽は純ずみはとある雑貨屋に目をつけた。

　おしゃれな、もしくは可愛かわいい小物をセンスよく棚にならべている。日本の魔女ふたりはそろって雑貨を眺め、笑顔であれこれ相談しはじめた。

「……私たちだけだと、絶対に立ちよらない店ですねえ」

「……仕事関係の掘り出し物が眠ってそうな埃ほこりまみれの店なら、常連だけどねえ」

　店の片隅にひっこんで、つぶやくアーシャと晴はる臣おみだった。

「社会科見学も終わったことですし、次はいよいよ旧マンハッタンですね」

「ドラゴンのお姫さまに対抗するための手がかりを探して、ドラゴン大王の巣へ乗りこんでアイテム探しか。もしかして、本末転倒？」

「大王自ら『もんすたーがあらわれた！』をやらないことだけ祈りましょう……」

　ふたりで潜入する旧マンハッタン租そ借しやく地ちは、紅あかきハンニバルのお膝ひざ元もと。

　とはいえ、アーシャの気分は軽やかだった。

　なんといってもルナがいない。あの雌め狐ぎつねのはしたない色仕掛けで晴臣がヘラヘラすることもなく、落ち着いて幼なじみとの関係再構築にチャレンジできる。

　まず、このアメリカ遠征の間にひとつ結果を出すべきだった。

　たとえば、そう。旅行が終わるまでの間に、晴臣にこう言わせるのだ。

『今まで気づかなかったけどアーシャ。君は本当に……きれいだ』とかなんとか。

　そのために勝負服でドレスアップするのもいいかもしれない。

　今はひとまず半袖のブラウスとミニスカートの組み合わせだが、よく愛用しているフライトジャケットはさすがに脱いでいる。アーシャは想像上の自分にファッションショーをさせて、検討しはじめた。

　プラン１。可か憐れんさを強調するフェミニンなひらひらワンピースなどはどうだろう？　そこに渋い黒の士官用コート（第二次大戦中のドイツ装甲師団風）を合わせる。

　プラン２。涼しげな白のブラウスに緑のショートパンツ。ここにグリーンベレーの象徴である制帽（もちろんベレー帽）と特殊部隊の肩章を添えて。

　プラン３。勝負となれば直球で。奇をてらわず軍用ライフルの傑作ＡＫ─47を──

「あれ？　何かが微妙にちがっているような……」

　ふとアーシャは首をかしげた。

　かわいい・きれい・フェミニンなファッションを考えようとしているのに、なぜかごついアイテムもいっしょに思い浮かぶ。なぜ？

「……ま、まちがいなく母さんの影響というか、幼少時の刷り込みのせいです！」

　思わず自問自答の結果を声に出してしまった。

　すると怪け訝げんに思ったのか、晴はる臣おみが声をかけてきた。

「どうかしたのかい、アーシャ？」

「あ、いえ。私のファッションセンスって母さんの影響をすくなからず受けていると気づきまして……。あの人、昔も今も軍の支給品みたいなものを必ず身につけるんですよね。軍用のコートとかジャケット、ブーツとか腕時計を」

「そういえば、そうかもねえ」

「あれ、本人に自覚はないんです。そういうのが使いやすいってだけの理由で選んでいるんですよ。で、娘の私にも子供の頃から似たような服をあてがった結果──」

「その癖がアーシャにも移ったわけか」

「そうなんです。まったく……ああいう無骨な人にファンクラブまであるなんて、世の中は本当に不可解なことばかりです」

「おばさんはほら、きれいなだけじゃなくて色っぽいというかさ」

「い、色っぽい!?」

「うん。そういう雰囲気が野郎どもの男心をくすぐるんだよ、たぶん。クールで男に媚こびるところが皆無なのに、そこはかとなく女らしくて、色っぽくて」

　と、遠くを見るような目つきで語る晴臣だった。微妙にうれしそうだ。

「もしかして今、母さんのことを思い浮かべましたか？」

「いやあ、ははは」

　晴臣はヘラヘラと笑ってごまかす。図星だったようだ。

　く──っ。アーシャはかつてないほどの悔しさを覚えた。母と自分は容姿の上では瓜うり二ふたつと言ってもいい。だというのに、いつも母の方が男どもの間では人気者なのだ！

　まあいい。目下の課題は幼なじみとの関係進展の方だ。

　アーシャがせき払いして、晴臣に話しかけようと口を開いたとき。

「先輩、すいません！　通訳をお願いしていいですか？」

「うん。すぐ行くよ」

　突然の要請にうなずいて、晴臣がそちらへ歩いていく。

　もちろん羽は純ずみからの呼び出しだった。見れば、手のひらサイズの箱型オルゴールを眺めていた彼女と織おり姫ひめのそばに黒人の男性店員がいて、早口の英語で話しかけている。

「この人、なんておっしゃっているんでしょう？」

「早口すぎて、全然聞き取れないのよね。さすがにギブアップだわ」

　羽純が首をかしげる隣で、織姫は肩をすくめている。

　コーヒースタンドで飲み物を買う程度のやりとりなら、文法など二の次で英単語を適当にならべていけば、意思の疎通は結構できてしまう。

　しかし、プエルトリコ訛なまりの早口英語にはさすがに通用しない。

　晴臣は日本人少女ふたりにあっさりと言う。

「観光地の店でよくあるアレ。『ちょっとまけるから買ってけ』ってやつ。今、一割引の値段だから、白しら坂さかが交渉してみたら？　この感じだと、もっと安くなる」

「えっ？　わたしが、ですか!?」

「大丈夫だよ。金額の交渉だけなら、なんとでもなるし」

　晴はる臣おみは携帯端末を取り出し、電卓のアプリを起動させた。

　そして、羽は純ずみが見て眺めていたオルゴール──その値札の価格を二割引にして入力。それを見て、飲み込みのいい助手兼後輩はパッと表情を輝かせた。

　羽純はすぐに自分の携帯端末を取り出した。

　電卓アプリ上で値札の半額を入力し、男性店員に見せる。すると彼はオーバーにかぶりを振って、半額から二割引に訂正。羽純は負けじと四割引に──。

　羽純の健闘ぶりを見守りつつ、晴臣はうしろに下がった。

　織おり姫ひめもくすっと微笑ほほえんで、これにならう。販売価格を巡る抗争は羽純と男性店員の一騎打ちになった。

（春はる賀がくんはあいかわらず、羽純に変なことを教えちゃうのね）

（いやいや。この手の経済戦争は地球上のあちこちで常に開催中だから。まあ、世界中にアラビア数字を広めた人たちはえらいって話だよね）

　織姫のささやき声に、晴臣が小声で答える。

　声が小さい分、ふたりは耳元でささやき合うようにしている。おかげで距離がだいぶ近い。ほとんど密着状態だ。アーシャはやきもきした。













　あれではまるで、仲なか睦むつまじいカップルか夫婦のようではないか！

　しかも、ふたりともそのことを自覚したらしい。晴はる臣おみも織おり姫ひめも急に落ち着かなくなり、そわそわしながら、照れくさそうに互いの顔をちらちら見つめる。

　見ているだけで甘酸っぱくて、こそばゆい──。

　アーシャは愕がく然ぜんとした。

「こ、これはいわゆる友達以上、カップル未満のラブコメ状態？　羽は純ずみさんもなんだかんだで晴臣になついていて、晴臣も甘やかしてばかりだし……！」

　声にならないつぶやきで口のなかをもごもごさせる。

　もしかして、このまま状況が推移していくと、ルナの不在はかえってこちらの関係を進展させてしまうのでは……？

　早急になんとかしなければ。心に誓うアーシャだった。




「というわけで、何か手はありませんかね!?」

『アンタ、そんなことをいきなり相談されても、何も出せないわよ。アタシはドラ●もんじゃないんだから』

　その夜、アーシャがかけた国際電話の相手はＭ部長だった。

　だが、体型的には国民的ネコ型ロボットに通じる要素があるものの、推定体重一四〇キロの部長はにべもなく言う。

『いよいよゲームオーバーの時間が近いってことかしらねえ』

「そんな!?」

　ちなみに、今はボストン市内のホテルにいる。個室だった。

　昨日も同じ部屋に泊まったのだが、明日の朝、引き払う予定だ。いよいよロングアイランド半島のニューヨーク市に乗りこみ、旧マンハッタンへの潜入準備に取りかかる。

『この間も言ったでしょ？　そろそろリセットボタンを押さないと取り返しがつかなくなるって。アンタの持ち点はゼロのまま積み上げがないんだから』

「そこで部長に相談ですけど、例のスキルってやつで魔法みたいにパパッと──」

『どうにかできるわけないわよ、アホタレ』

「ううううっ」

『大体、魔法とかはアンタの専門じゃないの？　アンタたちもあやしげで胡う散さんくさい能力がいろいろあるんでしょう？』

「な、謎の超能力者にあやしげとか言われたくないですっ」

『まあまあ。いっそ魔女の惚ほれ薬とか作って、春はる賀がに一服盛っちゃえば？』

「惚れ薬って……。そんな都合のいい魔術はありません。私の知っている術でできそうなことといえば──いえば──」

　アーシャはハッとした。いくつかの考えが頭のなかでうずまく。

　母ユリアと自分の基本スペックは客観的に見て、かなり似ている。容姿はほぼ瓜うり二ふたつだし、ミリタリー式の思考やスパルタンな行動パターンだって姉妹品のようなものだ。

　だというのに、母だけが男どもにもてはやされる。

　つまり、母にあって自分にない何かを己おのれに付加エンチヤントできれば──！

『どうやら、何かをつかんだようね……』

「はい。ここは背水の陣を敷く覚悟で、いっちょ仕掛けてみます！」

　電話を切ったあと、アーシャは洗面所に向かった。

　重要なことは自己暗示と、それに全身全霊で乗ろうとする開き直りだった。鏡に映る自分の顔を見つめて、魔力を解き放つ──。
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『今のところ東京は平和そのものよ、ハリー』

「そりゃあよかった」

『ゴタゴタ続きだった夏前がウソみたいに静かね』

　ホテルの自室でノートＰＣを広げ、ハルはビデオチャットをしていた。

　相手は東京新しん都とに残ったルナ・フランソワ。最近、魔女たちと共にホームグラウンドを離れがちだが、その間に問題が生じていないのはよろこばしい。

「雪ゆき風かぜの姫様がこのまま旧東京で隠居してくれても、何も文句はないんだけどねえ」

　しかし、そんな可能性は皆無だろう。ハルは肩をすくめた。

　矢のようにまっすぐな気性の白き竜りゆう王おう、雪風の姫。

　彼女は今、きっと雄ライオンのように怠たい惰だな日々を過ごしているのだろう。しかし、ある日いきなり気まぐれを起こすのだ。そろそろ中断していた征服活動を再開してみよう、ついでに春はる賀が晴はる臣おみと遊んでみようなどと。

「で、ぴゅんと僕たちや東京に襲いかかってくるわけだ」

『力をためこんでいる分、そのときの襲撃はさぞ激しくなるでしょうね』

「今、割と適当に当てずっぽうを言ったけど、本当にそうなりそうだから困るよ。……ところでルナ。その格好は一体どうしたんだい？」

『わかってるくせに。もちろん、ハリーに見せるためよ♪』

　液晶画面のなかでルナ・フランソワが微笑ほほえむ。

　ハルとの通信がはじまった直後、彼女はわざわざ着替えにいったのだ。

　今、身にまとうのは白地に赤の模様が入ったワンピースだった。

　体にぴっちりと貼りつくデザインでノースリーブ。しかもミニスカだ。胸元は楕だ円えん形けいに開いていて、ばっちり谷間が見えるセクシーさ。

　そして、生地には青いアルファベットで企業のロゴが書かれている……。

　ハルは日本でも有名な米国製ビールを思い浮かべた。販促イベントのキャンペーンガールに開放的なコスチュームを着せることで有名だ。

『ハリーは男の子だし、日本のメーカーよりアメリカのバドワイザーが好きよね？』

「び、ビールの銘柄はよくわからないよっ。僕は未成年だから！」

『とか言うくせに、すごく真剣な目つきをしてくれるのね。ふふっ、うれしい。このバ●ガールの衣装、ハリーをよろこばせるために用意したのよ！』

　ルナ・フランソワはわざわざウェブカメラの前で、前かがみになってくれる。

　胸の谷間が大写しになり、ハルは大いにたじろいだ。

　むっつりすけべを日頃から公言する春はる賀が晴はる臣おみ。しかし、ルナのサービス精神の前では〝むっつり〟の部分を返上したくなる。それくらい彼女は大胆で、魅力的なのだ。

『そうそう。実は今日、ニューヨーク州軍から連絡があったの』

「州軍から？」

『ええ。《W.o.t.Cウイツチーズ》の責任者がよかったら今度、話をしないかですって』

「……それ、何だっけ？　初めて聞いたかも」

『正式名称は東海岸の魔女たちWitches of the Coast。略して《W.o.t.Cウイツチーズ》よ。一年前に発足した、ニューヨーク州をはじめとする東海岸各州の州軍に所属する魔女だけの空戦部隊』

「へえ。そんなのができてたんだ」

『余裕があれば向こうのオフィスへ遊びに行くのもいいかもだけど、ま、その辺は本来の目的を果たしたあとの話よね』

　その夜のビデオチャットはこれでお開きとなった。毎晩、東京のルナ・フランソワと定時連絡をする約束なのだ（時差があるので、ルナにとっては朝のイベントだが）。

　明日はニューヨークへの移動日。遠征はいよいよ本番を迎えつつあった。




　そして翌朝。

　ハルはホテルのロビーで織おり姫ひめ・羽は純ずみと落ち合い、朝食のビュッフェに向かった。

「あの、アーシャさんはどうしたんでしょう？」

「寝坊しているみたいだな。珍しい」

「逆に早起きしていて、先に朝ごはんを食べてるのかもしれないわよ？」

　アーシャがいつまでも現れないので、三人だけでレストランへ。

　新鮮野菜を使ったフレッシュサラダにハム、ベーコン、オムレツやスクランブルエッグ、トーストやクロワッサンなどを思い思いに選んで、席に着く。

　ハルたちが食べはじめた五分後、遅れてアーシャがやってきた。

「すいません。すこし寝坊してしまいました」

　ふふっと微笑ほほえんで、隣に腰をおろす幼なじみ。ハルは「ん？」と首をかしげた。違和感を覚えたのだ。まじまじとアーシャを見つめて、そして気づいた。

「……それ、やっぱり二度目の朝ごはん？」

「いいえ。今朝はまだ何もいただいていませんよ。どうしてですか？」

「いや、ずいぶんと量がすくないからさ」

　アーシャがトレイに乗せて、席に持ってきた朝食。

　エッグサンド一皿、ヨーグルト一個、カフェオレ一杯。以上だった。いつもなら、この四倍の量を持ってきて完食。余裕で二度目の朝食に取りかかるというのに。

「一体どうしたの、アーシャさん!?」

「た、体調でも悪いんですか!?　わたし、おなかの薬とか持ってますよ！」

　いぶかしむハル同様、織おり姫ひめと羽は純ずみも心配している。

　しかし、アーシャは涼しげに微笑ほほえんで、やんわりと受けながした。

「まったく何も問題ないですよ。今朝の私は完璧な健康体です。だから羽純さん、お気持ちだけ受け取っておきますね」

　本当にどうしたのだろう、アーシャは？

　しかし、ハルはその疑問を一時棚上げしなくてはならなかった。

　向かい側の席にすわるスーツ姿の白人男性。彼がニューヨーク・タイムズを広げて読んでいたので、その一面が自然と目に飛び込んできたのである。

「……何か起きたのか？」

　一面の見出しがハルの注意を喚起した。いきなりこう書かれていたのだ。

『THE RED-DRAGON HANNIBAL RUNS FOR GOVERNOR OF NEW YORK！』

　紅あかきハンニバル、ニューヨーク州知事に立候補──と。

　地球上で最も有名かつ強大なドラゴン。その名が『紅きハンニバル』である。旧マンハッタン租そ借しやく地ちを支配する竜王級カエサル・ドラコーニスだった。

　そう。雪ゆき風かぜの姫と同じく、彼は竜りゆう王おうの高みにいる怪物なのだ。

　いやな予感にせき立てられて、ハルは携帯端末でネットをチェックした。

　閲覧するのはウェブ版のニューヨーク・タイムズ。そこに書かれていた事件はハルたちを驚嘆させるに足る内容だった。





【第三章　ニューヨーク・ニューヨーク】
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　ドラゴンたちは月面と衛星軌道より飛来し、地上を蹂じゆう躙りんする。

　これを可及的速すみやかに察知するための防空システムは、実のところ魔女とリヴァイアサンよりも重要な人類のライフラインである。各国の偵察衛星、レーダー網、偵察機などが超高高度から低高度までの空をあまねく見張る。

　探知した経空脅威の情報は通信ネットワークによって、世界規模で共有される。該当地域に警報が発令されたあとは、迎撃戦力の出撃となる。

「ぼくたちにとってはありがたいことに、ラプトルたちはたいてい空でもたつくんだよね。地球の大気に順応するまで、すこし時間がかかるみたい」

　クリスティン・ハルクは目の前の後輩に語りかけた。

　はきはきした口調である。ニューヨーク州出身で一八歳。そして魔女。男の子のような口を利くが、れっきとした少女なのだ。

　長い金髪をすっきりとポニーテールにまとめている。

　ハイスクールではチアリーダーを務めるだけあって、スタイルもいい。

　尚なお、後輩はフライトシミュレーターの操縦席にすわっている。クリスティンはそのすぐうしろに立っていた。

「あいつらはそのままボーッと渡り鳥みたいに一、二時間くらい空を飛びまわるの。それからおもむろに攻撃衝動を爆発させて、手近な都市をめざす」

「……都市だけ？」

　後輩の魔女、マリー・テーズの質問だった。

　一一歳。コネチカット州出身。まだ小学生である。マリーは一か月前にパートナーと盟約を交わしたばかりのニューフェイスだった。

　はきはきしたクリスティンに比べると、無表情で言葉数もすくない。

「だけじゃないけど、人口と建造物が多いエリアを狙ねらう傾向はかなり強いよ」

「ふうん」

「ラプトルの連中がもたついている間に、近在の空軍基地から航空部隊をスクランブルできれば、イージーに片づくことは多いかな。この基地に配備されてる旧式のＦ─16だって、全然余裕で蹴け散ちらしちゃう」

「……これ、やっぱり旧式なんだ」

　タッチパネル液晶が全盛の現代。しかし、正面のコンソールには古式ゆかしい『数字と針と目盛り』式のメーターが約三〇個ほど所狭しとならんでいる。

　旧型の有人戦闘機、Ｆ─16のコクピットを再現したシミュレーターなのだ。

「大丈夫だよ。古くてもいまだに世界中で稼働してるから。新型を生産するより、骨こつ董とう品ひんみたいな旧型のカスタム機を造る方が遥はるかに安上がりでいいらしいよ」

「……そうなの？」

「うん。すこし飛ばすだけでン万ドルかかる最新鋭機よりローコストの旧型を大量生産。最近の軍隊はコストパフォーマンス重視なんだって。出撃回数、多いしね」

　イーストファーム空軍州兵基地。それがふたりの居場所だった。

　ニューヨーク州の州都オールバニーから見て、南東一五キロの位置にある。

　州兵とは米軍の予備部隊であり、平時の彼らは一般人として生活している。が、緊急時には州知事の指揮下に入り、災害救助や警備活動、さらには戦闘任務にも従事する。

　ふたりは基地内のトレーニングセンターにいた。

「ドラゴンは火を吐くけど、空対空ミサイルと比べれば射程距離はゼロみたいなものだし。何十キロも先から撃ちまくっていけば、射撃場で的を撃つノリで全然イケる」

　深夜〇時。小学生のマリーにはふさわしくない時刻だった。

　だが、これは新メンバーへの講習なのだ。クリスティンはかまわず話し続けた。

　シミュレーターの三六〇度スクリーンは空戦の模様を表示していた。コクピットにすわるのはマリーだが、彼女が操縦しているわけではない。このシミュレーターで前に行われたラプトル二〇匹との仮想戦闘をプレイバックしているのだ。

　自動追尾サイドワインダー式の近距離ミサイルで、小型の翼竜たちは次々と撃墜されていく。

「ただね」

　クリスティンは肩をすくめた。スクリーンのなかではいつのまにかラプトルとの距離が詰まり、有視界戦闘──近距離戦がはじまっていた。

　この機体に群がり、襲いかかろうとするラプトルは一〇匹ほど。

　はじめは急旋回・空中停止・急加速などの高機動を繰り返して、思わぬ角度から襲来するラプトルたちをやりすごしていた。だが、ふと気づけば機体はラプトルの体当たりで吹っ飛ばされ、その隙すきに群がってきた連中の爪つめと牙きばで引き裂かれていく──。

　クリスティンはつぶやいた。

「格闘戦ドツグフアイトの距離まで接近されたら、いきなり難易度が上がる。結局、あいつら獣だから。機敏さとか反応速度じゃ、どうしたってかなわないよ。遠隔操作の無人攻撃機はもちろん、有人戦闘機でもそこは乗り越えられない壁」

「…………」

「あと、ラプトルどもは地上をめざしているわけでしょ？　連中が市街に到達したら、飛行部隊の出番は基本的に終わり。こういう飛行機って低空戦闘が苦手なんだよね。まあ、市街で暴れるラプトルに対地ミサイル撃ってもいいけど」

「それ、はずれたら私たちの手で街を壊すことに……」

「うん。本末転倒になっちゃう。かといって戦車だの榴りゆう弾だん砲でラプトルを撃ち落とすのもむずかしい。というわけで、ぼくたちの『蛇サーペント』の出番になる」

「つまり、空軍が討ちもらした竜の後始末……」

「そういうこと。まあ、はっきり言ってラプトルが相手なら、空でも地上でもほとんど負けるはずないよ。運悪く上位種が出てこなけりゃね」

「ああ、研修で言ってたやつ……」

「おまけに、上位種は召喚魔術でラプトルの群れも呼ぶんだけどさ。そのときは魔力で守られているからか、さっき言った『大気に順応するまでの朦もう朧ろう状態』も起きないの。ラプトルの連中、速攻でぼくたちの『蛇』に襲いかかってくるんだ！」

「……クリーチャーのくせに召喚酔いサモニング・シツクネスがない。ずるい」

「あははは」

　ゲーマーだというマリーの反応にクリスティンは苦笑した。

「上位種が出たときは特級認定マスタークラスの魔女を拝み倒して戦ってもらうか、ぼくたちみたいに連携重視のチームを組むか、どちらかしかない。そんなわけだから、新メンバーには期待してるよ～」

　東海岸各州の州軍に所属する魔女から適格者を選抜し、チームとする。

　それがユニット名《W.o.t.Cウイツチーズ》のコンセプトである。メンバーは新加入のマリーも加えて四名、クリスティンはそのリーダーだった。

「特級魔女マスターマギを集める計画もあったらしいけど、頭のネジが飛んだ女ばかりだからさ。結局チームとしての効率を求めて、今の形に落ち着いたんだって」

「……クリスはマスタージェダイじゃないの？」

「ないよ。ぼく、ちゃんと常識もチームワークもある方だもん。あ、でも、さっき夕方のミーティングで聞いたな。今、日本にも魔女のチームができていて、そこには撃墜王クラスの特級魔女マスターマギがふたりもいるって」

　クリスティンは携帯端末を取り出し、昼間もらった資料を表示した。

　北米最強の悪徳魔女ルナ・フランソワ・グレゴリーと、欧州の大喰らいビツグイーターとも呼ばれたアナスタシア・ルバシヴィリを擁するチーム。

　そして、このツートップを実力で服従させている日本人少年。

　クリスティンは春はる賀が晴はる臣おみのデータを端末の液晶に呼び出した。世界各地をトレジャーハンターとして渡り歩くうちに『竜弑しの魔法ドラゴンスレイヤー』を発見したらしい。

　すでに何体ものドラゴン上位種を倒し、竜王級との戦闘経験まであるという。

　うわさの人物・春賀晴臣の画像は眠そうな目でこちらを見ていた。

「こいつが日本チームの黒幕」

「……結構かわいい。ゴブリンとかグレムリンみたい」

「どっちもモンスターじゃなかった？　ぼく、ＲＰＧはくわしくなくて」

「……ちょっとちがう。妖精とモンスターの中間くらい」

「そうなんだ。ま、いいや。とりあえず彼、テンションもコミュ力も低そうだよね。でも、たしかに興味はわいてくるかな……？」

　ハイスクールにも州軍にもいないタイプ。そこが新鮮で、クリスティンはまだ見ぬ日本人少年に漠然と親近感を覚えた。今、東海岸に来ているらしいから、機会があれば話をするのもいいかもしれない──などと思ったとき。

　基地の各所に設置されたスピーカーが警報をかき鳴らしはじめた。

「……これって私たちの出番？」

「わからない。でもスタンバイしないと。ついてきて！」

　マリーに指示してから、率先して歩き出す。

　さらに携帯端末で電話。呼び出すのは米空軍から派遣されたニューヨーク州知事付の軍事顧問、クリスティンらの上官のひとりだった。




　ドラゴンの到来をいち早く察知するための防空システム。

　とはいえ、これが存在理由を失う可能性も残念ながらありうる。

　その事例がこの夜、ニューヨーク州で発生した。旧マンハッタン租そ借しやく地ちに君臨するドラゴン王が唐突に高速飛行をはじめたからだ。

　紅あかきハンニバルの目的地は州都オールバニー上空だった。

　旧マンハッタンから、ここまではわずか二〇〇キロ程度の旅。

　移動に要した時間は二〇分もなかったという。彼はオールバニー上空にさしかかると速度を落とし、ゆっくりと降下をはじめた。

　州都とはいえ、オールバニーは小規模な都市である。

　周辺には山林をはじめとする自然が多く、ハイキングやカヌーを楽しむこともできる。人口も一〇万に満たない。そして深夜である。

　ゆえに、竜りゆう王おうの降臨を目撃した市民はすくなかった。

　が、彼らは例外なく骨まで震えるほどの恐怖を味わった。

　同じ頃、東海岸各地の空軍基地はようやく『紅きハンニバル警戒』のために始動しはじめたばかりだった。

　また、ニューヨーク州知事は緊急事態の報を受け、州庁舎へ向かう途中だった。

　当のハンニバルは深夜という時間帯も下界の人間どもも気にとめず、悠々と州議事堂の前に着地して、高らかに吠ほえた。

　オオオオオォォォォオオオオォォォォオオオオオオオオオッ！

　紅きドラゴン王の獣じみた咆ほう哮こう。

　その雄々しい轟ごう音おんはオールバニー市の隅々にまで響きわたった。

　すでに安眠していた者はこの音でたたき起こされ、そうでなかった者たちは恐怖と戦せん慄りつで凍りついた。心臓に疾患をかかえた人々などはこのショックに耐えきれず、胸を押さえて悶もん絶ぜつした。昏こん睡すいする者までいたという。

　そして、咆哮の次は理性的な声の出番だった。













　ハンニバルはあの驚くべきゆたかなバリトンで、朗々と語りはじめたのだ。

「さて、市民諸君。ならびに州民諸君。君たちにひとつ提案を行いたい」

　さっきの咆ほう哮こうと同じく、全市民が竜りゆう王おうの肉声を聞いたという。

　住民の耳元へスピーチを送りとどけたのは、声に宿る竜王の魔力であった。

「メディアの諸君はもっと余に近づけ。特別に許す。だが、代わりに使命を授けよう。これより語る余の言葉を細大もらさず書きとめ、広く民に知らしめよ」

　なんとハンニバルは居合わせた報道陣にも配慮を見せた。取材のため議事堂近くにいた新聞社・テレビ局のスタッフが数台のバンで駆けつけたのである。

　竜王降臨という一大イベントに功名心と出来心を刺激された結果の無謀だった。

　彼らが向けるカメラ、マイクの前でハンニバルは語る。

「余がマンハッタンの地を住まいとしてから、二〇年の歳月が過ぎた。これは諸君ら人類が成人年齢に達する年月と同じであるとも聞く。また、然しかるべき見識を持つ成人に被選挙権をあたえるべきだという理念が諸君らの発明たる民主主義デモクラシーの真髄だとも」

　威風堂々にして、明めい晰せきな口調のスピーチ。

　下手な人間より遥はるかに冗舌である。使う英語も流りゆう暢ちようだった。

　旧マンハッタンの支配者ハンニバル。彼は人類に最も身近な竜りゆう王おうというだけでなく、ドラゴン族を代表するスポークスマンでもあるのだ。

「そして、この州の統治者を民主的に決める選挙戦とやらが近々実施されるそうだな。そこで諸君らに要請したい。──余もその戦いに参加させよ、と」

　ハンニバルが口にする、竜族らしからぬボキャブラリーの数々。

　そして、その内容が聴衆の驚きよう愕がくをさらに大きなものにふくらませていく。

「余はこの国で……否いな、この地上で最強の為政者となるであろう。州民諸君にはその庇ひ護ご下に入る幸運を進呈したい。重ねて言う。君たちは余の立候補を認めるべきだ」

　竜りゆう王おうの玉音を聞く者のなかには軍関係者も交ざっていた。

　オールバニーから一五キロの近さにあるイーストファーム空軍州兵基地より出撃した、捜索救難用のヘリが三機。そのうちの一機にふたりの魔女も搭乗していた。

　クリスティン・ハルクとマリー・テーズ。

　しかし、チーム《W.o.t.Cウイツチーズ》所属の二名はパートナーを呼ぶこともできぬまま、竜王の雄姿に見入っていた。

　上位種すら凌りよう駕がする最大の敵、紅あかきハンニバル。

　竜王の体より放たれる圧倒的な魔力と存在感がクリスティンとマリーを凍りつかせたのである。実際、彼女たちの『蛇サーペント』では時間稼ぎすらできない。

「今こ宵よいはここまでとしておこう。余は諸君らの前に近々また現れる。そのときまでに返答を用意しておくといい。人類諸君、君たちの民主的な選択に期待する！」

　このメッセージが最後だった。

　言い放ったあと、ハンニバルは長大な翼を広げて飛び立った。

　空へ──ふたたび根ね城じろである旧マンハッタン租そ借しやく地ちへ帰還するために。彼の飛行を邪魔する者は何者もいなかった。

　以上が八月七日の午前零時に発生した『ハンニバルが来たHannibal Comes！』の顛てん末まつであった。
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　ドラゴン帰還の前、ニューヨーク市は五つの行政区に分かれていた。

　ブルックリン、クイーンズ、ブロンクス、スタテンアイランド、マンハッタン。

　だが二〇年前、マンハッタン区が竜族租借地に指定された。

　ニューヨーク市の『顔』というべき地域である。ウォール街、セントラルパーク、ロックフェラー・センター、タイムズスクエア……。数々の有名スポットを擁するマンハッタンは竜族の治める地となり、竜王ハンニバルの城下町と化した。

　だが、旧マンハッタン以外の四区はいまだ『ニューヨーク市』として健在である。

　八月七日、午後二時。ハルたちはブルックリン区のベッドフォードにいた。より細かく言うと、《S.A.U.R.U.サウル》ニューヨーク支部に隣接する駐車場だ。

「今年、アメリカは中間選挙の真っ最中なんだ」

「中間選挙って何ですか？」

　こちらで新たに借りたミニバンを縦列駐車させつつ語るハルへ、後部座席にすわる羽は純ずみが訊たずねた。すると、後輩の隣で織おり姫ひめがつぶやく。

「たしか、その結果でアメリカ大統領の支持率がわかる……みたいな選挙よね？」

「うん。大体そんな感じ」

　アメリカ合衆国大統領の任期は四年。

　うち二年が経過した時点で行われるため、中間選挙と呼ばれる。

　対象となる公職者はさまざまだ。上院議員の一部、下院議員、任期の終わる州知事や市長など。それらの選挙をひっくるめて中間選挙と呼ぶ。

　民主党・共和党のアメリカ二大政党──。

　この二党から現職大統領と党を同じくする議員・知事らがどれだけ現れるか。そこがポイントだ。もし数の減少があれば、それは大統領の影響力低下を意味する。

　ここニューヨーク州でも、一一月に州知事選が行われる。

「もしかして、ハンニバルも新聞読んでたりするのかな？」

　冗談半分、本気半分でつぶやきながら、ハルは車から降りた。

　──ボストンを飛行機で発たったのは、今日の午前中。

　国際都市ニューヨークの玄関口、ジョン・Ｆ・ケネディ空港には一時間のフライトで到着した。その後、三人はアーシャと別れ、装備の買い出しに出かけたのだ。ハンニバルの住すみ処か・旧マンハッタン潜入行にそなえて──。

　ハルは車のトランクを開け、買った荷物を降ろしていく。

　量が多いので、ダンボール箱三つに分けて、収納してある。手伝いに来てくれた織姫と羽は純ずみへ、ハルは言った。

「実はハンニバルって、ちょくちょく租そ借しやく地ちを出ているんだ」

「「ええっ!?」」

「特に地上を襲ったりもせず、あちこち飛びまわるだけの外出だけどね。縄張りを巡回するノリで、旧マンハッタンのあるニューヨーク州と近隣の州をふらふらするんだよ」

　目を丸くする女子ふたりへ、さらに語る。

「この辺の人たちは彼の徘はい徊かい行為を『ハンニバルが来た！』とか呼んで、イベントあつかいしているよ。記念の割引セールをはじめるデパートやショッピングモールも多いし」

「み、みなさん怖くないんですか？」

「雪ゆき風かぜのお姫さまと同じ、ドラゴンの王様なのに……」

　ハルと共にダンボール箱を運びながら、羽純も織姫も驚いている。

　みんなで《S.A.U.R.U.サウル》ニューヨーク支部に向かう。五階建てのビルで、この建物の全すべてが組織の施設なのだ。三人は裏口からビルに入った。

　一九八〇年代に建てられた年代物で、掃除も行き届いていない。

　しかし、この埃ほこりっぽさと散らかりっぷりはハルの故郷のようなものだ。

「怖いけど追い払えないしね。仕方がないから、みんなで茶ちや化かして恐怖をまぎらわせているんだよ。あと、ハンニバルはもう長いこと人間の都市を攻撃してないから。次も、その次もきっとそうだろうって慣れがよくも悪くもあるんだと思う」

　竜りゆう王おう級のドラゴンたちが積極的に人間社会を襲わない理由。

　今のハルにはわかる。彼らは只ただの人間にはたいして興味がないのだ。だから、積極的に人類へ害を加えない。だが思い入れもまったくないので、きっかけがあれば害虫駆除と同じ感覚で人類を虐ぎやく殺さつできるはずだった。

　しかし今回、ハンニバルは唐突に『民主主義』などと言い出した……。

「ところで十じゆう條じよう地じ。アーシャのあれ、どう思う？」

「あれって食欲不振のこと？」

　織おり姫ひめに訊きき返されて、ハルは「うん」とうなずいた。

　ボストンからニューヨーク市までのフライトのあと、ハルたちはジョン・Ｆ・ケネディ空港のカフェでランチを済ませたのだが。

　小食だった朝に続いて、このときもアーシャはベーグル一個しか食べなかった！

　羽は純ずみが首をかしげつつ言う。

「やっぱり、風邪とかで体調を崩しているんじゃないでしょうか？」

「アーシャの場合、そういうときは『消化にいいものを』って大おお鍋なべ一杯のおかゆを食べたりするんだ。ちがう理由だと思うなあ」

　雑談する間も三人は階段を降り、地下へやってきた。

　地下の備品倉庫に荷物のダンボールを置かせてもらうためだ。尚なお、アーシャは先にこのビルへ来ているはずだった。ハンニバルの件で特級魔女としての意見を求められ、ニューヨーク支部のミーティングに参加中なのだ。

　備品倉庫にはすでに先客がいた。

「ようハル。おまえとは一年ぶりくらいか？」

「うん。大体そんなものだと思う」

　声をかけてきたのは、白人の中年男性。この支部でもう三年ほど事務員を務めており、あのＭ部長にも負けない体格だ。たっぷり太ったビッグサイズである。

　ハルもアーシャもこの支部は初めてではない。彼とも顔見知りだ。

「ところで、いくつか分けて欲しいものがあるんだけど」

「アーシャから聞いている。ちょうど今、準備していたところだ」

　彼が棚から引っぱり出していたのは、ケブラー繊維製のロープだった。

　さすが幼なじみ。今回のミッションで必要かつ、《S.A.U.R.U.サウル》に頼む方が手っとり早く調達できる品を熟知している。根回しをしてくれたらしい。

「旧マンハッタンの廃はい墟きよマップも最新版が欲しいな。できれば一か月以内のやつ」

「まかせろ。その他もろもろといっしょに手配済みだよ」

　二〇世紀が終わるまで、《S.A.U.R.U.》ニューヨーク支部はマンハッタン区にあった。

　ここに乗り込み、ソロモン王ゆかりの古こ文もん書じよをゲットすることが目的だ。任務達成のために必要なフォローを彼もアーシャも察しよく行ってくれる。やはり専門はちがっても同じ業界にいる者同士、話が早くて助かる。

　ありがたく思うハルへ、彼は笑いかけてきた。

「おまえも結構たいへんだって、うわさが流れてきてるぜ。こんなことでよければいくらでも手伝ってやるから、上う手まいことやってくれ」

　ハルにくっついてきた織おり姫ひめ・羽は純ずみをちらりと見てから、彼は親指をぐっと立てた。

　竜りゆう弑ごろしのルーンと春はる賀が晴はる臣おみにまつわる情報、《S.A.U.R.U.サウル》内部で順調に広まっているらしい。ハルは苦笑した。ユリアおばさんがわざわざ東京に来てくれたのも、たぶん彼と同じ理由なのだろう。

「助かるよ。ありがとう」

「おう。この恩は出世払いで倍返ししてくれ。それとアーシャな」

　彼はいきなり怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「あいつ、どうかしたのか？　さっき話をしたとき、俺はドーナツ一ダースをおやつに喰くってたんだけどよ。アーシャのやつ、一言も『分けてくれ』って言わなかったんだぜ！」

「「「…………」」」

　眉をひそめるハルの横で、織姫と羽純が心配そうな顔をしている。

　上手く英語を聞き取れないなりに『アーシャが変だ』という大意をつかんだのだろう。それにしても、幼なじみに何が起きているのだろうか？

「ちょっと様子を見にいこうか」

　荷物を置いたあと、ハルたちはエレベーターで五階に上がった。

　奥の会議室へ向かい、軽くノックしてからドアを開ける。楕だ円えん形けいのテーブルを三人のニューヨーク支部員がかこんでいる。そこにアーシャもいたのだが。

「なあアーシャ。たしかに去年、この支部に常備しておいた缶詰と即席ヌードルを君に食い尽くされて、俺たちは厳重な抗議を行った……」

「だからといって、ここにあるスナックを食べるなとは言わない」

「というより、君の体調が心配だから好きなだけ喰ってくれ。足りなかったら買い出しに行くこともできる。遠慮するな！」

　男性ニューヨーク支部員が三人そろって、銀髪の少女へ訴えている。

　見れば、テーブルのまんなかにポテトチップスが三袋あった。基本の塩味、アメリカでは定番のサルサ味、新風のテリヤキ味。ほかにもサラミ風味、オニオンリング風味、チェダーチーズ風味のスナックもそろい踏みだ。

　いずれも塩分と油分が過剰気味のジャンクフード。

　アーシャはこういうお菓子もきらいではないはず。だというのに。

「ふふふ。お気持ちだけ、受け取っておきます。でも大丈夫、今はおなかがすいていないんです。また今度、頂戴しますね」

　しっとりと微笑ほほえんで、アーシャは申し出を断っていた！

　ハルは愕がく然ぜんとした。幼なじみはたしかにこう言った。『今はおなかがすいていない』と。幻聴ではない。現実だった。そんなバカな！

　思わずアーシャを凝視してしまう。

　これほど真剣に彼女を見つめたのは、生まれて初めてかもしれない。

　裏も表も知り尽くしていると思っていたアナスタシア・ルバシヴィリに、まさかハルでさえ知らない一面があったというのか──？

　直後、ハルの視線に気づいて、アーシャが振り返った。

　くすっと微笑ほほえみかけてくる。一瞬、その笑顔が不思議なほど艶つやっぽく見えて、ハルの胸がどきりと高鳴った。本当にどうしてしまったのだろう、アーシャは？




「明日はマンハッタンに乗りこむっていうのに、アーシャのやつには困ったよ……」

「でも春はる賀がくん。体調は本当に悪くないようだし、心配しすぎじゃないかしら？　むしろアーシャさん、いつもより元気そうよ」

　ニューヨーク入りした夜、ハルはめったにやらない行動に出た。宿泊先のホテルで部屋に女子を呼び、相談を持ちかけたのである。

　相談相手の織おり姫ひめは、楽天的な笑顔を見せてくれた。

「ほら。いつもはおなかがすくと、すぐにグターってなるもの。サバンナで怠けてばかりの雄ライオンみたいに。でも、今日はそういうこと全然なかったし」

「…………」

「みんな『おかしい』って言うけど、今日のアーシャさんの食事、あの細さの女の子としてはむしろ適正な量だと思うわ」

「うーん。でも、急にああなる理由がさっぱりわからないよ」

「春賀くん。もしかして、本当にわからないの？」

「うん。まったく見当もつかない」

　答えた瞬間だった。織姫は大きくため息をつき、それから鋭くハルをにらんだ。

「もう。ダイエットに決まっているでしょう！」

「ダイ──そんなバカな。だってアーシャだよ!?」

「バカは春賀くんの方！　女の子には体重の一キロ……ううん、五〇〇グラム、五〇グラムの差がものすごく重大なの。もしかしたら、今より五キロ軽くしてくれるって言われたら、悪魔とだって契約する子もいるかもしれないわ」

「そ、それって十じゆう條じよう地じも？」

「…………」

　このとき、じろりと織姫に見据えられて。

　ハルは激しく後悔した。はじめて彼女を怖いと痛感したのだ。

「こほん。これはわたしじゃなくて、わたしの友達の話ね。彼女はその、あちこちサイズが大きい方だから、体重もそれに比例するところがなきにしもあらずなの。だから、悪魔が取引のセールスに来ちゃったら、ちょっと揺らいじゃうかも……」

「たしかに十じゆう條じよう地じはあちこち立派だもんなあ」

「勘ちがいしないで！　わたしじゃなくて、わたしの友達の話！」

「あ、はい」

　鋭い叱しつ咤たの前に、背筋を正すハルだった。

　その殊勝さを満足げに眺めてから、織おり姫ひめは唐突に話題を変えた。

「それより春はる賀がくん。今夜はダイエット以外のことを心配すべきだと思うわ」

「何かあったっけ？」

「大あり。明日、春賀くんとアーシャさんはふたりだけでマンハッタンの租そ借しやく地ちに潜入するのよね？　でも、ちょっと慎重すぎない？　旧東京の租借地に行くときはもっと気軽にやってたじゃない」

　まさしく織姫の言うとおり。ハルは無言で頭をかいた。

　旧東京に行こうと午前中に決めたら、その日の午後にはもう訪ねている。それが東京新しん都とにいるときの行動パターンだった。

　しかし今回、時間をかけて道具類や情報の調達に励んでいる。

「たしかに旧東京より何倍も物騒な場所だよ。あっちは不便なだけの廃はい墟きよだけど、旧マンハッタンには厄介な怪物がいろいろ住みついているし」

「怪物!?」

「でも、基本的には大丈夫だと思う。今の僕には魔導の杖つえ──あの銃があるし、アーシャのルサールカだって全快してる。ふたりだけなら何かと身軽に動けるしね」

「……たしかにそうかもしれないわね」

　織姫はため息をこぼしてから微笑ほほえんだ。おそらく意識して作った笑顔だろう。

「ふたりが心配だから、本当はついていきたいところだけど。逆に足手まといになりそうだし、断念しておくわ。わたしや羽は純ずみの力が必要なら、最初からメンバーに組み込んでおくでしょうしね。春賀くんとアーシャさんなら」

「あ、ええと」

「大丈夫。ふたりの考えそうなことはちゃんとわかってるんだから」

「…………」

　この潜入行では極力リヴァイアサンの力を借りたくない。

　となれば、自分とアーシャのみという人選がベストメンバーだった。さすが気配り上手の十條地織姫、言われずとも察していたようだ。

　今年の春にあって以来、彼女の気遣いにはいつも助けられている。

　それをあらためて実感しながら、ハルはふと気づいた。

「そういえば十條地とふたりだけで話すのって、ひさしぶりかも」

「春賀くん、パプアニューギニアの方に行ってたものね。アメリカに来てからは、ほとんど団体行動だったし。…………あ」

　不意に織姫が口ごもったので、ハルは訊たずねた。

「何か気になることでも？」

「あ、ええと、大丈夫。ふたりだけって言われて、思い出したことがあっただけ。気にしないで。こういうプライバシーにかかわること、ぶしつけに訊きくのもどうかと思うし……」

「とりあえず言ってみてよ。答えられる範囲で返事を考えるから」

「そ、そう？　じゃあ……ルナさんとはよくふたりきりになるの？」

「!?」

「ほ、ほら。ルナさんに告白されたわけだし。いっしょに海外旅行もしたわけだし。あ、ああいうことまでしちゃったわけだし……」

　ハルはぎくりとした。ああいうこと。ルナとのキスに決まっている。

　伊い豆ず遠征のときに一度。みんなには秘密だがアメリカに発たつ前にも。二度目などは懇願されたとはいえ、人前でやってしまった。

　織おり姫ひめはどぎまぎするハルを見て、悄しよう然ぜんとうつむいた。

「やっぱり、ルナさんとおつきあいするつもりなの……？」

「し、しないよ。彼女の提案はありがたいけど、僕らは今それどころじゃないし。チーム内で男女の色恋沙ざ汰たがどろどろしていると、仕事に支障を来きたすだろう？　やっぱり人間関係の深刻なトラブルは避けたいし！」

　たとえば、Ａ主任と部下Ｂが恋人同士になったとする。

　結果、Ａ主任がＢを優遇し、他の部下が不満を感じるかもしれない。逆にＢの方から自分を優遇しろと要求するかもしれない。Ａ主任とＢの関係が円満なうちはいいが、ふたりがケンカでもしたらグループの雰囲気は最悪だ……。

「そういうのを避けるためにも、チーム内恋愛は禁止がいちばんだよ！」

「でもアメリカのスクールドラマだと、グループ内ですぐ恋人にならない？」

「あ、うん。あの辺かなりドロドロだよね。ほんの数か月で破局して、べつの友達とつきあい出したりとか。でも、あれはフィクションだから！」

「春はる賀がくんとルナさんなら『バレなきゃ大丈夫』とか言って、みんなに隠れておつきあいしそうな気も──」

「たしかに僕もルナも腹黒い方だから、すごくやりそうだけど」

　ハルは声を大にして、織姫の疑惑に待ったをかけた。

「本当にそんなことはしてないよっ。神様にかけて誓ったっていい！」

「神様とか天地神明を気軽に使う人って、なんとなくウソつきな印象が……」

「あ、じゃあ、僕の良心にかけて真実。これがキリスト教徒だったら、『聖書にかけて真実のみを話す』って誓約するところだよ。裁判の前みたいに！」

　信じられない様子の織姫へ、ハルは興奮しながら訴えた。

　しかし、頭の片隅で不思議にも思う。自分はなぜ、ここまで懸命になるのだろう。べつに疑われてもいいじゃないか。

　ルナと恋人同士であるという事実はないのだから（キスの既成事実はあったが）。

　そして、ハルは漠然と理解した。

　これはたぶん、アメリカ人少女の魅力に呑のみこまれそうになるたび、ぎりぎりのところで踏みとどまっている事実と無関係ではない。実際、ルナの大胆な求愛にドキドキさせられたあとは、よく彼女のことを思い出す──。

「十じゆう條じよう地じ……」

「あ、あのね、春はる賀がくん。もしルナさんにキ……キスされたことがひっかかっているのなら、べつの誰かにキスされたら──大丈夫になる？」

「えっ？」

「そ、その、他の子ともキスしたら、ルナさんと対等以上になれるのかなって……」

「それは──なる、かもしれない……」

「…………」

　ふたりきり。旅行先のホテルで見つめ合っている。ハルの心と全身はかつてないほどの緊張で震えてしまいそうだった。織おり姫ひめも緊張しきっている。

　ハルはなぜか確信できた。もう言葉は要いらないと。

　また、織姫も同じことを確信していると、なぜか見つめ合うだけで理解できる。

　あとは些さ細さいでもいいから、何かきっかけがあれば。そう、織姫が今やってくれたように潤うるんだ瞳ひとみでハルを見あげながら、ふたりの間の距離を詰めるとか。

　ハルもつられて右手をのばし、織姫の手を取ろうとした──その瞬間。













　プルルルルルルルッ！

　携帯端末がベッドサイドで着信音を鳴らした。

　ふたりはハッと我に返り、端末の方を見つめる。ハルはすぐに電話に出た。

「アーシャか。何か緊急事態でも？」

『ではありませんが、仕事の話です。明日のことを相談しておこうと思いまして。晴はる臣おみの部屋に行ってもいいですか？』

「あ…………うん。そりゃもちろん」

　事情を察して織おり姫ひめがうなずきかけてくれたので、ハルはすぐに承諾した。まあ、一瞬だけ口ごもってしまったが。すると電話の向こうから、思わぬ反応が返ってきた。

『もしかして今、誰かといっしょですか？』

「!?　ち、ちがうよ」

『そうですか。じゃあ、これからお邪魔しますね。またあとで』

　電話が終わると、織姫は「わたし、もう行くわね」と立ちあがった。

　ドアの前まで彼女を送る。そして別れ際、ハルは予想外の言葉を聞いた。

「あ、あの。また……会いに来てもいい？　その、春はる賀がくんもわたしもいそがしくないときにおしゃべりして、息抜きする感じで──」

「ぼ、僕たちふたりで？」

　ふたりだけでと言いかけて、とっさに表現を和らげる。

　すると織姫は恥ずかしそうにハルを見つめて、こくりとうなずいた。

「え、ええ。もし迷惑じゃなかったら……」

「とんでもない。いつでも歓迎するよ」

　ハルの即答に、はにかんだ笑顔を織姫は返してくれた。

　一〇分後、部屋を訪ねてきたアーシャとしばらくミーティング。織姫とのやりとりでドキドキした胸はまだそのままだったが、どうにか表に出さず、やりすごした。

　アーシャが帰ったあと、二三時に就寝。ベッドのなかで考える。

　明日の租そ借しやく地ち潜入は午後からの予定。陽が高くなるまで朝寝坊して、体力をたくわえることにしようと……。だが、このもくろみはあっさり破は綻たんする。

　翌朝、ニューヨーク市の空に一〇〇〇匹近い数のラプトルが殺到したからである。





　　　　　　　４






　異常の発生は八月八日の午前六時二二分、早朝だったという。

　衛星軌道よりラプトルの群れが降下してきたのだ。それも総勢一〇〇〇匹近い大群がさながら流星雨のごとく──。

　大気圏突入から都市上空への到達まで、ふだんは数時間の猶ゆう予よがある。

　しかし今回、彼らを地上に呼んだのはドラゴンの召喚魔術だった。

　六時二二分の大気圏突入からニューヨーク市ジャマイカ湾の上空に到達するまで、わずか数十秒。常識と物理法則を嘲あざ笑わらうタイムが達成された。

　対ドラゴン関係者の多くが絶望し、ニューヨーク市の壊滅を想像した。

　が、ラプトルの大群はジャマイカ湾の上空を飛びまわるだけだった。地上を襲うでもなく、所在なげに空を右往左往している。

　そして七時四五分、ハルもジャマイカ湾のビーチに到着した。

　もちろんアーシャ、織おり姫ひめ、羽は純ずみもいっしょだ。《S.A.U.R.U.サウル》ニューヨーク支部を介して、協力を要請されたのだ。

　空を見あげれば、おびただしい数のラプトルたちが群れ飛んでいる。

　しかし、そのなかにドラゴン上位種の姿はない。

「一体、どこの上位種が召喚したんだろうなあ……」

「ニューヨーク市内には上位種どころか、竜りゆう王おうさまが住んでますけど……」

「「…………」」

　アーシャも最悪の想像をしたらしい。ハルと同時にため息をこぼした。竜王級の住すみ処か周辺で上位種が〝やんちゃ〟をする可能性、かなり低い。

「で、でも、よかったです。人が住んでないところに来てくれて」

　ジャマイカ湾の景色を見わたして、羽純が言った。

　ニューヨーク市の南に面するジャマイカ湾は大西洋につながっている。

　だが、湾内のほとんどは湿地帯だ。そして、野生生物の保護区でもある。浅い湾内に広がる湿原には緑の木々が数多く生いしげり、淡水の湖や沼もあちこちに点在する。

　この保護区の面積は、実に九〇〇〇エーカー。約三六〇平方キロ。

　旧東京租そ借しやく地ちの倍以上ある広さだった。

「もしかしたら、ラプトルを召喚した誰かが意図的に選んだ場所かもね」

「ニューヨークの人たちに被害が出ないように、ってことかしら？　じゃあ、やっぱり州知事に立候補とか言ってたハンニバルさん……」

　ハルのつぶやきを聞きとがめて、織姫が息を呑のんだ。

　日本から来た魔女三人はすでにパートナーを実在化させている。三体の『蛇サーペント』はジャマイカ湾の砂浜で待機中だった。

　欧州最強の撃墜王であったワイバーン『蒼あおきルサールカ』。

　白き九尾の狐こ狼ろう『悪あく路ろ王おう』。

　角状部位を持たない異色の竜蛇型リヴァイアサン『水み無な月づき』。

　ルサールカは地上に降りた鳥類のごとく後うしろ肢あしで直立。悪路王は訓練された犬のように伏せの姿勢。水無月は長い胴をうねらせ、とぐろをまいていた。

　だが、このビーチにいる対ドラゴン関係者はハルたちだけではない。

　数キロ離れた地点にもう一チームが待機していた。東海岸の魔女部隊《W.o.t.Cウイツチーズ》の四名とパートナー四体である。

　いずれも体長十数メートル、猫科の四足獣型だった。

　銀色に輝く毛並みの山猫『トムキャット』。アルビノの猛もう虎こ『タイガーキャット』。全身に電光の火花をまとう黒くろ豹ひよう『ワイルドキャット』。猫のくせにずんぐりむっくりの熊くまに似た体型で、後うしろ肢あしで直立歩行する『ベアキャット』。

　これら四体のリヴァイアサンが《W.o.t.Cウイツチーズ》の戦力であった。

　さらにジャマイカ湾の海岸線に沿って、地上部隊も随所に展開中だ。

　ハルたちもここに来るまでの間、Ｍ１戦車や兵員輸送車、自走多連装ロケット砲などを見かけたり、すれちがったりしたものだ。

　しかし、人間側はいまだ攻撃を開始していない。

「闇やみ雲くもに危険を冒して、人命と軍事費を無駄遣いする必要はありません」

　ハルの隣でアーシャが言った。織おり姫ひめ・羽は純ずみに聞かせるためだ。

「この程度のラプトルなら、私とルサールカで九割を五分以内に撃破できます。残りも悪あく路ろ王おうと水み無な月づきで殲せん滅めつできるでしょう。まだ野放しにしておいて大丈夫です。もちろん、市街の方に攻撃をはじめたときはべつですが──」

　群れ飛ぶラプトルたちを鋭くにらみながら、アーシャは豪語する。

　相棒の復活と女王形態の獲得から一か月以上。より強大となったルサールカの能力を今のアーシャは完全に理解し、掌しよう握あくもしている。

　だからこその豪語だった。負ける要素はどこにもないと。

「ドラゴン側の黒幕が何を仕掛けてくるか……そちらの方が重要です。動きがあるまで状況を静観しますので、みなさんは私の援護を適てき宜ぎ行ってください」

　この戦場に集つどう陸上部隊、《W.o.t.C》にもすでに《S.A.U.R.U.サウル》を通じて指令オーダーが下されている。ルサールカの全力機動を妨げないために軽率な戦闘参加は禁止する、バックアップに専念せよ、と。

　いわば人類側の主役はアーシャとルサールカなのだ。

　そして、ドラゴン側の主役は──ついに南の方角からやってきた。

　ジャマイカ湾の南方は大西洋である。紅あかきハンニバルは大おお海うな原ばらの彼方かなたより『火の軍勢』と共にこちらへ飛来しつつあった。

　ドラゴン王の背後には〝蜥蜴とかげの形をした焔ほのお〟が三〇〇体ほど付き従っている。

　火蜥蜴サラマンデルたちは体長七メートルほど。ラプトルたちと同サイズであった。

「あれが『火の軍勢』──ハンニバルの眷けん属ぞくか！」

　右手に魔銃を呼びながら、ハルは叫んだ。

　紅きハンニバルが人類との戦場に現れた回数はすくない。この二〇年を通して、五回もないはずだ。が、いずれのときも彼は『火の軍勢』をひきいていた。

　竜、リヴァイアサン、亜竜のいずれでもない眷属──焔の精霊たちを。

　ハルたちがいるビーチに向けて、ハンニバルと彼の軍勢は高速で接近しつつある。

　こちらのラプトル群と合流後、いよいよ総攻撃の開始か。その可能性を誰もが思い浮かべたとき、いきなりハンニバルの大だい音おん声じようが轟とどろいた。

「待たせたな、人類諸君！　余が呼ぶまでもなく集合していたとは、手間がはぶけてありがたい！　余はこれより選挙活動を開始する！」

「選挙って……この間の立候補ネタ、まだ引っぱるつもりなのか？」

　ハルはつぶやいた。ハンニバルの声に魔力が宿っている。

　前回オールバニーに来たときと同様、全市民にスピーチを聞かせるつもりなのだ。あちらと比較にならないほどニューヨーク市は巨大だが、ハンニバルの魔力はその隅々にまで竜りゆう王おうの玉音放送をとどけるだろう。

　また、ついに上空のラプトル一〇〇〇匹が動き出した。

　今まで所在なげに飛びまわっていた連中。だが、やにわに攻撃衝動を爆発させて、一〇〇〇匹が標的めがけて一斉に飛ひ翔しようをはじめる。

　そう。獰どう猛もうな獣の形ぎよう相そうで襲いかかったのである。ハンニバルの軍勢へ！

「これなる羽トカゲどもは余が天上より呼びつけた。余が──州民諸君の支配者たらんと欲する余がどれほどの力を持つか、こやつら相手に見せつけてくれよう。余は弁舌ではなく、行動によって我が実力を示す！」

「って、いきなり民主主義の理念に反しているじゃないか」

　ドラゴン王の言葉はツッコミどころばかりであった。

　しかし、ハルの叫びをよそに戦闘がはじまる。いや、戦闘というよりも実体としては虐ぎやく殺さつに近い。それほど展開は一方的だった。

　火蜥蜴サラマンデルの軍勢をひきいて、ハンニバルは自ら先頭に陣取っている。

　その目立つ総大将めがけて、ラプトルの大群が咆ほう哮こうと共に襲いかかっていく。

　ガアアアアアアアアアアッ！

　ガアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！

　ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！

　おそらく精神操作の魔術がラプトルたちの攻撃衝動を増幅させていたのだろう。そうでなければ、種族の頂点である竜王級にこんな暴挙はできなかったはずだ。

　しかし、哀れなラプトルたちの爪つめも、牙きばもハンニバルには届かない。

　三〇〇体の火蜥蜴たち──『火の軍勢』がドラゴン王の周囲三六〇度をぐるりと取りかこみ、我が身を盾とし、壁としたからだ。

　火蜥蜴の体に接触するなり、ラプトルの体は炎上しはじめた。

　ほんの一瞬、火蜥蜴にふれただけでも翼竜たちの体に火が移り、そのまま激しい焔ほのおに全身を灼やき尽くされながら、墜落していくのである。

　ふれるもの全すべてを瞬時に灼き尽くす。それが『火の軍勢』の魔力なのだ。

　なかには、青白い高熱の焔を吐くラプトルもいた。

　しかし、火蜥蜴たちの方がより高温の焔をまとっている。ラプトルの吐いた焔はわずかなダメージさえもあたえない。

　結局、一〇〇〇匹いるラプトルは次々と文字通りの火だるまになり、ジャマイカ湾に虚むなしく落ちていく。一方的な虐ぎやく殺さつだった。

　凄せい惨さんな光景を目まの当たりにして、織おり姫ひめがつぶやいた。

「な、長なが篠しのの合戦みたいね。信のぶ長ながの三段撃ちに武たけ田だ騎馬隊が惨敗しちゃう……」

「第一次世界大戦にも似てますよ。塹ざん壕ごうにこもった守備兵が機関銃を連射して、接近する歩兵部隊を何百人、何千人と鏖おう殺さつしていくんです」

「防御側が一定水準以上の火力を持っていると、どうしてもそうなるよねえ」

　アーシャとハルもつい不要な雑談をしてしまう。

　しかし、三人とも軽口めかそうと意識しつつも、口ぶりは重かった。ハンニバルがその気になれば、この大火力はすぐに眼下の人類へ向けられるのだ。

　一方、羽は純ずみはひとり下界に意識を集中させていた。

「たいへん……早く火を消さないと！」

　火だるまになったラプトルは、落下する間にほとんど骨も残さず燃え尽きていた。

　だが、なかには燃え尽きる前に地上へ激突するラプトルもいた。

　そう。戦場となったのはジャマイカ湾上空。しかし、この湾内には九〇〇〇エーカーにもおよぶ大湿原があるのだ。

　湖こ沼しようや林、草地も多く、鳥獣たちの楽園であった。

　炎上するラプトルが湿原に落ちれば、草や木々に火が燃えうつっていく。

　あちこちで火の手が上がり、難を逃れるため野鳥たちが空へと次々に飛び立つ。そのありさまを見て、羽純が叫んだ。

「おねがい、水み無な月づき！　あの火をどうにかして！」

　抽象的で具体性に欠ける指示コマンドだった。

　もっと克こく明めいなイメージと強固な意思がともなわないと、『蛇』のコントロールは上う手まくいかない。魔女の世界では常識である。

　しかし、羽純の願いは真しん摯しであり純粋だった。それに水無月はよく応こたえた。

　ラァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ──。

　今までとぐろを巻いていた水無月。美しい鳴き声で歌い、鎌かま首くびをもたげた。

　そして、《風》の疑ぎ似じ神格を発動させる。竜蛇型リヴァイアサンである水無月の全身から魔力が放たれ、ジャマイカ湾の大湿原を駆け抜けていった。

　直後、あちこちで上がっていた火の手が一瞬にして、全すべて消滅した。

　その後も炎上するラプトルは何十匹と地上に落ちてきた。だが湿原に激突すると、すぐに火が消えてしまう。

　水無月は疑似神格によって、火を封じる結界の作成に成功したのだ。

「そうか。酸素を奪っているんだ……」

　ハルはうなずいた。風とはつまり空気の動き。水無月は焔ほのおが燃えるために必要な酸素を空気中から消滅させて、火の燃焼を封じたのだろう。

「乙女の祈りに応こたえてくれるなんて、本当に気の利くやつだよ」

「羽は純ずみさんと水み無な月づきが自然保護もしてくれたことですし、どうやら私たちの出番はなさそうですね。……まあ、あとは彼次第ですけど」

　アーシャは空中のハンニバルを注視していた。

　火蜥蜴サラマンデルの軍勢に守られたドラゴン王。魔銃を呼んだハルとちがい、彼は竜りゆう弑ごろしの武具を持ってさえいない。今の一幕、鼻歌交じりのデモンストレーションなのだろう。

　現在、生き残っているラプトルはざっと一〇〇匹程度。

　九割が焼かれたことで、生き残った連中はついに正気を取りもどしたらしい。

　ラプトルたちは一匹、また一匹とハンニバル軍の前から逃走をはじめる。思い思いの方角へ全速力で飛び、竜りゆう王おうの御前から退避しようとする。

　これを追撃すべく、三〇〇体の火蜥蜴はついにハンニバルのそばを離れた。

　ハルたちの上空で火の精霊たちが乱舞し、ラプトル狩りが加熱していく。このとき、織おり姫ひめが怪け訝げんそうにつぶやいた。

「ねえ……あの子たち、様子が変じゃない？」

　織姫の白い指先が示すのは、地上のリヴァイアサンたちだった。

　ハルたちの仲間ではない。魔女部隊《W.o.t.Cウイツチーズ》が擁する四体の猫科型だった。

　トムキャット、タイガーキャット、ワイルドキャット、ベアキャット。

　四体とも異様に殺気立っていた。猫がやるように背中を丸めて牙きばをむき、上空の火蜥蜴たちを威い嚇かくしている。四つの口は獰どう猛もうなうなり声を発する。

　パートナーの魔女四人がなだめようとして、必死に声をかけていた。

　アーシャがハッとして、《魔力検知》の術を使う。

「この一帯にかけられた魔術、水無月の火焔封じアンチフアイアだけではありません。ハンニバルがラプトルたちに使った凶暴化スタンピード──あれの影響を受けているんです！」

「あ、悪あく路ろ王おうたちは大丈夫なのに!?」

「晴はる臣おみの秘ひ文も字じが守ってくれるからでしょう。でも、あちらの『蛇』たちにそんなお守りはありませんから……！」

　とまどう織姫にアーシャが語ったとき。

　ついに猫科型リヴァイアサン四体はパートナー魔女の懇願と制止を振り切り、一斉に空へと飛び出していった。上空の火蜥蜴たちに襲いかかるためだった。

　特級魔女ですらなく、竜弑しの援護もない《W.o.t.C》のメンバーたち。

　彼女たちのパートナーがハンニバルの眷けん属ぞくにかなうわけがなかった。このままでは惨殺されるのみだ。

「行ったらダメだ！」

　ハルは心臓から魔力を引きずり出し、とっさに《魔力消去》を使った。

　この術を──魔銃の弾丸に仕込む。すぐさま四連射。赤い光弾は自動追尾で《W.o.t.C》の猫たちを追いかけていく。

　この四発が猫科型リヴァイアサン四体を全すべて撃ち抜いた。

　といっても、狙ねらったのは後うしろ肢あし──その肉球のあたり。深刻なダメージにならないよう、急所である心しん金がね＝心臓から最も遠い部位を選んだのだ。

　苦痛とショックで、猫たちの飛行速度がガクリと落ちる。

「みんな、頼む！」

「ええ。ルサールカ、接近して空から引きずりおろしてください！」

「悪あく路ろ王おうもお願い。あの子たちを行かせちゃダメよ！」

　ハルの要請に応こたえて、アーシャと織おり姫ひめが指示を出す。

　キュアアアアアァァァァァァアアアッ！

　クオオオォォォォオオオオオオンッ！

　今まで地上で待機していたルサールカと悪路王。二体は高らかに吠ほえて、すぐに飛ひ翔しようをはじめる。速度が落ちていた《W.o.t.Cウイツチーズ》の猫たちにはかんたんに追いついた。

　そのまま空中でまとわりついて、手負いの猫たちを地上に誘導していく。

　猫科型リヴァイアサンは四体ともおとなしくルサールカと悪路王にしたがう。みんな正気にもどっていた。

　銃弾に仕込んだ《魔力消去》が凶暴化の呪じゆ縛ばくを解いたのだ。

　一方、魔女陣営のゴタゴタをよそに、空中の戦い──というより模擬戦は完全に収束していた。火蜥蜴サラマンデルどもがラプトルを全滅させたのである。

「では有権者諸君よ」

　この空域の覇者となったハンニバルは朗々と告げた。

「以上をもって、第一の演説の代わりとしたい。まだ力の一端を見せたに過ぎないが、余が強大な指導者たりうる器うつわだとご理解いただけたと思う。次は近いうちに現州知事と面談の場を設けるつもりだ。余の州知事選への参加について、細かく話を詰めようではないか！」

　ハンニバルが退場をはじめた。

　紅あかき竜りゆう王おうは『火の軍勢』をひきつれて、北の方角へ飛ぶ。

　その先にあるのは旧マンハッタン租そ借しやく地ち。彼の住すみ処かであり、これからハルとアーシャが潜入を試みるエリアであった。
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　かくして、ジャマイカ湾でのハンニバル劇場は終了した。

　脚本・演出・主演のドラゴン王とエキストラの火蜥蜴たちが去ったあと、ハルはなぜか女の子の集団にかこまれて、接待されていた。

　戦闘終了後、まわりの状況を確認しようとふらふら歩いていたのだが。

　いきなり魔女部隊《W.o.t.C》の仮設指揮所に引っぱり込まれた。ジャマイカ湾のビーチに日本のイベントでもよく見る集会用テントを置き、折りたたみの長テーブルをならべた簡易的なものだ。

　ハルのそばには今、空軍州兵の制服を着た女子が四人もいる。

「さっきはありがとう！　君のおかげで助かったよ！」

　と、まぶしい笑顔でクリスティン・ハルクが言う。

　彼女はよく冷えたコーラの缶を『ぷしゅっ』と開けて、ハルに手渡してくれた。

　口調こそボーイッシュだが金髪は長く、スタイルも抜群にいい。具体的に言うと、空軍州兵の制服の上からでも非常にゆたかなバストの持ち主だとわかるほどだ。

　クリスティンは魔女部隊《W.o.t.Cウイツチーズ》のリーダーだという。

「蛇サーペントたちのコントロールが効かなくなったときは『もうダメだあ！』って覚悟したけど、君が颯さつ爽そうと助けに来てくれてさ。うん、本当に助かった」

「いやいや。たいしたことはしてないよ」

「それ、日本式謙虚さってやつ？　さすが、うわさの男はちがうね！」

「いやいや。それよりミス・クリスティン、ちょっと距離が近すぎないかなあ？」

「あ、ごめん。ぼく、仲間の子たちにもついやっちゃうんだよね」

　パイプ椅い子すに腰かけるハル。すぐ隣に椅子を置いて、クリスティンもすわっている。

　しかし、ハルと彼女の間にはほとんど空間がない。東海岸の金髪魔女は日本人男子に密着寸前だった。おかげでクリスティンの香水の匂においがよくわかる。

　むっつりすけべの性さがとして、ハルは鼻の下がわずかにのびるのを自覚した。

　が、紳士の面目というものがある。こほんとせき払い。きりりと顔を引き締める。

「もしかしてイヤだった？　ごめんねえ」

「イヤだなんてことは全然ないよ、うん。僕は無問題モウマンタイ」

「あはは、なんでいきなり中国語チヤイニーズ？　あ、ぼくのことクリスって呼んで。君のことはハルでいいよね？」

「もちろん」

　うなずいたところで、小学生くらいの女の子がそばに来た。

　たしか最年少メンバーのマリー・テーズ、一二歳。表情の変化がとぼしそうなブラウンの髪の少女は「これ」とデリバリーピザの箱を差し出した。

「これあげる。さっきはどうも」

「どういたしまして……」

　どうやら、マリーは無口でもあるらしい。ちなみに、ピザはモッツァレラチーズたっぷりのマルゲリータ。そういえば、朝食も食べないまま現場に来たのだった。

「ハンニバル出現後の割引セール……ニューヨークの風物詩みたいなものだけど」

　ピザを一ピースもらい、ハルはもぐもぐと食べた。

「最近はピザまで持ってきてくれるんだねえ」

「慣れとヤケクソと強がり……おそらく、その全すべてが理由だと思われます」

　答えたのは三人目のメンバー、マニーシャ・カウルだった。

　一六歳。小麦色の肌をしたインド系の少女だ。軍の制服を来ているものの、頭と肩を桜色のショールで隠している。まっすぐな黒髪は腰に届くほど長い。

　マニーシャは優美に微笑ほほえんでいた。物腰と話し方にも品がある。

「今回利用したデリバリーチェーンはハンニバル出現から三〇分以内に注文すると、ピザの代金を半分にしてくれるのです」

　おそらくマニーシャは富裕層出身の御ご令れい嬢じようなのだろう。

　さらに『ダン！』という物音がする。見れば、ハルの前のテーブルに缶ビールが勢いよく置かれたところだった。

　身長一八五センチ。モデルのような長身の黒人魔女、ケイト・パターソン。

　彼女が置いてくれたのだ。ケイトは左手にもうひとつ持っていた缶ビールを開けて、ぐいっとあおる。

「これはおごりだ。飲め」

「残念ながら、未成年なんで」

　ひねりのないハルの返答に「そうか」とうなずき、ケイトはさらにぐびぐび飲む。たしか二〇歳。ミラー加工したサングラスをかけており、ばっちり決まっている。クールだ。

「それでいくらだ？　おまえの年俸」

「へっ？」

　いきなりケイトに訊きかれて、ハルはきょとんとした。

　クリスティン、マリー、マニーシャも興味津しん々しんの体ていでこちらを見つめている。

「情報どおり使える男だと、今日この目で確認できたからな」

「そうとわかったら、やっぱりぼくらも君みたいな人材欲しいものね。いくらで専属契約できそうか、ちょっぴり打診というわけ」

　ケイトとクリスティンが口々に言う。

「ぼくたちは特級魔女マスターマギの連中ほど魔力は強くないけど、みんな性格に難なし。すこし癖はあっても、協調性・チームワーク共にばっちりだよ。うちのチーム、人間性に問題ある魔女は適性なしってことで勧誘しないんだよね」

「たしかにねえ」

　二年前、コペンハーゲンでアーシャをふくむ五人の特級魔女と同席したとき。

　ハルはあのとき国籍・年齢・性格・嗜し好こう・宗教の全すべてがバラバラな魔女たちをエスコートして、夕食に連れていくという役目を割り振られてしまった。

　候補の店をネットで検索して『どうかな？』と言うたび、アーシャ以外の誰かが必ず『そんなもの食べられるか！』と不満をあらわにする。幼児の集まりでもないというのに、誰も譲ろうとはしない。

　あの気苦労を思い出せば、《W.o.t.Cウイツチーズ》の魔女たちは天使のように友好的だ。

　とはいえ、ハルにも都合はある。リーダーのクリスティンへ言う。

「どこかの専属になるつもりはないんだ。気持ちだけ、ありがたく受け取るよ」

「了解。今後もいろいろおつきあいすると思うから、そのときはよろしくね。君の端末に電話とかしちゃってもいい？」

「うん」

「電話でおしゃべりしたり、仕事抜きでデートに誘ってもいい？」

「そりゃもちろ──なんだって？」

「個人的なデート。ぼくとハルのふたりでお出かけ」

「なんで!?」

「君に興味が出てきちゃった。お誘いをかけたとき、断らないでくれるとうれしいな。じゃあハル、また近いうちに。たぶんハンニバル関係で相談しにいくと思う！」

　笑顔のクリスティンに驚かされたあと、ハルは集会用テントを出た。

　そして、また驚いた。アーシャがこちらに歩いてくる。

「よかった。晴はる臣おみを探していたんです。やっぱりこちらにいましたか」

「やっぱり？　《W.o.t.Cウイツチーズ》から連絡でもあったのかい？」

「いいえ。単なる勘です」

「…………」

　勘で仲間の居場所に見当をつける。非常識な話だ。しかし、アーシャは魔女。そのうえ野生の勘と本能まで持ち合わせている。













　なら不思議でもないかとハルが思ったとき、幼なじみは冷ややかに言った。

「鼻の下がのびていますね、晴はる臣おみ」

「えっ？」

「何か女性関係でいいことがあった……そうじゃないですか？」

「ば、バカなこと言ってないで、早く移動しよう。今日はまだ時間があるし、予定どおり旧マンハッタンに潜入だ」

　まだ午前一〇時前。午後からの予定を変える必要はない。

　アーシャの追及をやりすごしてから、ハルはひそかに首をかしげた。食事の量が減った日から、幼なじみのなかで何かが変わったような──と。




　旧マンハッタン租そ借しやく地ち。

　ハドソン川河口にある広大な中なか州す・マンハッタン島がそのエリアとなる。

　かつてはニューヨークの中心地であり、摩ま天てん楼ろうの都であった。大地のいたるところにビルが建っている。バベルの塔もかくやという高層ビルも数多い。

　だが現在、この地の摩天楼に住む人間は──いない。廃はい墟きよの都だった。

「ま、人間以外のモノはいろいろ住みついてるんだけどね」

「晴臣。いつでも魔術的視覚を発動できるようにしておきましょう」

　寄り道と予想外のイベントも終わり、ついに真の目的地へ。

　ハルとアーシャは四輪駆動の大型軍用車に乗っている。

　ハドソン川の中州である旧マンハッタン租借地。周辺での船の航行、および空からの侵入は禁じられている。租借地を設ける際の条約で取り決められたのだ。

　マンハッタンの北側・ブロンクス区からの陸路は厳重に封鎖されている。

　中州にかかる橋はひとつをのぞいて爆破・解体済み。ただひとつの例外は、マンハッタン島の南端にあるマンハッタン橋だった。

　この橋だけは封鎖もされず、自由に出入りできる。

　……都市伝説がある。この橋を残すにあたり、

『人類諸君と対話を適てき宜ぎ行うためにも、扉は開けておかねば』

　とのメッセージがハンニバルから伝えられたという……。

　その真偽はともかく、ふたりはマンハッタン橋から租借地へ移動した。

　ハンドルを握るのはアーシャの方だ。ハルは魔銃を手に助手席で待機。住民からの襲撃にそなえての配置だった。

　実際、租借地に入るとさっそく見かけた。

　白い光の玉がひとつ、ふわふわとストリートをたゆたっている。

　大きさはバスケットボール程度。《S.A.U.R.U.サウル》の識者が『火の精霊フアイアエレメンタル』と名づけた超自然の存在である。

　マンハッタン橋近くのチャイナタウンでハルは言った。

「アーシャ。銃を試射してみよう。どれくらい影響があるか、たしかめたい」

「たしかにそうですね。魔法のデタラメ武器とはいえ、銃火器のカテゴリーですし」

　車を止めて、外に出る。ハルとアーシャは魔術的視覚を発動させた。

　さっき見かけた『火の精フアイアエレメンタル』以外にも厄介な連中が視みえる。

　実体を持たざる霊たちが通行人のように租そ借しやく地ち内をふらふらしているのだ。

　灰色の渦巻き、不定形の黒い影、輪郭のぼやけた人影──ハルたちの魔術的視覚は、霊たちの外観をそのように認識した。

「亡霊、死霊、怨霊、悪霊、精霊、雑ざつ霊りよう……旧マンハッタンに集まっている霊を分類するなら、こんなところですか。うっかり近くを通りがかるだけでも何かの呪のろいを送りこんできそうですね」

「まあ、アーシャは特級魔女マスターマギだし、僕たちには不ふ朽きゆうの加護もある」

　幼なじみのつぶやきに、ハルは肩をすくめた。

「霊関係はどうとでもやり過ごせるだろうから、やっぱり問題は火の精霊の方だな」

　ハルは魔銃を地面に向けた。サイレンサーを銃口に取り付けてある。

　二度発射。バン、バン。いつもよりひかえめな銃声と共に赤い光弾は吐き出され、道路のアスファルトを抉えぐった。すぐに周囲を見まわす。

　白い光の玉──『火の精霊』がひとつから三つに増えていた。

　分裂したのだ。ハルが魔銃を撃った瞬間に。

「気温も今までより二度、上昇していますね」

　アーシャがデジタル温度計を取り出して、報告してくれた。

　ここ旧マンハッタン租借地は『火の軍勢』をたばねるハンニバルの領地。

　領内には当然のように《火》の属性を持つ精霊が住みついていた。火気や高熱が発生すると、近くにいる火の精たちが活気づいてしまう。

　こうして、ホタルの明かりのように光の玉が増えていくだけならいいのだが──。

　ハルとアーシャはふたたび車にもどり、走行を再開した。

「僕の銃でも火の精霊をやっぱり刺激するんだなあ」

　火や熱を発生させる道具・機器の使用は避けるべし。

　旧マンハッタン租借地に侵入する際の心得として、まず最初に語られる。

　こうしてガソリンエンジンの自動車で移動するのも、実は戒いましめに抵触する。しかし、火の精たちは電動モーターの熱や人間の体温でも活性化するのだ。

　──熱の発生量がすくない代わりに低速の移動手段を使い、滞在時間が長くなる。

　──逆に多くの熱をまき散らしつつも高速で移動し、滞在時間を短くする。

　リスクは大差ない。ハルたちは後者を選んだ。目的地は旧マンハッタンのアッパーイースト地区。ここの住宅街にあった旧《S.A.U.R.U.サウル》ニューヨーク支部をめざす。

　アーシャの運転に身をまかせ、ハルは助手席に深く腰かけた。

　マンハッタンは南北に細長いエリアである。

　面積は旧東京の千代田区・新宿区・中央区・港区の合計とほぼ同じ。アッパーイースト地区はその中心部近くだ。ハルたちが渡と河かした橋は南端だった。

「ここから目的地まで、回り道の連続かあ」

「使えない道が多いですからね。土地勘もない街なのに勘弁して欲しいです」

　租そ借しやく地ちになる直前、竜族の大襲撃を受けた旧マンハッタン。

　その影響で、崩れた建物やガレキが街のあちこちに散見できる。

　直進できない道路が多く、障害物ばかりなのでスピードもあまり出せない。結果、回り道の連続になる。

　アーシャがたどる最短の走行ルートは、最新の衛星写真をもとに考案したものだ。

　マンハッタン南部のチャイナタウンから区の中心部へ行くのに、大きく西へ迂う回かいしてウェストストリートを利用する。前世紀のニューヨーカーが聞けば『？』と首をかしげるルートだろう。南部はまともに走れる道路がほとんどないのだ。

　走行速度は時速三〇から五〇キロ程度。路面状況に応じて調節する。

　そうやって旧マンハッタン西部を走っていた頃──。

　いつのまにかハルたちの乗る軍用車が発する熱に惹ひかれて、『火の精霊フアイアエレメンタル』たちが一〇〇体以上も集まってきていた。

「そろそろ出るかな？」

「限界は近いでしょうね……」

　ささやき合った直後、集まってきた精霊たちがにわかに結合をはじめた。

　今までは一〇〇個程度の光の玉だった。が、結合した途端に〝蜥蜴とかげ〟の形となる。しかも燃焼をはじめた。めらめらと燃えさかる焔ほのおをまとう。

　──火蜥蜴サラマンデルの誕生だった。

　旧マンハッタンに居ついた精霊たちこそが『火の軍勢』の兵卒なのだ。火蜥蜴は手近な熱源を丸まる呑のみにして養分補給すべく、ハルたちの車に飛びかかってくる！

　ハルは窓から右腕を突き出し、魔銃を撃った。

　バン！

　額を撃ち抜かれて、火蜥蜴は一瞬にして消滅してしまう。

　しかし、この銃撃と──何より火蜥蜴の誕生によって生じた熱が『火の精霊』たちを二〇〇体ほど発生させていた。この連中はすぐに結合をはじめて、新たな火蜥蜴がなんと二体も誕生してしまう。

「イタチごっこがはじまりましたね……」

　アクセルを踏み込みつつ、アーシャがつぶやく。

　ルサールカはできれば呼びたくない。旧マンハッタン内部で『蛇』を召喚すると、これを抹殺すべく火蜥蜴どもがさらに集まってくるのだ。

　リヴァイアサンなしでの対応力に不安が残る織おり姫ひめ・羽は純ずみを残してきた理由である。

　ハルたちの前途はなかなかに多難であった。
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　その後、ハルとアーシャは約三〇分の間に六回、火蜥蜴サラマンデルに襲われた。

　蜥蜴とかげの形をしているとはいえ、ラプトルとはちがう。実体のある獣ではない。焔ほのおそのものが生物の姿を模して、宙を漂っているのだ。

　低空を移動する際も地に足をつけたりせず、浮遊したまま飛びかかってくる。

　火蜥蜴の襲撃自体は魔銃でかんたんに退しりぞけられる。だが、そのたびに『火の精霊フアイアエレメンタル』は数を倍々に増やしていき、ハルたちにつきまとい続ける。

　それでも、どうにかセントラルパークの南にまでたどり着いた。

　旧マンハッタン中心部にある都市公園。敷地を空から見ると、きれいな長方形になっている。辺の長さは縦四キロ、横八〇〇メートルという広大さだ。

　かつては緑の芝生が広がる、美しい公園だった。

　が、今は雑草や雑木林が鬱うつ蒼そうと生いしげる、暗い雰囲気の場所だ。

「この辺で一回、乗り換えしておこう」

「想定の範囲内とはいえ、もったいない話ですねえ」

　頃合いと見てハルが提案すると、アーシャは軽口と共にうなずいた。

　ふたりは車を降りて、最低限の装備だけ持ち出した。車を乗り捨てるつもりなのだ。尚なお、『もったいない』と言ったアーシャだが、ここまでポリタンクに入れて持参した液体を率先して軍用車全体にぶちまけた。

　ガソリンの異臭が鼻をつく。

　十分に距離を取ったところで、アーシャは《発火》の術を使った。

　ガソリンまみれの車に魔術の火種が放ほうりこまれ、あっさり点火──爆発。

　四輪駆動車を供く物もつにして生まれた焔はすぐさま爆炎となり、豪快に燃焼をはじめた。新たな、しかもより高温の熱源が出現したため、『火の精霊』たちがそちらに群がる。

　集まってきた白い光の玉は確実に一〇〇〇以上あった。

　最初は『セントエルモの火』さながらの狐きつね火びであったことがウソのような数だ。このおびただしい精霊たちからは、六体の火蜥蜴が生まれた。

「あとはどのくらい、キャンプファイアーの方にかまけてくれるかだ！」

「二〇分も時間稼ぎできれば十分なはずです。急ぎましょう、晴はる臣おみ！」

　ハルとアーシャはそれぞれ、自分用のバイクにまたがっていた。

　排気量五〇ccの小型バイクである。全長わずか一四〇センチ、車体の高さもハルの腰より低い。重量も七〇キロ足らず。しかもハンドルが折りたためる。

　このサイズなら車載も可能である。

　大型軍用車の後部スペースに二台載せて、ここまで運んできたのだ。

　すぐさまエンジンを始動させ、ふたりは走り出す。

　セントラルパークの南からアッパーイースト地区まで、約三〇分で行けた。

　租そ借しやく地ちとなる前、この界かい隈わいは閑静な住宅街だった。といっても一軒家はほとんどなく、ビルやマンションばかりである。

　ハルとアーシャが見つめるビルは、煉れん瓦が造づくりのおんぼろだった。

　ここが二〇年前までは《S.A.U.R.U.サウル》ニューヨーク支部と呼ばれていたのだ。

　しかし目的地を前にして、アーシャが眉まゆをひそめる。旧ニューヨーク支部のビルから只ただならぬ雰囲気を察知したのだろう。

　ハルもそうだった。魔術的視覚を発動して、ビルを眺めてみる。

　建物全体が強い霊気を放っていた。

　いや、むしろ瘴しよう気きと呼ぶべきか。ビルの近くに立っているだけで軽い吐き気がこみあげてくる。地の底から響いてくるような泣き声、叫び声も聞こえはじめた。よく晴れた八月の日中だというのに、寒気まで感じた。

　ハルは不ふ朽きゆうの加護をアーシャと自分のまわりに展開した。

　真珠色の光が小さなドームとなって、ふたりをつつみこむ。吐き気・不気味な耳鳴り・悪お寒かんなどはすぐに収まった。

「この街自体がよからぬ霊の溜たまり場ばだからねえ」

　ハルは肩をすくめた。

「その手の輩やからを呼びこみやすい魔術の関連施設──《S.A.U.R.U.》の支部は自然といちばんの怪奇スポットになるわけか」

「なかに乗りこんで、ミステリーハウスで探検アドベンチヤーゲームをする手もありですけど。あまり時間をかけたくないですね」

　ちらちらと周囲に目配りしながら、アーシャもつぶやいた。

　さっきまで、この界隈にほとんど『火の精霊フアイアエレメンタル』はいなかった。しかし、いつのまにか白い光の玉が大量にたゆたっている。まるで水場に群がる蛍ほたるの光だ。

　また、向こうの曲がり角からは獲物を求める火蜥蜴サラマンデルも一体、姿を表した。

「……そろそろ横着してもいい頃かな？」

「……せっかく新兵器があることですしね。二〇秒でケリをつけます」

　ささやき合う間にも、曲がり角の火蜥蜴はこちらへ近づいてくる。

　そのうしろから、さらにもう一体。頭上にも新たな火蜥蜴たち──三体やってきた。低空を飛んでおり、いつでも地上の人間どもに襲いかかれる格好だ。

　しかし、不朽の加護がふたりを守護している。

　こちらの防御に不安はない。ハルは幼なじみにうなずきかけた。

「古き清浄の御み印しるしよ！　かりそめの蒼あおき竜を我がもとに！」

　アーシャが高らかに召喚の歌を唱える。

　ふたりの目の前で蒼きワイバーンが実在化した。ただし、いつもより半分ほど小さい。ラプトルや火蜥蜴たちと同じサイズだった。おそらくアーシャが調節したのだ。

『二〇秒』の公約を守るために、機敏さとスピードを求めて。

　すかさずハルも指示する。

「女王の力もまかせる。一気に片づけてくれ！」

　ルサールカの体に女王形態の装甲と両腕代わりのアームが装着される。

　そして、ハルが持つ魔銃の──サイレンサー付きの銃身。その下に銃剣が顕あらわれる。それと同時にルサールカの右手にも大おお太た刀ち、左手には小こ太だ刀ちが顕れた。

　大小二振りの刀はゆるく湾曲し、日本刀に酷こく似じしている。

　ハルの右手の掌てのひら、アーシャの左手の甲には《双刀の秘ひ文も字じ》が浮かんでいた。

「ルサールカ！」

　仕込みは終わり、あとは攻撃あるのみ。アーシャが叫ぶ。

「双刀の秘文字と疑ぎ似じ神格を併用して、精霊制圧ターニング・スピリツツ！」

　ルサールカの持つ双刀が蒼あおい輝きを放つ。

　この輝きを浴びると、集まっていた火蜥蜴サラマンデルたち（一五体に増えていた）は一様に動きを止め、硬直してしまった。これは聖なる呪じゆ縛ばくの光なのだ。

　双刀の輝きを浴びると、害意を持つ霊体は微動だにできなくなるという──。

　呪縛した瞬間にルサールカが動いた。

　火蜥蜴一五体の間で駆け、跳び、飛ひ翔しようし、三六〇度全方位に向けて高速機動。もちろん双刀を操ることも忘れない。火蜥蜴のそばを通過するたびに右手で大太刀、左手で小太刀を振るい、獲物を一刀両断してしまう。

　数十秒の間、竜に似たシルエットが蒼い稲妻となって荒れ狂った。

　結果、一五体の火蜥蜴は全滅。そして秒殺と完勝を成し遂げたルサールカは、最後に目の前のビル──旧《S.A.U.R.U.サウル》ニューヨーク支部の壁に大太刀を向ける。

　一いつ閃せん、さらにもう一閃。十字の印を刻みつけた。

　その瞬間、悪あしき霊の寄り合い所となっていたビルから、瘴しよう気きが一掃された。

　聖なる双刀の魔力がこの地を浄化したのである。

「ルサールカ、もういいです。実在化を解除！」

　すかさずアーシャが指示。蒼きワイバーンは双刀と共に姿を消した。

　旧マンハッタンの邪霊・火の精を呼ぶのは熱だけではない。リヴァイアサンの霊気も同じだった。不要な危険を冒さないため、最短時間で戦闘と召喚を終わらせる──特級魔女マスターマギのアーシャでなくてはできない芸当だった。

　しかも、戦闘後のアーシャはどんなスーパープレイのあとでも涼しげだ。

（いつもこんな感じに余裕たっぷりだと、文句なしにきれいなのになあ）

　声には出さず、ハルは心のなかでだけつぶやく。

　そして腕時計をチェック。実は召喚から今までのタイムを計っていたのだ。こんな余裕があるのも幼なじみとルサールカを信頼すればこそ。

　が、ハルは首をかしげた。二三秒。二〇秒をわずかに過ぎていた。

　こと戦闘に関する宣言をアーシャが破った例、皆無と言っていいのだが──。

「まあ、誤差の範囲ではあるか」

　ハルは肩をすくめて、言わないでおくことにした。




　旧ニューヨーク支部内の捜索はあっさりと終わった。

　聞いていたとおり、目当ての品は地下書庫のテーブルに放置されていたからである。

　二〇年前、若き日のユリアおばさんとハルの父が手にした書物。燧すい石せきとセットで発見された、大魔術師ソロモンの記した魔導書とやら。

　表紙に書かれたギリシア語の書名は『真祖ソロモンの遺稿』であった。

　本は現代でいうＡ３サイズよりも二まわりは大きい。ハルの手のひらと同じほどの分厚さである。羊皮紙を使っている。

　ずしりと重い古こ文もん書じよを布で梱こん包ぽうし、バックパックに入れて背負う。

　地下書庫にはまだまだ多くの古書が眠っているのだが、長居は無用なのでハルとアーシャは無視した。書庫を出て、階段をのぼっていく。

　かなり地下深くに造られた部屋だ。年代物のビルにエレベーターなどない。

　ふたりは一歩一歩、地道に階段を踏みしめていった。

　外の炎暑がうそのように、地下書庫もこの階段もひんやりしていた。

「おんぼろでも、さすが《S.A.U.R.U.サウル》の施設ってところかなあ」

　ハルは感心して、つぶやいた。

「クーラーもないのに湿気が全然こもってない。理想的な保管場所だよ」

「本を傷いためるのは湿気と虫と光ですからね……。建物が古い分、電気の供給が途絶えたあとも良好な保存状況を維持できたのかもしれません」

「冷房が当たり前に普及したのなんて、ここ半世紀のことだしねえ」

　アーシャとふたりでうなずき合う。

　古文書専用の地下書庫に保管されていると聞いたから、危険を冒してでも取りにくる気が起きたのだ。たとえビルの地上部分が火蜥蜴サラマンデルどもにふっとばされても、地下の書物は無事な可能性があると。

　ついにビルの一階に到着。外に出て、ふたりは大きく深呼吸した。

　時刻はまだ午後の二時過ぎ。陽が高いうちにブルックリンへ帰還できるだろう。

　だが、しかし。

　ハルは予想外の代しろ物ものを見かけて、息を呑のんだ。すぐに魔銃を呼び出す。

　隣ではアーシャが身がまえる。こちらも戦闘態勢だ。そして魔銃が──この武器に宿る火ひ之の迦か具ぐ土つちが今日はじめて「ほう」と声を発した。

　ハルたちの注目を浴びて、問題の人物は軽く右手をあげた。

「いよう」

　なんとも気安い挨あい拶さつだった。愛あい嬌きようのある微笑まで浮かべている。

　もし想像どおりの人物なら──ハルは銃口を向ける代わりに質問を投げかけた。

「……新聞は何を読んでいるんだい？　ニューヨーク・タイムズ？　それともウォールストリート・ジャーナル？」

「両方とも読むし、ＵＳＡトゥデイも読むぞ。毎日目を通すわけではないが」

　紅あかいジャケットを着た赤毛の大男はにやっと笑う。

　廃はい墟きよと化したアッパーイースト地区のストリートでなくとも、あらゆる人間の都市になじめるだろう。なにしろアメリカのメジャー新聞を三紙も愛読しているほどだ。

「やや俗すぎるが、デイリーニューズあたりも悪くない」

　男の言いぐさにハルはあきれた。まさかゴシップ中心のタブロイド紙にまで目を通しているとは。ため息まじりに訊たずねる。

「そうやって人間のことを研究して、州知事選のことも知ったとか？」

「研究……ではないな。ただ面白半分に外の街をうろついて、あれこれ見聞きしているだけなのだ。おお、そうそう」

　赤毛の大男はいたずらっぽく付け加えた。

「行きつけのカフェのお気に入りはエスプレッソとトーストした全粒粉のパン、半熟の目玉焼き。そいつにベーコン、カリカリに焼いたやつを添えるのがいい」

「ぼ、僕なんかより全然おしゃれな食生活じゃないか」

　思わぬ告白に脱力するハルの隣で、火ひ之の迦か具ぐ土つちが実在化した。

　緋ひ色いろの和服をまとう童女はにやにや笑いながら、紅いジャケットの大男に言う。

「あいかわらずだな、炎帝よ」

「呼び名はハンニバルで結構だ、女王。実はなかなか気に入っている」

　ついに──大男は自らの名を口にした。

　紅きハンニバル。旧マンハッタンの支配者。ハルはため息をついた。

　租そ借しやく地ちのなかを余よ裕ゆう綽しやく々しやくで歩きまわる人間など、もちろん只ただ者ものではない。ハンニバルの変身体ではないかと予想したのだが──むしろはずれて欲しかった！

「……人間に化けるドラゴンと会ったのは、これで三回目です」

　緊張した面持ちでアーシャが言う。

　特級魔女マスターマギとして長年、上位種と竜りゆう王おう級の恐ろしさを肌で感じてきた彼女だ。非戦闘員だったハルなどよりも、遥はるかに思うところがあるのだろう。

　一方、ハンニバルは人間の魔女にも気さくな笑顔を向ける。

「化け方を知っているくせに実践しない連中が多いからな。余はそのあたり、まあ、だいぶ無む頓とん着ちやくなのだ。行きたいところに行くし、会いたい者に会う。だから今回も──」

　紅き竜王はハルの顔をにやにやと眺めた。

「なつかしい双刀十字星の気配を感じて、見にくる気になった。するとどうだ。今は亡き紅ぐ蓮れんの女王に再会もかない、女王より『弓』を託された僭せん主しゆにも出会えた。ふふふふ、そやつがまさか『双刀』まで手にしているとはな……」

「パワーが絶対的に足りない分、せめて武器の数を増やそうってだけだよ」

　ハルは肩をすくめた。

「本当に強いドラゴンの連中はこんなこと考えないようだけど」

「たしかに。十分な武を備える竜りゆう王おうであれば、竜りゆう弑ごろしなどひとつあれば事足りる。とはいえ、数で力の不足を補うという考えは面白い」

　珍しいオモチャでも見るように目を細めつつ、ハンニバルは言う。

「弓の僭せん主しゆよ。知っているだろうが余は現在、州知事選を戦うための準備中だ。よければ、そなたに人間どもへの助すけ太だ刀ちを要請したいのだが」

「そこはふつう、助太刀するなって圧力を加えるところだって」

「いやいや。余は『民主主義デモクラシー』なるものを愉たのしむために、此こ度たびの事をわざわざ起こしたのだ」

　ハンニバルの浮かべる笑顔──その質が変わった。

　気のいい大男のそれから、豪放なる戦士の顔へ自然に変わっていたのだ。

「できれば障害は多い方がいい。その方が燃える。堪たん能のうできる」

「…………」

　ドラゴン上位種は血の気が多く、戦闘フリークスばかりである。

　しかし、種族の頂点たるハンニバルは毛色がちがうようでもある。それとも、その本性はやはり竜族の例にもれないものなのか。

　そのあたりはどうであれ、ハルに選択の余地はあまりない。

「まあ、僕の方もしがらみとか事業計画があるから、頼まれなくてもニューヨーク州の関係者に力を貸すことになるだろうけどね」

　ため息と共に言うと、ハンニバルは満足そうにうなずいた。

　……その後、紅あかき竜王は帰途につくハルたちを笑顔で送り出した。ブルックリンに帰るまで、一度も『火の精霊サラマンデル』につきまとわれることはなかった。

　ハルを無事に帰還させるため、手をまわしてくれたのだろう。

　できれば、ニューヨーク州のごたごたなどにかまわず、まっすぐ東京新しん都とに帰りたかったのだが──それはかないそうにない願望であった。
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　八月一〇日。旧マンハッタン潜入の二日後だった。

　朝九時頃、ハルはこの間も利用した租そ借しやく地ちへの入り口付近にいた。

　マンハッタン橋の上である。前回は自動車とバイクで通過した橋だが、今は自分の足で踏みしめている。ブルックリン側のたもとに近い辺りだ。

　橋上では、ニューヨーク州軍の州兵や背広姿の州政府職員もうろついている。

　そんな場所の片隅でハルはすわりこみ、あぐらをかいた膝ひざの上にノートＰＣを乗せて、日本のルナ・フランソワとビデオチャットをはじめた。

　租借地内とはいえ、このあたりはブルックリンの電波を拾って通信可能なのだ。

『……ニューヨーク州との契約はこんな感じね。くわしい内容をメールしておくから、目を通しておいて』

「わかったよ。結局、僕らの仕事は用心棒の先生ってわけだ」

『ええ。ハンニバルの問題が片づくまでの間、ニューヨーク州知事の顧問として適切な助言を行い、ときに武力の供与も行う。まあ、そんなところ』

　昨日、ハルたちのもとにニューヨーク州知事からのオファーが届いた。

　紅あかき竜りゆう王おうが起こした事件と彼の声明を受けて、ハンニバル対策チームへの加入を要請されたのである。ハルと仲間の魔女たちはこれを承諾し、契約関係の交渉をルナ・フランソワ──正確には彼女のブレーンである弁護士たちに一任した。

　結果を報告するルナは、画面のなかでにこやかに言った。

『竜王級が相手じゃ、ほかに適任者がいないもの。たぶん日本にいたままでも、ハリーと私たちにオファーが来たでしょうね。報酬その他の諸条件、ほとんどこちらの要求どおりになったくらいだし』

「経理の方もきちんとしなきゃだねえ」

『その辺は私のつてで税理士も銀行も連れてこられるから、大丈夫よ。それよりハリー、今回の緊急事態でニューヨーク滞在が長引くわけだけど』

　あいかわらずルナ・フランソワは笑顔だった。

　しかし、表情はそのままで視線だけ鋭くなり、ハルを抉えぐるように見つめる。

『その間にもし織おり姫ひめさんと〝やんちゃ〟するような展開になったら、私、ハリーにこう詰め寄るからね。──私のこと彼女の三倍は愛してくれなくちゃ、もう尽くしてあげないって』

「あ、ええと……」

『実際、今の私ってだいぶハリーに尽くしてあげていると思うの。でも、愛情には愛情で応こたえていかないと、将来的にいろいろたいへんよ♪』

「…………」

『ハリーが私じゃなくて織おり姫ひめさんを選ぶ、みたいな話になったら……いっそ私の手でふたりを亡きものにして、全すべてをご破算に──とか思う可能性もあるし。ふふふっ』

「それ、すごくいい笑顔で言う冗談じゃないよ！」

『いやねハリー。冗談じゃなくて六割本気』

「六割って数字が妙に切実感あってヤだな……それはそうと」

　やや強引にハルは話題を変えた。

「アーシャのことなんだけど、やっぱり心配だ」

『えっ？』

　奇妙な反応が待っていた。ルナ・フランソワはきょとんとしていた。

『どうしたの急に？　アーシャに関しては野生のままサバンナで生活させて、赤裸々な生態を生あたたかく見守るのがハリーの基本スタンスでしょう!?』

「いや、僕らふつうになあなあの幼なじみ同士だし」

『じゃあ当たりじゃない。熱すぎず冷たすぎずの生あたたかさ』

「ははは……」

『ま、あのアーシャが食欲不振というのはたしかに異常事態でしょうね。とりあえずハリー、冷静に経過観察して、異常を発見したら報告して。私も原因究明に努めてみるから』

　ルナの生物実験中の研究者めいた物言いで、チャットは終了した。

　ハルは通信に使っていたノートＰＣをバッグにしまい、空を見あげてみた。

「来たか……」

　北の空より紅あかきドラゴンの雄姿が飛来する。

　──二日前、旧マンハッタン租そ借しやく地ちでハンニバルと会ったとき。

　別れ際に竜りゆう王おうから要請された。近日中に現職の州知事と直じかに話をしたい、二日後の朝、都の入り口まで連れてくるようにと。

『もしかしてそれ、マンハッタン橋のことかい？』

『うむ。この島にかかる橋、たしかそのような名だったな』

　あきれたことに、ハンニバルは租借地になる前の地名をそらんじていた。

　竜王の要請を《S.A.U.R.U.サウル》経由で州知事に伝えたところ、即座に承諾された。無理もないとハルはうなずいた。地上最強のドラゴンに請われて、断れるはずがない。

　予想外だったのは、立会人になって欲しいという要請がハルにも来たことだった。




「考えてみれば、ニューヨークの諸君とは長いつきあいになるが──」

　人間体となったハンニバルは開口一番、朗ほがらかに言った。

「こうして顔と顔をつきあわせるのは初めてだったな、ふふふふ」

　身長一九〇センチの大男が機嫌よさそうに微笑している。紅あかいジャケットを着て、身ごなしも話しぶりも人間そのものに見えた。

　ハンニバルの表情は自然だった。雰囲気も友好的だとさえ言える。

　だが、彼と向き合う人間たちは緊張しきっていた。唯一の例外はハルだけ。ほかの面子めんつはみんな表情を硬くし、無言で紅き竜りゆう王おうと向き合っている。

　仕方ないだろう。彼らは今さっき目撃したばかりなのだ。

　マンハッタン橋に降り立った紅きドラゴン王。彼の巨きよ躯くがやにわに縮小をはじめ、人間の姿に変身を遂げる──その一部始終を。

　人間側の会談参加者はまず、現職のニューヨーク州知事。

　さらにニューヨーク市長。軍を代表して《W.o.t.Cウイツチーズ》のリーダーであるクリスティンと、彼女たちの指揮官だという州知事付の補佐官。

　クリスティンをのぞけば、いずれも四、五〇代の中高年男性。

　実績・見識・強いパーソナリティの全すべてを兼備して然しかるべき顔ぶれである。

　だというのに、ハンニバル人間体に気け圧おされきっている。彼らは竜王の変身を目まの当たりにして、畏い怖ふと驚きよう愕がくで打ちのめされたのだ。そして、大男の背後に紅きドラゴンの影をかいま見て、萎い縮しゆくしてしまった……。

　ここで州知事らを『覚悟が足りない』と批評するのは酷こくだろう。

　今でこそ飄ひよう々ひようと竜王たちと向き合うハルだが、当初は上位種のソスにさえ萎縮し、まともに会話できなかった。竜王のプレッシャーはその比ではない。

　ハルはまず、自分が口火を切ることにした。

「とりあえずすわろうか。席を用意してあるんだ」

「うむ」

　うなずくハンニバルをエスコートして、席の方に向かう。

　わざわざニューヨーク市庁舎の会議室より重厚なデザインの長机と椅い子すを運び出し、マンハッタン橋の中央付近に設置したのだ。一応、ハンニバルが人間体で現れる可能性も考慮しておいたので、彼のための席も準備済みだ。

　ハルが案内した竜王の席へ、ハンニバルは悠然と腰かけた。

　長机をはさんだ対面に州知事・市長・補佐官の席も用意してある。彼ら三要人の背後でハルはクリスティンと共に待機しようとしたのだが。

　ハルの肩に手を置く人物がいた。なんと州知事だった。

（……一体、何でしょう？）

（……君はこっち。私のとなり♪）

（……へっ？）

　ハルにささやきかけながら、州知事は愛あい嬌きようたっぷりにウインクする。

　五〇代前半で、スーツが似合うハンサム。体型もスリムだ。週末のテニスが趣味だというから、その賜たま物ものだろう。彼の父親もニューヨーク州知事だったという。

　アングロサクソン系・プロテスタント・政治家一族の生まれ。

　絵に描いたような名門出の州知事は、人好きのする微笑をハルに向けていた。

（この会談での僕の仕事って、ガードマンみたいなものですよね？）

（プラスで通訳と外交官も頼むよ。君がいちばん適任みたいだ）

（今って州知事が強いリーダーシップを見せて、大衆受けを狙ねらう場面のような……）

　ハルはひそひそと耳打ちした。

（たとえば自らドラゴンの大ボスと交渉して、事態の解決に取り組むとか）

（大丈夫。問題ないよ。この会談はマスコミに極秘だし、テレビ中継もないから。もともと実際の交渉はうちの補佐官にまかせるつもりだったんだ。でも方針変更だ）

　軽い調子で共和党所属の州知事はささやく。

　次回の大統領選に立候補するのではとも、うわさされている。彼はどうやら『よきにはからえ』で実務を部下や専門家にまかせるタイプらしい。

　竜りゆう王おうを前にして、この開き直り。ある意味でこれもリーダーの資質かもしれない。

　……結局、州知事の左右にハルと補佐官がすわり、ハンニバルと向かい合う。

　脇で見ていたクリスティンが『へえ』という表情で微笑ほほえんだ。

　尚なお、この会場はハドソン川にかかるマンハッタン橋。ブルックリン側の岸辺には州軍の地上部隊と魔女たちが待機している。

　アーシャ、織おり姫ひめ、羽は純ずみの三名と《W.o.t.Cウイツチーズ》の残りメンバー三名。

　緊急事態が発生したときは、すぐに救援に駆けつけてくれるはずだった。

「じゃあ、話をはじめようか」

　自然と進行役をハルがつとめることになった。

「それで知事に話っていうのは？」

「なに。現在の地位を余に禅ぜん譲じようする気があるか否いなか、彼に訊きいてみたいと思ってな」

（……もちろんノーだよ、君）

「もちろんノーだ。大体、禅譲なんてシステムは民主主義にはないし」

　ハンニバルの言葉を受けて州知事とひそひそ話。それを通訳。

　禅譲とは、権力者がその地位を血縁者ではない誰かに継がせること。こんな言葉をよく知っているなと感心しつつ、ハルは言ったのだが。

「たしかに制度としてはないのだろう」

　ハンニバルはさらりと応じた。

「だが、十分に声望のある現職首長が退任するにあたり、後任として推挙された者は選挙戦を有利に戦う──。その傾向はたしかにあるはずだ」

「ドラゴンのくせに妙なこと知ってるなあ……」

「それにな。そなたらの民主主義にはシステムに反する例外事項が多い」

「えっ？」

「王家の血筋や武力などではなく、民意によって統治者を選ぶ。それが民主主義の根幹なのだろう？　だというのに、政務にかかわる職を世襲する慣習が地上の各地にはびこっていると聞く。部外者の余が言うのも妙な話だが、いささか非民主的に思えるな」

「…………」

　よりにもよって、ドラゴンの王から『非民主的』と言われてしまった。

　隣を見たら、州知事は目をぱちくりさせて、聞こえないふりをしていた。彼の一族には父方・母方のどちらにも議員・市長・知事・大使などがゴロゴロしているらしい。

　そんなハルたちをよそに、ハンニバルはさらに言う。

「この国の民は代々、力強い統治者を望んできたと聞く。そうであれば、余を越える適任者は──地上にいるとは思わぬ。余はまずニューヨーク州知事となり、それから大統領の地位をめざそうと思うのだが」

「人間の政治家みたいなステップアップを狙ねらわないでくれよ」

　ニューヨーク経由ホワイトハウス行き。理想的な大統領就任コースのひとつである。

　ハンニバルの人間通ぶりへ、ハルは脱力気味につっこんだ。

　考えてみれば、火ひ之の迦か具ぐ土つちも携帯ゲーム機やチェスの遊び方を勝手に覚えて、趣味にしている。それを思い出せば、あまり不思議ではないのだが。

「そもそも知事や大統領になって、どんな政策を実行するつもりなのさ？」

「よく訊きいてくれた。実はそれも諸君を呼んだ理由のひとつだ。今より語る余の方針、メディアを通じて民に伝えよ。尚なお、これは要請ではない」













　要請ではない。つまり命令。ハンニバルがにやりと笑った。

　気のいい大男の顔から、いつのまにか力強い覇王のそれに変わっている。

「余はな……このアメリカ合衆国をひきいて、いくさをしたいと思うのだ。海を渡って欧州の地に攻め入り、勝利と制覇を意のままにする」

「!?」

「ついでに、彼の地に巣くう我が盟友にして旧敵──黒の雷帝を打倒するとしよう」

　黒の雷帝。旧ワルシャワ租そ借しやく地ちに隠れ住む竜りゆう王おう級。

　紅あかきハンニバルとちがい、彼はめったに姿を見せない。二〇年ほど前に三回だけ、地中海と中欧、そして黒海沿岸に出現しただけだ。

　彼はヨーロッパの地で破壊を謳おう歌かする全ドラゴンの王であり、指導者だった。

「無論、ハボネス──そなたらも知る羽トカゲどもと我が眷けん属ぞくのみをひきいて、いくさに臨むことはできる。しかし、それではつまらぬ」

　この場に居合わせた人間たちは皆、呆ぼう然ぜんとハンニバルを見つめている。

　しかし、スポークスマンのハルに沈黙は許されない。ひとり竜王に言葉を投げる。

「どういうことだよ、それ？」

「なに、余はより困難な闘争を行いたいのだ」

　ハンニバルは傲ごう然ぜんとうそぶいた。

「弱兵と弱国をひきいて強壮なる竜の帝国に挑み、これを制覇せんとする。余の剛腕と将器をもってしても、勝利さだかでない戦場となろう。だが、それがいい。余はたやすき勝利よりも困難な敗北こそを望む！」

「り、リアルでＳＬＧをやるつもりなのか……」

　自国の国力をアップさせながら敵国の領地を奪っていくシミュレーションゲーム。

　スタート段階から国力の強い国を選ぶ方がプレイは容易になる。だが、ここであえて最弱クラスの国を選び、士気の低い兵をひきいて、より困難なゲームを楽しむ──。

　実はその手の制限付きプレイ、ハルも嫌いではない。

　結構ＳＬＧは好きなのだ。しかし、今回は竜王の言いぐさに反論する。

「そんな政策をかかげるドラゴンが選挙に出たって、票が入るわけないだろ」

「それについても考えがある。実は選挙へ出馬するに当たって、余はこのアメリカ国の東海岸より兵器という兵器、軍備という軍備を奪おうと思う」

「…………」

「羽トカゲどもの襲来におびえる民に余は呼びかけよう。『最強の覇王である余のもとに集つどい、部民となれ』と。そのうえで民主的な選挙とやらに臨めば、余を慕う民もそれなりに出てきそうではないか」

　計画と呼ぶには杜ず撰さんすぎる計画をハンニバルは語り、にやっと微笑した。

「なに。一時的に財と武器を失おうとも、よそから奪えばいい。隣の州なり国なりに攻め込んで、必要なだけ劫ごう掠りやくすればいい」

「いかにも戦闘民族っていうか……野蛮人の発想だよ、それは」

　匈きよう奴ど、突とつ厥けつ、スキタイ、モンゴル、ゲルマン、ヴァイキングなど。

　世界史上の好戦的な民族の名をいくつかハルは思い出した。実はハンニバルの考案、人類も古くから親しんできた戦場の作法だ。これらの集団は特に得意としていた。近現代となった以降も補給を〝現地調達〟に頼る軍隊は多かった。

　そして痛感する。

　結局、紅あかきハンニバルは『高貴なる野蛮人』なのだ。

　すぐれた知性と観察力を持ち、竜族のくせに人間的な魅力さえも持ち合わせる。文明の理解者であり享受者にもなりうる。

　しかし、彼はどこまでも野蛮で、野性的で、不変だった。

　文明社会の風習につかっても、それに決して染まりはしない高貴なる蛮族──。

「構想を語ったのが竜りゆう王おうさまじゃなかったら、鼻で笑って相手にしないんだけど……」

　バカバカしいほどに野蛮かつシンプルなアイデア。

　しかし、実はそれなりに合理的で、実行できるだけの非常識な力があれば、シンプルなだけに意外と上う手まくいってしまいそうな……。

　ため息をこぼすハルの前で、ハンニバルはいたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「まあ、事が都合よく運ぶかは正直なところ余にもわからぬ。まずはやってみなければなるまいて。さっそく明日より取りかかるとしよう。州の民にも宜よろしく伝えておいてくれ」

（……君！　交渉、もっと交渉ねばって！　せめて時間稼ぎをおねがい！）

「あ、ええと」

　ゲーム機のスタートボタンを押す気安さで竜王が言えば、州知事は大いに焦あせる。

　無理もない。ハンニバルの計画始動は、東海岸の軍事施設への攻撃開始を意味する。すこしでも猶ゆう予よが欲しいのは当然だ。両者の間でハルは頭をかいた。

「その前に、住民投票とかはどうだろう？」

「ほう、投票だと？」

「うん。アメリカ国籍がないどころか人間ですらない竜王さまの立候補を認めるか。その是非を民衆に問いかけるんだ。民主主義の主役である一般の人たちにさ」
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「すごいですね……。テレビはずっとハンニバルさんのことばかりです」

「新聞もページの半分がこのニュースみたい。とんでもない騒ぎになってるわね……」

　羽は純ずみと織おり姫ひめが目を丸くして、感心していた。

　ブルックリン区のベッドフォード、《S.A.U.R.U.サウル》ニューヨーク支部。その休憩室でハルたちはコーヒーを飲んでいた。

　一般家庭のリビング風にソファと低いテーブルを置いている。

　そして、その前にある四二インチ液晶テレビは夜の報道番組を映していた。

　紅あかきハンニバルがここ数日で行った〝襲来〟のくわしい内容と、ニューヨーク州民に突きつけた『州知事立候補の抱負と政策プラン』について特集している。

　マンハッタン橋で会談を行った日の翌々日だった。

「で、でも、こんな大々的にニュースとかで流していいんでしょうか？」

「こういう情報、日本だとあまり公表していない気がするわ」

「もちろん秘密にできるのなら、その方が面倒はないんだけどね」

　不思議がる日本の魔女ふたりは、対面のソファにすわっている。

　ちなみに、彼女たちはハルの隣にすわる人物へ不思議そうな視線を向けていた。

　ただし、羽は純ずみがいつもの天使らしい笑顔なのに、織おり姫ひめはやや落ち着きがない。そわそわしている。居心地の悪さを感じながら、ハルは語る。

「今回は仕方ないんだよ。なにしろ情報発信源の竜りゆう王おうさまが各社新聞の愛読者だから。人間側がきちんと情報公開をしているか、チェックされちゃう」

　テーブルの上には今日の新聞が七社分そろっている。

　全国紙も地方紙も当然のように『ハンニバル・ニュース』が一面だった。そして、四日後に迫った住民投票のことも大きく取りあつかっている。

　ドラゴンである紅きハンニバルの立候補自体を認めるか否いなか。

　その是非をニューヨーク州民に問うため、住民投票が実施されるのだ。

「でも、住民投票のことを持ちかけたときのやりとり、面白かったよ」

　朗ほがらかに言ったのは、クリスティン・ハルクだった。

　彼女は二〇分前、春はる賀が晴はる臣おみを訪ねて支部にやってきた。しかも、この休憩室に入るなり、ハルと同じソファに腰をおろし、すぐ隣に陣取ったのだ。

　ふたりの間の距離は一〇センチほど。近すぎる。

　そして、それを見つめる織姫の瞳ひとみが悲しそうに見えて──気まずい。

　一方、ハルの内心をよそにクリスティンは無邪気に言う。

「ハルがすました顔で『アメリカ国籍のないドラゴンに被選挙権は認められない』とか言ったら、ハンニバルは『移民であっても永住権と市民権は獲得できるはずだ』ってニヤニヤ言いかえして。で、そのあたりを住民投票で白黒つけようって意気投合するの」

「あれは意気投合じゃなくて、ゲームみたいなものだよ」

　くすくす笑うクリスティンの隣で、ハルは肩をすくめた。

「大統領に立候補とかアメリカをひきいて戦争するとかハンニバルが言うのは、完全なゲーム感覚なんだ。地球を舞台にしたオンラインＳＬＧを遊ぼうくらいのノリ。だから、向こうに付き合って『選挙ごっこ』を持ちかけただけで」

　それをハンニバルが面白がったのは、ただの幸運だ。ともあれ、数日後に緊急の住民投票を実施するという線で話はまとまり、しばしの時間を稼ぐことはできた。

　現在、投票後を見据えて、さまざまな準備が進行中だ。

　ちなみに、アメリカ大統領への立候補には市民権だけでなく、『米国生まれである』という条件も必要となる。もちろんハンニバルが満たしているはずはなかった。

　が、彼の場合はそもそも人間でさえない。そこはハルも軽やかにスルーした。

「まあ、僕じゃなくてハンニバルの遊び心に感謝すべきだろうねえ」

「なに言ってるの。ぼくたち──州知事の閣下もふくめて、あそこじゃみんなカカシスケアクロウみたいに見物しているだけだったんだから。やっぱりハルのお手柄。さすがだね！」

「!?　き、距離が近すぎるよ、クリス！」

　クリスティンがいきなりハルの首っ玉に抱きついてきた。

　やや行きすぎた親愛の表現。突然のボディランゲージに羽は純ずみがきょとんとし、そして、いきなりの物音──がしゃん。

　ちょうどコーヒーを飲もうとしていた織おり姫ひめが、カップを落としてしまったのだ。

　幸いカップは無事で、なかの黒い液体も残りわずかだった。

「ご、ごめんなさいっ。手がすべっちゃったわ！」

「だいじょうぶ、姉さま!?」

　床にこぼれたコーヒーを拭ふこうと、織姫がしゃがみこむ。

　羽純とハルもティッシュペーパーを手に取り、それに付き合う。三人で腰をかがめて後片づけをしているとき、たまたま織姫と視線が合った。

　いつも明朗快活な彼女。だが今、ハルが初めて目撃する表情を浮かべていた。

　春はる賀が晴はる臣おみのことを心配そうに見つめてから、ハッと我に返り、切なそうにうつむいてしまったのである。ハルはいたたまれない気分になった。

　すぐに織姫を連れ出して外で──ふたりきりで話をしようと、衝動的に思ったとき。

　一部始終を見ていたクリスティンが涼しい顔で、

「……もしかして、ハルって結構モテる？」

「へっ？」

　またも爆弾発言を炸さく裂れつさせた。

「チーム内の女の子とは抜かりなく親密になって、恋も仕事も毎日充実って感じ？　実は意外とやり手なんだ。ぼく、初めて画像でハルの顔を見たとき、ひとりでいるのが好きそうな偏屈男子だと思ったんだけど……ふふ、思わぬ一面を知っちゃった」

「ぼ、僕のキャラクターを勝手に捏ねつ造ぞうしないでよ」

「そ、そうだわっ。春賀くんはそんなアメリカのドラマに出てきそうな人じゃないし、わたしとだってまだ──」

　ハルがすぐさま反論すれば、すぐそばで織姫も叫ぶ──。

　そう。十じゆう條じよう地じ織姫は「まだ」と言ったところで、ハッと口に手を当てた。その様子をチェシャ猫のようにニヤニヤと眺めつつ、クリスティンが言う。

「まだ？　まだ正式におつきあいはしていない……そういうことでいいの？」

「＠△※×□!?」

「じゃあ、ぼくがハルにアプローチをかけても問題はないってことになるのかな？　さしあたっては今夜にでもディナーに誘うとか」

「＠△※×□＠△※×□!?」

「ね、姉さま!?」

　クリスティンが言葉を発するたび、織おり姫ひめは目を白黒させた。

　そのうえ、あたふたと混乱しきった様子で口をぱくぱくさせている。そんな従姉妹いとこを落ち着かせようとして、羽は純ずみが急いで寄りそう。

　そういえば、ハルの同級生は学園のアイドル兼かなりのあわて者なのだった。

　ハルは彼女に代わって口を開こうとした。

「ち、ちょっと待ってよ。僕は──」

「残念ですが、晴はる臣おみの予定はもうふさがっています。今夜は私といっしょに、先日入手した古こ文もん書じよを解読するんです」

　割って入ったのは、ハルの幼なじみであった。

　ちょうどドアを開けて、休憩室に入ってきたところだ。給湯室でいれたとおぼしきコーヒーのカップを持つだけで、お茶うけのドーナツもケーキも持っていない。

「第四階かい梯てい以上の魔力を要求される作業です。ミス・クリスティンがその条件を満たしているのなら、ぜひお手伝いをお願いしたのですが……いかがでしょう？」

「残念。ぼくは第三階梯なんだ」

　急に割り込んできたアーシャへ、クリスティンは右手を差し出した。

「ちゃんと話すのは初めてだね。特級認定マスタークラスのミス・アナスタシアでしょ？　ぼくのことはクリスでいいよ」

「はじめまして。私もアーシャで結構です」

　アーシャも握手で応こたえると、クリスティンはさわやかに笑った。

「なんか聞いていたのと印象が全然ちがうなあ」

「私のことですか？　どんなうわさが広まっているんでしょう？」

「みんな、結構ひどいこと言ってたよ。アーシャのことケダモノとか野生の証明とか、戦場以外では全然落ち着きがないとか。そんなことないじゃんねえ」

「まったくです。みんな、変な冗談ばかり言って、困ってしまいます」

　しっとりと微笑ほほえみながら、アーシャは東海岸の魔女と談笑する。

　そうやって、寸前までの騒ぎをうやむやにしてしまった。そんな幼なじみを前にして、ハルはあらためて痛感した。やはりアーシャはいつもとちがう。

　いつもより遥はるかにクールで落ち着きがある。人あしらいがやけに上う手まい。

　一体、彼女に何が起きているのだろう？




「というわけで、事件の真相をとっとと自白して欲しいんだけど」

「いきなりムチャクチャ言いますね、晴臣は……」

　二時間後、ハルとアーシャはホテルの部屋でふたりきりだった。

　ハルが宿泊する部屋のデスクに、『真祖ソロモンの遺稿』が鎮座している。

　Ａ３サイズよりもふたまわりは大きな、ぶあつい魔導書。この謎めいた書物の上には、鋼はがね色の武器──ハルの魔銃が置かれていた。

　現在、銃としての機能ではなく、『魔導の杖つえ』としての力を活用中だった。

「清せい廉れん潔けつ白ぱくな私へあらぬ疑いをかける前に、経過報告をしてください」

「まあ、いいけどさ。……この銃は僕専用の〝魔法使いの杖〟でもある。こいつと火ひ之の迦か具ぐ土つちに頼んで、解読を進めてもらっている」

　しれっとした顔のアーシャを前にして、ハルは語った。

「《S.A.U.R.U.サウル》の研究班がまともな方法で解読を試みても、この本にかけられた偽装魔術に欺あざむかれて、真の文面にたどりつくまで一〇年かかったかもしれない。で、ついに見つけた本文を解読するのにもう二〇年とか」

「それを火之迦具土は何年で解読するんですか？」

「彼女いわく、『五日はかからないだろう』だってさ」

「住民投票までには間に合う可能性が高いわけですか。さすが元竜りゆう王おうとルルク・ソウンのマジックアイテム、いい感じにデタラメです」

　この作業を開始したのは、二日前の夜からだった。

　守護者として魔銃に宿る火之迦具土は、そのときから姿を現していない。解読作業に全霊力を集中させているのだ。ハルも魔銃をホテルの部屋に置きっ放しにしていた。

　武器が必要になる事態は、すぐには起こらないだろう──。

　そうと見込んでの行動だった。二日前の夜からホテルスタッフの出入りも厳禁しているため、部屋のなかはだいぶ散らかっている。

「こんな感じだから、アーシャの手伝いは必要ないんだけどね」

「もちろんわかってます。あの話はクリスに退散してもらうための方便です」

「…………」

「まったく。晴はる臣おみのような悪行三昧の『ふう、やれやれ』系無気力男子がいきなりモテモテ王国の住人になるなんて、実に遺憾な話です。そういうモテ期はもっと女子の気を惹ひくために努力している肉食系男子に到来すべきなのに」

　アーシャが肩をすくめて、批判精神あふれる意見を口にした。

「この世界には正義も公正さも欠如しているようですね」

「く、クリスは軽い気持ちで僕にちょっかい出しているだけだよ、たぶん。ほら、僕みたいなのは現代では初登場だから珍しいわけだしっ」

「ま、火之迦具土も『晴臣は現代に甦よみがえったソロモン二世』とか言ってたそうですし」

　幼なじみは皮肉っぽい口調で言う。

「彼の事績にならって、七〇〇人の妻と三〇〇人の側女を娶めとってみますか？」

「そんなの、旧約聖書に書かれた与よ太た話だろ。信じる方がどうかしてるよ！　大体、僕なんかにソロモン王と似ているところなんてあるはずないし」

「この短期間でルナとクリス、ふたりのアメリカ女子をたぶらかしているのに？」

「も、もしかしたらアメリカの娘と相性がいいのかもね、ははは……」

「バカ言わないでください。日本人の織おり姫ひめさんともあやしい雰囲気じゃないですか」

「──!?」

　アーシャに喝かつ破ぱされて、ハルは愕がく然ぜんとした。

　最近になって、ようやく自覚がぼんやりと生まれてきたのだ。

　もしかしたら自分は十じゆう條じよう地じ織姫という少女に────いるのだろうかと。だが、それをまさかアーシャに指摘されるとは。

　幼なじみはこの手の事柄に対して、ハル以上に鈍いはずなのだ。

　だというのに、なぜ？　狼ろう狽ばいしているところに、さらに追い打ちまで来た。

「本当に節操のない、困った晴はる臣おみですね。ルナには唇まで不意打ちで奪われて……そのせいで彼女を必要以上に意識して、邪剣にできないんですか？」

「邪剣になんかできるわけないだろ。ルナは仲間のひとりだし、それに」

「それに、積極的な彼女のアプローチに心がぐらぐら揺らいでいるし、ですか？」

「…………」

　返事に困り、口ごもった瞬間だった。

　アーシャがすっとハルのそばに近づいてきた。幼なじみの意図が読めず「？」と首をかしげる。その直後、アーシャはさりげなくハルの顔に唇を寄せて──

　ちゅっとキスをした。ハルの唇に。

「へっ？」

「こんなだから、ルナやクリスに付け込まれるんです。猛省が必要ですね」

「えっ？」

「じゃあ、おやすみなさい晴臣。私のことを夢で見て、そのまま破は廉れん恥ちでよからぬ妄想を愉たのしんだりしても……今夜は特別に許してあげます」

「…………」

「これでも私、心の広い幼なじみなんです。じゃ、また明日」

　そう言いのこして、アーシャは部屋から去っていった。

　このあとハルはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。そのまま一〇分ほど思考停止。そして、どうにか立ち直ると、頭のなかでいろいろな思考がぐるぐると渦を巻きはじめる。

　あのアーシャが一体どうしてキ……なんかを僕にしたのか。

　また、とにかく胸がどきどきしている。動どう悸きがおさまらない。おかしい。

「ぼ、僕はこれからどうしたらいいんだ!?」

　ある意味で竜りゆう王おうたちとの抗争以上に厄介な、人生最大の難問。

　そんな代しろ物ものにいきなり直面させられて、大いにうろたえるハルだった。
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「どうですか、部長！　私だって、やればできるんですっ」

　晴はる臣おみがルナ・フランソワと毎日チャットしているように、アーシャにも定時報告を行う相手がいた。東京新しん都とのＭ部長である。

　ホテルの自室にもどったアーシャは、ノートＰＣ経由で部長と会話中だった。

「今夜のは会心の一撃でしたね。晴臣のやつ、今頃『胸のドキドキ、止まらないよ☆』状態で私のこと意識しまくりですよ、まちがいなく！」

『へ、ヘタレのアンタがそこまで仕掛けるなんてねえ……』

　ノートＰＣの液晶のなかで、Ｍ部長がびっくりしている。

『手て前まえ味み噌その自己暗示でそこまで変われるなんて、びっくりトンデモ本の世界だわ』

「暗示といっても、ちゃんとした催眠系の魔術ですから。そこに私の魔力と、暗示に全力で乗っかろうとする開き直りが加わって、かつてない効果を生んでいるんです」

　ボストンを観光した夜──。

　アーシャは鏡と向き合い、自らに《催眠暗示》の術をかけ、言い聞かせた。『あらゆる手段を尽くして、冷静かつ的確に獲物を仕留めよ』と。

　えへんとうすい胸を張りながら、アーシャは言った。

「ヒントはうちの母でした。小学生の私に空気銃の使い方と狩猟を教えてくれたのは母なんですけど、私、なかなか上う手まく獲物が捕れなくて」

『アンタの家って、親御さんまでフルメタ仕様なのネ……』

「そんな私に母が言ったんです。『大切なのは、獲物の喉のど笛ぶえをかき切る瞬間まで己おのれをクールに保つことだ』と！」

　母より授かった教えをアーシャは思い出した。

「Be cool。獲物の前で舌した舐なめずりは後悔することになる。引き金は二回ひけ。数々の鉄則を思い出した私はそれを恋愛でも活用すべきだと悟り、この復活劇ですよ！」

『そりゃ、肉食系モテ女子の恋愛術もハンティング同然だけど』

　Ｍ部長はむーんとため息を吐き出した。

『アンタにも同じ真ま似ねができるなんて、感無量だわ』

「部長の教えがあればこそです。今までの特訓内容、なかなか実践できずに苦しんでいましたが……それでも私の無意識下に刷り込まれ、血となり肉となっていたようです」

　アーシャはフッとニヒルに微笑ほほえんだ。

「自己暗示が発動中の私は、教わったモテ技術の数々を呼吸でもするような自然さで使いこなせるんです。ときには教わった以上のことだって」

『もうテクニックを越えて、野生の狩猟本能の領域なワケね……』

　晴はる臣おみに近づく女の気配を直感で察知し、さりげなく妨害。

　ふとした拍子にアーシャのことを思い出させるための、巧みな印象操作。

　さらに今夜のように、晴臣の虚を突くタイミングでの的確な奇襲。ただの幼なじみから恋愛対象へと変へん貌ぼうするために必要不可欠な布石。

　……全すべて、今までのアーシャにはできなかったことばかりである。

「ルナと織おり姫ひめさんに後れを取っている戦況は認めましょう。ですが、手遅れという段階ではありません。かといって、一発逆転を狙ねらうのは早計すぎる……」

　アーシャは淡々と己おのれがとるべき方針を語った。

「今は自分が弱小国であるという立場を謙虚にわきまえつつ、繊細に戦闘準備を重ねるべきです。好機が到来した瞬間に、いつでも電撃戦を仕掛けられるように」

『も、モテるための戦略まで語れちゃうわけ、今のアンタ!?』

「正直、今の私に狙われて、無事でいられる男子がいるとは思えませんね」

　勝ち誇るでも自慢するでもなく、淡々とつぶやく。

　今のアーシャは闘志を内に秘めながらも常に冷静沈着な名将であり、標的を撃ち抜くまではいかなる辛しん苦くにも耐える狙撃手スナイパーだった。

　しかし、そんな教え子にＭ部長は言う。

『アンタの飛躍的なレベルアップはめでたいけど……あっちはどうなのよ？』

「え、あっちとは？」

『例の食欲不振。暗示かけた直後から、全然食べなくなったんでしょ？』

「まあ、今もそのままです。でも、気にしなくていいと思いますよ。特に不都合は出ていませんし、体も健康そのものですから」

『本当に？』

「…………」

　さすが全部員の母を自称するだけあり、Ｍ部長は細心だった。

　アーシャは努めて明るい声で返事をしようとした。が、その前に部長が言う。

『ま、非モテのヘタレ女を一夜にして恋愛戦士に変えるような裏技、リスクがゼロって話もないわよネ。アンタもうすうす自覚してるんじゃない？』

「し、正直、心当たりはないのですけど……」

『だとしたら、かなり運のいい状況だと思うわよ。とりあえずゲームオーバーのピンチは回避できたことだし、今のうちにブースト状態を終わらせるのもアリなんじゃない？　多くを望みすぎずに』

「…………」

『じゃ、またね。何かあったら気軽に連絡しなさい。ただし、日本が深夜の時間帯はダメよ。夜更かしはお肌に悪いんだから』

「び、美容に気を遣っていたんですか!?」

　衝撃の事実が露見したあと、Ｍ部長はチャットを打ち切った。

　アーシャもノートＰＣの電源を落とした。この日本製Ｂ５ノートは民間で販売されていた機種だが、おそろしく頑丈で抜群の耐久性を持つ。軽く落とした程度ではほとんど破損せず、データも消えたりしない。

　そこに各国の軍事関係者が目をつけて、戦場でもよく使われている。

　二年ほど使いこんだノートＰＣは何も表示していない。黒く、光沢のある液晶画面。そこにアーシャの顔が映りこんでいた。

　見なれた自分の顔を見つめつつ、思い出す。

　旧マンハッタン租そ借しやく地ちでの戦闘。二〇秒と公約しておきながら、若干のタイムオーバーがあった。いまだかつて、アーシャが冒したことのなかった失態である。

　これが今日や明日、すぐ問題になるとは思えない。

　だが、あるいは数週間後、数か月後にはもしかしたら──
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　住民投票が開催されるのは八月一六日。

　このイベントとハンニバルの問題がある程度落ち着くまで、ハルはニューヨーク市に滞在する予定だった。もし事態が長期化するようなら、東京新しん都との魔女である織おり姫ひめ・羽は純ずみは先に帰国させる……。

　そうと決めてから、すでに数日が過ぎていた。

　カレンダーの日付は八月一五日。住民投票は明日に迫っている。夕方、ハルは羽純といっしょに車で買い物に出かけた。

「あの、先輩。ちょっといいですか？」

　日用雑貨とお菓子類を買いこんだ帰り道。

　ブルックリンの街中を走る車内で、助手席にすわる羽は純ずみは首をかしげた。ちょうどカーナビの液晶で夕方のニュース番組を見ていたところなのだが。

「今やっているニュース、ハンニバルさんの立候補を認めるか──イエスかノーで答える街頭調査の結果、なんですよね？」

「うん、そのとおり」

　英語のヒアリングを練習したいという羽純のために、ニュースを流していたのだ。

　ハルがうなずくと、まじめな後輩は不思議そうに言った。

「ニューヨーク市民の方たちに聞いた結果、『ノー』が七八％で『どちらともいえない』が一六％、『イエス』が六％……で合ってますか？」

「大丈夫。ばっちり当たってるよ」

「つまり『ノー』じゃない人が二割もいるんですよね……。ちょっとびっくりです。ドラゴンのハンニバルさんが州知事になるかもしれないのに」

「不特定多数の人間に訊きいてまわったら、そういう結果も出るかもねえ」

　車のハンドルを片手で操りながら、ハルは言った。

　夕ゆう闇やみがブルックリンの街を支配しつつある。渋滞というほどではないが、なかなかに交通量は多い。ニューヨーク市のように竜族租そ借しやく地ちが間近に生まれた大都市は、住民がどんどん離れ、過疎化が進んでいくものだ。

　東京新しん都とがいい例だった。だが、ニューヨーク市は数少ない例外だった。

　竜りゆう王おうハンニバルの存在が逆にラプトルの襲来を抑えているのと──もしかしたら、街自体と住民たちが持つバイタリティーのおかげかもしれない。

「実はさ。アメリカにはハンニバルを新世紀の神と崇あがめる新興宗教が存在するんだ」

「ええっ!?」

「あとハンニバル自身が言ったように、二一世紀で最も力強いリーダー像だってのはまちがいないから……かなあ？　経済的・社会的に行き詰まった人たちを惹ひきつけるとか」

「そ、そうなんですか!?」

「いや、今のは適当に言っただけ。まあ、この手の分析はニュース番組でコメンテーターやってる社会心理学者とかがたくさんしてくれるよ。今夜あたりにたぶん」

「あ、じゃあホテルの部屋で見てみます」

　羽純はまじめに英語のスキルアップをめざしているらしい。がんばります、と小さくガッツポーズを作る後輩にハルはじんわりと癒いやされた。

　ちなみに、魔女の特殊能力のひとつに言語習得のセンスがある。

　通常ではあり得ない速度で異国の言葉に慣れ親しみ、一、二か月でネイティブスピーカーのレベルに到達してしまう。アメリカに来て以来、羽純と織おり姫ひめの英語力は一日ごとに上達を見せていた。

　そんな後輩は不意に口ごもり、気まずそうに切り出してきた。

「と、ところで先輩……ちょっと訊ききづらいことがあるんですけど」

「何だい？　白しら坂さかにならスリーサイズを特別公開したっていいよ」

「じ、じゃあ、質問させていただきます。そ──その後、クリスさんとのおつきあいはどのような感じなのでしょうか!?」

「おつきあい!?」

　ハルはびっくりして、あわてて言った。

「いやいや、僕ら全然そういうことをはじめてないから！」

「す、すいません、いきなり。あの日からずっと気になっていたんですけど、なかなか訊たずねることができなくて……」

　クリスティンが遊びに来て、ハルに抱きついたのは三日前。

　あれから今日まで、羽は純ずみも織おり姫ひめもふだんどおりに接してくれていた。だが考えてみれば、若干ぎこちなかったかもしれない。それが理由だったようだ。

「で、でも安心しました。帰ったら姉さまにも教えておきますねっ」

　羽純はにっこりと笑う。まさに純度一〇〇％の天使らしさだった。

　腹黒い先輩がウソをついているとは露ほども疑わないのだ。その清らかさにふたたび癒いやされながら、ハルはおそるおそる訊いてみた。

「もしかして、十じゆう條じよう地じも気にしていたの？」

「口に出したりはしませんが、たぶん。ここ何日か、ちょっと落ち着かない感じでしたから……。でも、わかります。わたしもそうでした」

「えっ？」

　ハルの隣の助手席で、羽純が切なそうにうつむいた。

「先輩が女の人とおつきあいをはじめるかも……そう思ったら、すごくここがもやもやしてきて。なぜかはわからないんですけど」

　誰よりも清らかな心を持つ後輩は、自分の胸をそっと押さえていた。

　胸がもやもやする。嫉しつ妬と──ということだろうか。ハルは思わず感動した。つい、こんな妄想をしてしまったのだ。

「僕に近づく女性へ嫉妬心を感じる。それはつまり、僕を先輩以上の存在──『兄』に相当する歳上男性と考えるがゆえの喪失感情！」

「せ、先輩がお兄さま!?」

「つまり原因は白坂、君のブラザーコンプレックスかも！」

「そうだったんですね！」

「うん。だから僕を『お兄ちゃん』と呼んでも──いやいや。いけないいけない。つい先走りすぎるところだった」

　ハルは自じ重ちようした。擬似的な兄・妹関係も魅力的だが、先輩・後輩の甘酸っぱい青臭さもやはり捨てがたい。一時の感情で暴走すべきではなかった。

「まあ、まじめに考察するとね。身近な人間が自分から離れていくかも……そういう不安が白しら坂さかの繊細な心にストレスをあたえていたとか。そんな感じだよ、きっと」

「そう……でしょうか？」

「ちがうかな？」

「あ、いえ。実は今、ちょっと納得したんです。たしかに先輩がお兄さまだったら、すごくうれしいなあって心から思えて……」

「──！」

　ハルは自分が運転中である事実を呪のろった。そうでなかったら、この感動にまかせて二、三回でんぐり返しと側転でもして、興奮を爆発させるのにと。

「もしかしたら、アーシャさんも同じなのかも」

「えっ？」

「アーシャさん、このところ先輩によそよそしい感じでしたから。たぶん、わたしと同じ気持ちなんでしょうね」

「…………」

　事実は異なる。ハルがアーシャを避けていたのだ。

　そう。三日前、幼なじみに──されて以来、どうにも気持ちの整理がつかなくて。

　アーシャに会うと、あのことをどうしても意識してしまう。落ち着かない。だから面と向かって話をしなくてもいいように、幼なじみと同じ空間にいるときはさりげなく距離を開けていたのだ。

　こんなことは初めてだった。もう十何年も腐れ縁のつきあいだったのに！

「あ、アーシャのやつはなんというかさ──」

　言いかけたときだった。ハルの右手がうずいた。

　左手ひとつでハンドルを持つことにして、右手を開いてみる。掌てのひらに《弓の秘ひ文も字じ》が浮かびあがっていた。そして悟る。

「火ひ之の迦か具ぐ土つちが呼んでいる……」

　終わったのだ。魔導書『真祖ソロモンの遺稿』、その解読作業が──。




　羽は純ずみとのドライブから数時間が過ぎた。

　この夜、ハルはずっとホテルの部屋にこもっていたのだが。

「いきなり来て、ごめんなさい。ちょっと春はる賀がくんと話がしたくて……」

「べつにかまわないよ。例の件、ちょうどルナにも報告するところだったし」

　織おり姫ひめがいきなり訪ねてきた。

　珍しく遠慮がちな彼女を招き入れてから、ハルはデスクの前にもどる。開いたノートＰＣの液晶はルナ・フランソワの顔を表示している。ネット回線とウェブカメラで日本とつながっているのだ。ルナは興味深げに言った。

『それでハリー。ソロモン先輩の魔導書にはどんなことが書かれていたの？』

「結論から言うと、かなり刺激的な内容だったよ」

　解読を行ったのは魔銃と火ひ之の迦か具ぐ土つち。ホテルの部屋にもどったあと、銃を手にした瞬間にハルの脳内へ魔導書の内容が流れこんできた。

　おおまかなところは、すでに羽は純ずみ・織おり姫ひめ・アーシャにも伝えてある。

　その際、アーシャはそしらぬ顔で話を聞いていて、ハルには少々腹立たしかった。あんな真ま似ねをいきなりして、さんざん僕を振りまわしているのにと。

　ともあれ、ルナにも『真祖ソロモンの遺稿』の概要を語りはじめる。

「ソロモン先輩は僕と同じ境遇、竜りゆう弑ごろしを持つ人間だったわけだけど──」

　そんな彼が実際に使った呪じゆ文もん・奥おう義ぎ・儀式の数々。

　さらには竜弑しを使うなかで知り得たドラゴン族の知識。ルルク・ソウンの秘ひ文も字じにまつわる知識。そして、ソロモンに仕えた七二使徒との盟約条項について……。

　この書の序文にはメッセージが記されていた。

　──後世を生きる我が弟子、もしくは我が末まつ裔えいよ。これらの叡えい智ちを学んだのち、我が秘文字と七二使徒を引き継ぐべし。汝なんじ、ソロモンの後継たるべし──。

『ふうん。たしかに刺激的な遺言ね』

「我が秘文字はソロモンが使った竜弑しのことだろう。七二使徒は、彼が錬成した古代のリヴァイアサンと考えて、まちがいなさそうだねえ」

　意味ありげに微笑ほほえむルナ・フランソワ。不安そうにハルを見つめる織姫。

　彼女たちの前で、さらに言う。

「いちばん解読が困難な最終章には、隠してある宝箱をランプの精に持ってこさせるための呪文が書きのこしてあったよ。箱に眠るのはもちろん先輩の遺産だ」

『至れり尽くせり。運命はハリーをソロモンの後継者にしたいのね、きっと』

「僕もちょっとそんな気がしてきた。それでルナ、君の正直な意見は？」

『苦労して読みといた古こ文もん書じよにそんなこと書いてあったら、よろこび勇んで遺産を受け出しにいくかもだけど。今回はお手軽翻訳だから、すごく冷静に考えられるのよね。──冷静なうえにひねくれ者の私は』

　一三インチの液晶のなかで、ルナは小悪魔風にウインクした。

『胡う散さんくさいから、今回はパス♪　それが正解だと思うの』

「実は僕もなんだ。お宝までの最短ルートを書いている地図を素直に信用するな。それが宝探し屋の処世術ってもんだよ」

『罠わなは宝物庫の直前、そして油断するはずの帰り道に仕掛けるべし、ですものね』

「あ、あのね、春はる賀がくん。それにルナさんも」

　ここで織姫が口を──おずおずと口をはさんだ。ハルの身を案じてくれているのだ。

「大昔のソロモンさんが後世の人間に大切な知識を教えるため、わざとわかりやすく書きのこしてくれた……そういう可能性はないのかしら？」

「でもね、彼は人間のまま僕以上の能力を持っていたそうだから」

　ハルはつぶやいた。

「そんなに親切で正直かなあ。パヴェル・ガラドの例もある。ドラゴンだって真正直な性格じゃ道半ばで挫折する無理ゲーなんだよ、これ」

『たぶん私やハリーと同じ人種よね、ソロモン王。腹黒くてひねくれ者』

　冗談めかしたルナの物言い。しかし、彼女は不意にまじめな声こわ音ねで言った。

『でも……もしかしてハリー、宝箱を開ける気？』

「残念ながら、そうしてみようと思う。タイミングがいいのか悪いのか……ハンニバルの問題がなかったら迷わず保留でよかったんだけど」

『そうね……。今のまま万一ハンニバルと戦闘になったら──』

「善戦はできるだろうけど、あまり勝ち目はないと思う。どうせ負けるのなら、その前にギャンブルしとくのはありだ。僕が人ひと柱ばしらになってソロモンの宝箱に挑戦するよ」

　こんなことを悲壮感たっぷりに言いたくない。

　ハルは肩をすくめながら、なるべく軽い調子で告げた。

　この方針、すでにルナ以外の仲間には伝えてある。だから織おり姫ひめは心配しているのだ。危険を承知でソロモンの遺産に手を出す、無謀な春はる賀が晴はる臣おみのことを……。

「まあ十じゆう條じよう地じが言ったとおり、ソロモン先輩いい人説もありえるし」

『──ああ、もう！』

　ルナ・フランソワがいきなり悔しそうに叫んだ。

　織姫とふたりでノートＰＣに注目する。東京で待機中の金髪少女は憤然と言った。

『どうして私、留守番役を引き受けちゃったのかしら！　今ハリーのそばにいたら、迷わず一線を越えて、深い仲になってしまうのに！』

「へっ？」「る、ルナさん!?」

　唖あ然ぜんとするハルと織姫の前で、さらにルナは言う。

『危険なチャレンジでハリーの命が風前の灯ともし火びになるかもしれないのよ？　だったら、その前に男と女として為なすべきことを済ませるべきでしょう！　これが最後の想おもい出でになるかもしれないんだし！』

「だ、だからって、ルナの意見は極端すぎ──」

『じゃあハリーはいいって言うの!?　死ぬかもしれないクライマックスを前にして、私とそういう関係にならなくても！　男の子として、最大の煩悩を成じよう就じゆさせる大チャンスよ!?』

「そりゃあ『なりたくない』って言えばウソだけど……」

「は、春賀くん!?」

「あ、ええと、誤解しないでよ十條地。これはほら、ルナがニューヨークにいないからこその回答であってね……！」

『本当に悔しいっ。今そっちにいたら全力でたぶらかして、勢いと雰囲気でいくところまでいってしまうのに。……でもハリー、まだチャンスはあるんだからね？』

「チャンス？」

『ええ。ハリーが無事に日本へ帰ってきたら、そのときは私──』

「るるるルナさんっ!?　そ、そういうこと大声で言うのはよくないと思うわ！」

『それに私、気づいてるんだから。ハリーはどちらかと言うと、私よりもやや織おり姫ひめさんよりに傾いている状態だって』

　ルナに言われて、ハルは織姫といっしょにびくっとした。

　対して、指摘した側の金髪魔女はしれっとした顔で付け加える。

『私もそろそろ切り札を使って、織姫さんとの差を埋めておかないとね。ねえハリー、ルナ・フランソワ・グレゴリーはあなたのためにどんなことだってしてあげる女の子なの。無事に帰ってこなくちゃ駄目よ？　約束よ？』

「ど、どんなことでも!?」

『ええ。ハリーのむっつりさんにだって、どこまでもつきあってあげるんだから』

　このやりとりを最後に、日本との通信は終わった。

　ルナのやつ、なんて約束を──愕がく然ぜんとしつつも、ハルはきりりと表情を引き締めた。織姫の目もある。今は毅き然ぜんとした態度を保たなくては。

　しかし、春はる賀が晴はる臣おみと微妙な関係下にある少女は恨めしげにこちらを見ていた。

「春賀くん……やらしいときの顔してる」

「そ、そんなことは決して。うん」

　我ながら真しん実じつ味みのない言葉だった。もちろん織姫は信じなかった。

「もう！　春賀くんがそんな調子だと、わたしも何かしなくちゃダメかしら──みたいに考えちゃうじゃない！」

「えっ？　十じゆう條じよう地じが僕に？」

　ハルがつぶやいた瞬間、あわて者の学園アイドルはハッとした。

「その、ええとね。今のは勢いあまっての失言です。ごめんなさい」

「う、うん。そうだろうとは思ったよっ」

「でで、でも、なんていうか、頭の隅っこの方でルナさんに負けたくない、みたいなことを考えてるのも本当で……」

「十條地……」

　自然とふたりの距離が縮まる──と思った瞬間だった。

　こんこん。不意にドアがノックされた。さらに外から声がかけられる。

「晴臣。いたら開けてください。話があります」

「アーシャ!?」

「ソロモンの遺産を受け継ぐための儀式……私もつきあいます。今夜やるんでしょう？」




　そして二〇分後。

　ハルはアーシャ、織姫を連れてホテルの屋上に出ていた。

　べつに開放されているわけではなく、作業用の通用口を勝手に使ったのである。儀式を行うために野外、しかも人目につかない場所へ来たかったのだ。

「じゃあ、はじめようか」

　ハルの右手に魔銃が現れた。それを見守る魔女ふたり。織おり姫ひめは切なげにハルの行動を見守っている。対してアーシャは腕組みしつつ、クールな面持ちだ。

　くそ。ハルは心のなかでひそかに毒づいた。

　最近アーシャはずっとこうだ。『例のキス』などなかったように振る舞うことで、ハルの心をさんざんにかき乱してくれるのだ。

　アーシャは一体、何を考えているのか。僕のことをどう思っているのか。

「……なんて、考えてても仕方ないか」

　女子たちに聞こえないよう小声でつぶやき、ハルは切りかえた。

　このところ不可解な言動が多い幼なじみ。しかし、謎解きはもろもろの仕事とディナーが片づいたあとでいい。今、優先すべきはそちらなのだ。同級生の友達同士とは言えなくなりつつある織姫とのこともいっしょに棚上げして──

　ハルは心臓から魔力をほとばしらせ、右手の魔銃に流し込んだ。

　銃口を空に向ける。精神集中。引き金に指をかける。

「合い言葉はやっぱり『開けゴマオープンセサミ』かな……」

　宝物庫の扉を開けるための古典的な呪じゆ文もん。

　アリババの昔話にちなんで唱えつつ、ハルは《遺産継承》の魔術を行使した。ソロモンの遺稿より学んだ秘法だ。

　空へ向けた銃口の前にルルク・ソウンの秘ひ文も字じが七個、現れる。

　意味は『我が弟子、もしくは我が末まつ裔えいよ。汝なんじソロモンの後継たるべし』。

　そして撃つ。

　放たれた光弾は七つの秘文字を貫き、夜空を駆けあがっていった。

「これで合図は終了だ。あとは魔法のランプの精が宝箱を持ってきてくれるよ。結構、時間はかかるかもしれないけど」

　ソロモンの遺のこした秘法の在あり処かは遠いのだ。

　それに比べれば、東京新しん都とからニューヨークまでの距離など午後のウォーキングで踏破できる程度の長さでしかない。ハルは女子たちに告げた。

「今夜はもう解散しよう。ここから先は出たとこ勝負でいいようにやるしかない。僕らも身のまわりのゴタゴタは忘れて、しばらく仕事に専念だ」

「そう……ね。まずは明日の投票を乗り切らないといけないものね！」

　気配り上手の織姫がさっそく笑顔で応こたえてくれた。

　実は『身のまわりのゴタゴタ』、彼女だけでなく幼なじみにも向けた言葉なのだが、それは言うまい。アーシャもあいかわらずのクールさでうなずいている。

　こんな表情をしていると、ユリアおばさんの雰囲気に驚くほどそっくりだ。

　ともあれ、時刻は深夜二三時。

　まもなく日付が変わり、八月一六日を迎える。ハンニバル立候補の是非を問う住民投票の開催はもうすぐだった。





【第五章　ペイン・アンド・ゲイン】








　　　　　　　１






　竜りゆう王おうハンニバルの支配する租そ借しやく地ち、旧マンハッタン島。

『島』とはいうが、厳密にはハドソン川河口の広大な中なか州すである。その横を素通りして川下りすれば、大西洋まではすぐだった。

　マンハッタン島のやや下流には、リバティー島がある。

　この小島の唯一にして最大の見どころこそが『自由の女神』であった。

　高々とたいまつをかかげた巨大な女神像。アメリカ合衆国の象徴。足下の台座までふくめると、彼女の高さは一〇〇メートル近い。

　世界遺産でもある女神に見守られて、ハルたちは待機中だった。

　ガバナーズ島。やはりハドソン川に浮かぶ島のひとつで、リバティー島の一〇倍以上も広い。大規模なテーマパークが丸々入るほどだ。実際、島には芝生や公園、メリーゴーランドなども設けられており、市民の憩いの場でもある。

　ハルたちの居場所はガバナーズ島中心部、緑の芝生の上だった。

「ふむ。報しらせを待つだけというのは落ち着かないものだな」

「そういうセリフはもっと不安そうに言うものだよ、人間界の常識だと」

　ひとりごちたハンニバルの人間体へ、ハルは言った。

　紅あかきドラゴン王は人間側が用意した椅い子すにふんぞり返って、機嫌よさそうに目を細めながら発言したのである。微妙にそわそわしている。楽しそうだ。遊園地の開園時間を待ちわびる子供のような雰囲気だった。

　会議用の長テーブルをはさんで、ふたりは椅子にすわっていた。

　尚なお、ハルの五メートル後方には三名の人間が立ったまま同席している。ニューヨーク州の重鎮である州知事、補佐官、クリスティン。前回と同じ顔ぶれだ。

　現在は八月一六日の夜、二二時すぎ。

　ハンニバルと共に住民投票の集計を待っているところだった。

　同席者は竜りゆう王おう級。州知事を警護するために部隊を待機させても意味はない。人類側からの出席者はあと、移動用のヘリコプターのパイロット二名だけだった。

　──投票時間は朝の八時から一七時まで。

　──ニューヨーク州各地に緊急で準備された投票所にて受付。現在、投票終了から五時間以上が経過している。

　ここでおもむろに、州知事の携帯端末が着信音をかき鳴らした。

　電話だった。ハンサムな州知事は上品なサマースーツのポケットから端末を取り出すと、声を低くして応答をはじめる。やりとりはほんの三〇秒。電話を切ると州知事はメモに走り書きして、それを補佐官に手渡す。

　補佐官はぎこちない足取りでハルのそばに来て、問題のメモを差し出した。

　こわばった表情。わずかに震える指先。これから起こる事態の大きさに緊張を隠し切れないのだろう。ハルは同情しつつメモを受け取り、一いち瞥べつして言った。

「竜王ハンニバル氏の州知事立候補を認めるか？　住民投票の結果は賛成一二％、反対八四％、無効票四％……。当議題は反対多数で否決されたよ」

「残念だ。やはり昨日の今日では、すぐに民からの信頼は得られぬものだな」

　うんうんとうなずきながら、ハンニバルはつぶやく。

　尚、今回の住民投票は全すべてニューヨーク州政府の職員が管理し、集計も行った。特にハンニバル側のチェックはなかったので、いくらでも票数の操作は可能だったはずだ。そんな工作はさすがに必要なかったと思われるが。

　ともあれ、ずさんすぎる姿勢で住民投票にのぞんだドラゴン王。

　彼はにやりと笑って、こんなことを言い出した。

「余の国くに盗とり第一章は敗北という結果に終わってしまったか。かくなるうえは第二章での再起に全てを賭かけるしかない。今すぐ取りかかるとしよう」

「敗北のショックが軽すぎるとか、文句をいろいろ言いたいけど」

　ハルはやんわりとつっこんだ。

「その辺は棚上げして質問。具体的にどんな再起ロードを思い描いているのさ？」

「うむ。やはりニューヨーク州全域を支配下に置いてから、投票に臨むべきだった。その手間をはぶいたツケがこれだ。手抜きはいかんという教訓だな」

「銃で脅して投票させるのって民主的な選挙じゃないと思うよ、絶対」

「そうか？　そなたたち人類もときどき同じ選挙戦術を実行していたはずだが？」

「耳が痛いけど、ここは民主主義の原則をストイックに適用させてよ。ニューヨークの全州民に代わって、武力介入からの政治干渉には断固抗議させてもらう」

「ならば是非もない。ここからはこれで話を進めていくとしよう」

　右腕を叩たたいてハンニバルは笑う。ハルは天を仰いだ。

「いきなり腕ずく路線に転向じゃなくて、もっと選挙ゲームを楽しんで欲しいなあ」

「なに。そのあたりは来たる大統領選でも機会はあるさ。当座は足場固めに専念して、しかるのちに民主的な政治家に転身だな」

　なんとも行き当たりばったりな、ハンニバルの生き様だった。

　しかし、適当に見えて『自分が勝利するためには何をすればいいのか』を無意識に感じ取り、節操なく実践するあたり、さすが竜りゆう王おうに登りつめるだけはある。

　ハルはあきれつつも感心して言った。

「こういう身もフタもない逞たくましさが僕ら文明人には足りないんだろうな、きっと……。野生児指数を比べたら、たぶんアーシャでも完敗だよ」

「よくわからんが、余の偉大さはもっと声こわ高だかに喧けん伝でんしてもかまわんぞ？」

　軽口をたたきながらも、ふたりは行動を起こした。

　ハンニバルは椅い子すにふんぞり返りながら、開いた右手をハルに向ける。ハルは右手に魔導の杖つえである銃を呼び、鋼はがね色の銃口をハンニバルに向ける。

　紅あかきドラゴン王の掌てのひらには、ルルク・ソウンの象形文字が現れていた。

　直線の先に鋭い菱ひし形がたをつなげた記号、《槍やりの秘ひ文も字じ》。ついにハンニバルは竜りゆう弑ごろしのルーンを使うつもりになったのだ！

「我が刻印《まばゆき槍の北星》よ。余のもとに屠と竜りゆうの槍を届けよ」

「名前をど忘れしたけど、僕の刻印も以下同文でよろしく！」

　詠唱しながらハンニバルが立ちあがれば、ハルも同じく席を立つ。

　次の瞬間、紅き竜王の右手に一振りの槍が実在化した。金属製の黒い柄は長さ二メートル半ほど。穂先は鈍い鋼色だった。

　黒い槍が出現するなり、ふたりの間にあった長テーブルは──消滅した。

　砂で造った像のようにさらさらと崩れてしまったのである。ハンニバルは槍きちんとかまえもせず、ただ右手で横に一振りしただけだというのに。

　ハルは魔術的視覚を発動させた。

　高密度の魔力がハンニバル人間体と屠竜の槍を取りまいている。

「人間の格好をした相手に発砲なんて、趣味じゃないけど……！」

　文句をつぶやきながら、それでも魔銃の引き金をひく。

　ハルの撃った赤い光弾はハンニバルを取りまく高密度の魔力に当たり──消滅。テーブルと同様、砂のように崩れ去った。

「こっちの弾だって竜りゆう弑ごろしの武器なのに？」

「ふふふふ。余の槍やりは難攻不落……そして強大無比というやつだぞ！」

　驚くハルを見て、ハンニバルはにぃっと笑う。

　竜りゆう王おうというよりもいたずらっ子めいた、稚気あふれる笑顔だった。

　一方、この間に待機していたヘリコプターのプロペラが回転をはじめていた。州知事・補佐官・クリスティンの三人はすでに搭乗済みだ。ハルはうなずいた。今の白兵戦、彼らをここから逃がす時間稼ぎのために仕掛けたのだ。

　ヘリはそのまま離陸、ブルックリンの市街方面へフライトをはじめる。

　州知事らに興味はないのか、ハンニバルは一顧だにしない。

　しかし、去る者の代わりにやってくる者たちが大勢いた。遥はるかな天上より流星雨──幾百筋もの光がニューヨーク市めがけて降ってきたのである。

　唐突な天体ショーの正体は、もちろん眷けん属ぞくの召喚だった。

　降りしきる流星雨のひとつひとつが竜族小型種、竜王の雑ぞう兵ひようなのだ。

「ラプトルか……！」

「まあ、たいした連中ではないが数をそろえれば使いようもある。今こ宵よいは余のいくさに付き合ってもらうぞ、人間たちよ！」

　ハルは銃口を竜王に向けながら、じりじりと後退する。

　謎めいた武器・屠と竜りゆうの槍──その穂先と間合いから、できるだけ離れなければ。そう警戒しての行動だった。

　退さがる間に突然の流星雨は終わった。

　発生から終了まで一分弱。それだけの時間が過ぎると、ハルたちとハドソン川の上空を千匹近いラプトルたちが縦横無尽に飛びかうようになっていた。

　──だが、もちろんハル以外にも迎撃部隊はひかえている。

　ニューヨーク市内のブルックリンより、次々と地対空ミサイルが発射された。

　地上部隊が市街の各所に配備されており、ラプトル襲来にそなえていたのだ。彼らの武器は自走榴りゆう弾だん砲、荷台に携帯式対空ステインガーミサイルのランチャーを積んだハーフトラックなどだ。

　機関砲の斉射程度であれば、ラプトルは結構しぶとく持もち堪こたえる。

　上位種から『トカゲ』呼ばわりされる連中だが、やはりドラゴン族の一員なのだ。

　しかし、さすがにミサイルの火力を何発も受ければ、膝ひざを屈せざるを得ない。さらに地上部隊を支援するため、数十機の攻撃ヘリが市外から飛来する。

　尚なお、人口数百万を数えるはずのニューヨーク市民だが。

　彼らは住民投票の開催まで幾日もあった準備期間を利用して、八〇％以上が市外へ一時避難を行っている。今日の住民投票もニューヨーク市内に投票所は一箇所たりとも設けていない。全すべて市外に用意されていた。

　にわかに閑散たる廃はい墟きよと化したニューヨーク市。

　その随所に州軍だけでなく、アメリカ陸軍、空軍、海兵隊の人員が展開中だった。

　しかし、天あま翔かけるドラゴンたちの相手をヘリや地上部隊のみで行うことはできない。制空権を確保する役目はリヴァイアサン──魔女たちのものだった。

　そして今、その任を果たすべく蒼あおき影がニューヨーク上空を駆けていく。

　紅ぐ蓮れん色の装甲をまとうルサールカだった。ドラゴンそっくりの女王形態となったワイバーンは護衛の騎士たちまでひきつれている。

　猫科の猛獣型リヴァイアサンが四体──《W.o.t.Cウイツチーズ》の『蛇』たちだった。





　　　　　　　２






　ボストン近郊の空軍基地から出動した、米軍の輸送用ヘリ。

　ハドソン川とマンハッタン橋近くのブルックリン上空を飛んでいる。その機内にアーシャはいた。女王形態のルサールカを操りながらである。

「《W.o.t.C》のみなさんはパートナーを飛ばすことにだけ専念してください。ルサールカのそばから決して離れないように。あとは全て私が指示します」

「了解。ぼくたちはアーシャのバックアップに専念する」

　きびきび指示を出すと、顔なじみのクリスティンが素直にうなずいてくれた。

　活動的な金髪魔女だけでなく、残りのメンバーも特級魔女マスターマギであるアーシャの言葉を傾聴している。《W.o.t.C》最年少の一二歳マリー。たおやかなインド系の令嬢マニーシャ。モデルのような長身の黒人魔女ケイト。

　人格重視で選抜されただけあって、みんな忠実そうだ。

　これが特級認定マスタークラス同士だと、即席チームを組めば必ず誰かが足並みを乱す。その心配もなさそうなので、アーシャは安心してパートナーたちに視線を転じた。

　近すぎず遠すぎない距離から空戦を見守るため、ヘリを飛ばしてもらったのだ。

　旧マンハッタン周辺の空。

　一〇〇〇匹ほどのラプトルたちが好き勝手に飛びまわっている。

　その群れのなかへ、女王形態のルサールカが飛び込んでいく。蒼きワイバーンの上下左右を護衛のように取りかこむのは、《W.o.t.C》のリヴァイアサン四体だった。

　銀の山猫型・トムキャット。アルビノの猛もう虎こ型・タイガーキャット。

　そして、電光の火花をまとう黒くろ豹ひよう型・ワイルドキャット。猫型のくせにずんぐりむっくりの熊くまのような体型のベアキャット──。

「ルサールカ。不ふ朽きゆうの加護を広げて、防御を強化！」

《視力増幅》で強化した両目をこらしつつ、ヘリの機内で言い放つ。

　数キロ先で飛行しているルサールカはよく聞き取って、女王化した全身より真珠色の光を放出しはじめた。

　魔術の絆きずなで結ばれているからこそ、アーシャの声が届くのだ。

　ルサールカが広げた加護は《W.o.t.Cウイツチーズ》の四体までも包みこんでしまう。

　直後、五匹のラプトルたちが突っ込んできた。黒くろ豹ひよう型のワイルドキャットと猛もう虎こ型のタイガーキャットを引き裂き、噛かみちぎるべく、鋭い牙きばをむき出しにして。

　しかし、ルサールカの展開した加護がラプトル五匹をはじき飛ばしてしまう。

　そう。《W.o.t.C》の四体は護衛役ではない。逆だった。あの『蛇』たちはもっとべつの役目をまかせるために連れているのだ。

　そして、小隊長役のアーシャを六人目──ヘリ機内にいる最後の魔女が見つめる。

「あ、あの。水み無な月づきはまだ呼ばなくてもいいんですか……？」

「かまいません。当分はこの機に危険が迫ったときだけ召喚して、私たちをガードする感じで大丈夫です。護衛役兼、予備戦力ということです」

　不安そうな羽は純ずみへうなずきかける。

　機関砲やミサイルランチャーを装備した攻撃型であっても、ヘリコプターごときの装甲に防御力は期待できない。護衛役は不可欠だった。

　これで準備は万端──。

　このところ幼なじみの攻略に集中してきたアーシャ。まわりは全すべて敵ばかりという状況にルサールカを突っ込ませた彼女は、ひさしぶりに故郷へ帰ってきた気分だった。

　やはり、慣れないこと続きでは気疲れしてしまう。

　このあたりで一暴れして、本来の自分も再確認しておかなくては。幸い、追加の武装もたっぷり用意できている。

「ルサールカはそのまま不ふ朽きゆうの加護を維持。クリスティン、ケイト、マニーシャ、マリーはそれぞれパートナーの疑ぎ似じ神格を発動後、魔術攻撃。どうせまわりは全て敵です。狙ねらいなんか定めないで、最大威力をたたき出してください！」

《W.o.t.C》の魔女四人はすぐアーシャの指示に応こたえた。

　クリスティンの相方・空飛ぶ銀猫トムキャットは《水》属性。

　空中に津波を──怒ど濤とうの海水を呼びこんで、数十匹のラプトルを一気に押し流し、さらに水圧で押しつぶす。

　黒人魔女ケイトの黒豹・ワイルドキャットは《雷》属性。電撃をゲリラ豪雨のごとく矢継ぎ早に降らせて、手近なラプトル十数匹を灼やき尽くした。

　インド系のマニーシャが操る白びやつ虎こ・タイガーキャットは《風》属性。かまいたちの刃やいばを無数に生み出して機関砲さながらに乱射。やはり十数匹を切り刻む。

　最年少の新人魔女マリーは熊くま猫ねこベアキャットを相方とする。《重力》属性だが、もちろんルナ・フランソワのパワーには遠くおよばない。それでも懸命に空飛ぶラプトルども数匹を重力操作で地上にたたき落とし、そのまま圧殺していた。

　──これで七、八〇匹近いラプトルを殲せん滅めつしたことになる。

　アーシャはうなずいた。《W.o.t.Cウイツチーズ》の『蛇』たちは単に追加の火力と見なして、ここまで牽けん引いんしてきたのだ。なにしろ敵は全すべてハンニバルの眷けん属ぞく、雑ぞう兵ひようのラプトルでさえ竜りゆう弑ごろしの威を授かることができる。

　そうなればルナでさえも対抗できなかった。晴はる臣おみと盟約する前は。

　こうして空飛ぶ砲台あつかいするのが、戦術的にベストな役割分担だといえた。

「マリー以外の三人はもう一度、疑ぎ似じ神格で攻撃をお願いします」

　魔女になりたてのマリーは第一階かい梯てい。日に一度しか疑似神格を行使できない。

　すかさずアーシャの指揮に応こたえて、ふたたび津波・雷・かまいたちが空で荒れ狂う。ラプトル数十匹を一息に葬り去る。

　だが、ケイトとマニーシャは第二階梯の魔女なので、これで打ち止め。

　つづいて第三階梯のクリスティンに三度目の津波を起こしてもらい、《W.o.t.C》のリヴァイアサンたちは全て疑似神格を使い切った。

　結果、ラプトル群は三割ほど数を減らし、残りは七〇〇匹程度。

「あとは私が引き受けます。ルサールカのそばから『蛇』を消してください！」

　女王形態の蒼あおきワイバーンが展開する不ふ朽きゆうの加護。

　その光の内側から《W.o.t.C》のリヴァイアサン四体が忽こつ然ぜんと消え去る。アーシャの要請どおり、実在化を解除してくれたのだ。これで全力の戦闘機動が行える。

　アーシャはすかさず指令を発した。

「ルサールカ、《弓の秘ひ文も字じ》を装備」

　紅玉造りの両腕が今のルサールカには装着されている。

　その左手に紅ぐ蓮れん色の長弓が顕あらわれる。そして、頭上に氷の矢──鏃やじりから矢羽根までの全てを氷の彫刻で造った工芸品が八本も顕れる。

　美しき氷細工の矢は《水》の疑似神格で生み出したものだった。

　ルサールカの右手が矢の一本をつかみ、紅蓮の弓につがえ、引きしぼる。

「散弾シヨツトガン、発射フアイア！」

　アーシャの指示を受けて、矢は撃ち放たれる。

　発射直後、氷の矢は粉々に砕け散り、三〇〇個以上もの氷片となりながら飛散。そのまま小さく鋭い鏃となって、ラプトルたちに襲いかかる。

　それは散弾銃の弾丸というより、数十門の機関砲による弾幕さながらだった。

　乱射を浴びたラプトルはすぐさま消滅──一瞬にして消え去ってしまう。

　氷片に込めた竜弑しの魔力がそうさせるのだ。この一射でラプトルは一〇〇匹ほど数を減らした。だが、これでルサールカの射撃は終わりではない。

「第二射セカンド、いってください！」

　さっき頭上に呼んだ八本の矢。その二本目を撃ち放つ。

　氷の散弾銃、二発目。ふたたび一〇〇匹ほどラプトルを掃討する。

　結局、アーシャとルサールカがこれを繰りかえすこと七回。ニューヨークの空から緊急召喚されたラプトルたちをみごと殲せん滅めつ──全滅させてみせた。

　しかも、散弾はまだ残っている。

　さっき造った氷の矢は八本。最後のひとつをルサールカは弓につがえる。

「敵の増援です。ルサールカ！」

　アーシャの号令で、蒼あおき相棒は八本目の矢を撃ち放つ。

　今、ルサールカの周囲にラプトルは一匹たりともいない。だが、新手がちょうど出現したばかりだったのだ。旧マンハッタン租そ借しやく地ちの上空に蜥蜴とかげの形をした焔ほのおが──。

　ハンニバルの近衛このえ兵へいともいうべき眷けん属ぞく、『火の軍勢』である。

　数は三〇〇体ほど。ニューヨーク市をつつみこむ夜よ闇やみが火蜥蜴サラマンデルどもの発する灯ともし火びに照らされて、やにわに明るく輝き出す。

　そして、出現直後の敵軍へと殺到する氷の散弾シヨツトガン。

　だが、まったく通じなかった。『火の軍勢』めがけて殺到した氷片たちは全すべて、火蜥蜴どもの体へ届く前に消滅してしまったのだ。

「さすがは親衛隊というところですか……」

　ハンニバルとちがい、敵の手て強ごわさを愉たのしむような悪趣味はない。

　一筋縄ではいかない敵の登場に、アーシャはヘリの機内で眉まゆをひそめた。




「あんな切り札を隠し持っていたか。なかなかの曲くせ者ものだな、弓の僭せん主しゆよ」

　上空では、女王形態のルサールカがラプトルを一掃したばかり。

　だが、その一幕もハンニバルにとっては余興程度の珍事らしい。落ち着き払った声でつぶやきながら、右手一本で槍やりをゆっくりと突き出す。

　ハルを突き刺すためではない。槍の穂先をハルの心臓に向けるためだ。

「まさか竜りゆう王おうのまがいものとはな……。女王よ、おぬしが入れ知恵したのかね？」

「バカを申すな。そこまで面倒を見てやるほど、妾わらわがまめな女だと思うか？」

「いや、たしかに。くたばったあとも変わりがないようで何よりだ」

　ハルの魔銃が火ひ之の迦か具ぐ土つちの声で答えれば、ハンニバルはくつくつと笑う。

　一方、元竜王と竜王のやりとりを聞くハルは談笑どころではない。こちらが魔銃の銃口を向けているのに対して、ハンニバル人間体は槍の穂先を向けていた。

　ふたりの間には五メートルほどの空間が横たわる。

　にもかかわらず、ハルは動けない。屠と竜りゆうの槍──その穂先からにじみ出る魔力がハルの全身にからみつき、硬直させているせいだった。

　槍の穂先のすぐ前にルルク・ソウンの秘ひ文も字じが一二個、顕あらわれている。

　この配列、意味は『我が槍よ。北星の力を宿し、いざ進め』であった。

「必ひつ滅めつ之の法ほうか……！」

　ハルは不ふ朽きゆうの加護を展開した。真珠色の光で我が身をおおってしまう。

　しかし、体は硬直したままだった。加護でも防ぎ切れない特殊攻撃なのだろう。屠竜の槍やりを異様なほど恐ろしく感じる自分にハルは気づいた。全身が萎い縮しゆくし、こわばり、金縛りに遭ったかのようにすくんでいる。

　恐怖とプレッシャーのせいで、喉のどがからからになってきた。

　……気づけばハンニバルはハルに接近し、ぐいと槍を突き出していた。

「わああああああっ!?」

　槍というより、巨大な破は城じよう槌ついを叩たたきつけられたようにもハルは感じた。

　ハンニバルの一突きはそれほどの衝撃力をそなえていた。

　場所が広い芝生なので、何の遮しや蔽へい物もない。ハルの体は軽く四、五〇メートルほど吹っ飛ばされた。死なずに済んだのは、前もって不ふ朽きゆうの加護を展開していたおかげだ。

　だが、全身の骨がバラバラになるかのような衝撃を味わった。

　そして立ちあがってから愕がく然ぜんとした。ハルの命綱である真珠色のバリアーが急速に消滅していったのである。ハンニバルが人間体のまま放った一撃で。

　パヴェル・ガラドの必ひつ滅めつ之の法ほうでさえ、こんな芸当はできなかったというのに！

「まあ、そなたが真の竜りゆう王おうであれば、もうすこし手こずりはしたが……まがいもの程度の加護であれば、始末もかんたんなものだ」

　最強の竜王級がにんまり笑って、無造作に言った。

　しかも、ゆっくり歩きながらハルの方に近づいてくる。早く逃げなければ。だが、ハルの体はふたたび萎縮し、硬直してしまった。このままでは死ぬしかない。

「だったら！」

　ハルは右手の人差し指に力を込めた。恐怖とプレッシャーを忘れるには、無心で体を動かすしかない。全身全霊をかけて、魔銃の引き金をひく。

　バアアアァァァァンッ！

　ほとばしる赤い光弾。真正面からハンニバルを撃った。しかし、竜王の前には一二個のルルク・ソウン文字『我が槍よ。北星の力を宿し、いざ進め』が燦さん然ぜんと顕あらわれている。

　ハルの光弾はこの配列に当たり、またもむなしく消滅した。

　魔銃が教えてくれた。あれは屠と竜りゆうの槍の必滅之法《突撃の狼煙のろし》であると。

「攻撃だけの必殺技じゃないってことか……」

「言っただろう？　余の槍は難攻不落だと」

　ほくそ笑みながら、ハンニバルは槍の穂先をハルに向けて近づいてくる。

　せわしなく走ったりはせず、一歩、また一歩と大きなストライドで歩きながらの接近。決して速くはないが遅くもない。せわしなく高速で突進するよりも、むしろドラゴン王の威風にあふれている。まさしく王者の進撃だった。

　ハルは戦せん慄りつした。このまま何もしなければ、また体がすくんでしまう。

　ハンニバルとの距離、あと一〇メートル。死の恐怖がハルを突き動かした。フルオートで魔銃の全弾を連射。必滅之法だった。

　ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッ！

「おお。なかなかの力強さだぞ、僭せん主しゆ！」

　またもルルク・ソウンの秘ひ文も字じがハンニバルを守っていた。

　一二個の文字による配列『我が槍やりよ。北星の力を宿し、いざ進め』。これが残弾二八発を撃ち尽くすフルオート射撃さえも防ぎ切ってしまう。

　結局、全弾丸が消滅を遂げた。だが、ハンニバルは歩みを止めていた。

　この一瞬、二八連射の威力がどうにか竜りゆう王おうの前進を押しとどめてくれたのだ。

　ささやかな成果だが、今この状況では何よりもありがたい！

「頼む、十じゆう條じよう地じ！」

「ええ！　悪あく路ろ王おう、おねがい！」

　とっさに叫ぶと、隠れていた少女の声が答えてくれた。

　白き九尾の狐こ狼ろう・悪路王も騎兵隊さながらに全力疾走で駆けつけてくる。身の丈を最小サイズである三メートルほどに縮めて、背中にパートナーを乗せていた。

　十條地織おり姫ひめはアーシャたちに同行せず、こちらで待機中だったのだ。

　いざというときハルをバックアップするため、ひとり離れて──。

　駆けつけた悪路王は九尾のひとつを器用に使ってハルの体を巻き取り、白い背中の上に乗せてくれた。織姫の真後ろにならぶ形となる。

　悪路王はそのまま即座に空へと駆けあがった。織姫が指示する。

「弓の文字と火の魔法を使って……派手にやって！」

　クォォォォォォオオオオオォォォォンンンンッ！

　飛行開始と共に疑ぎ似じ神格を発動。

　悪路王の九尾、それらの先端から黒い鏃やじりが九つも撃ち出された。その全すべてがハンニバルに命中──する寸前で爆裂。紅ぐ蓮れんの焔ほのおとなって竜王を襲う。

「ははははは！　熱烈な歓迎だな。余もそろそろ本気を出さねばなるまいか！」

　劫ごう火かに灼やかれながらも、ハンニバルが哄こう笑しようしている。

　しかし、焔に巻かれて姿が見えな──かったのは数秒間だけだった。

　燃えさかる一面の猛火。その渦中に紅あかきドラゴン上位種が忽こつ然ぜんと顕あらわれた。体長およそ二〇メートル前後。胸のあたりが甲かつ冑ちゆうさながらに外骨格化し、右手には黒い長ちよう槍そうを握りしめ、仁王立ちしている……。

　もちろん、紅きハンニバルのドラゴン体だった。

　最強の竜王級がいよいよ真の姿で戦いはじめようとしているのだ。

　オオオオオオオオオオオオォォォォォォォォオオオオオオオオオオオッ！

　オオオオオオオオオォォォォォォォォォォォオオオオオオオッ！

　オオオオオオオォォォォォォォォォオオオオオオオオッ！

　紅きドラゴン王の巨大な顎あぎとが開き、すさまじい咆ほう哮こうを立てつづけに発する。その轟ごう音おんに空中で聞き入りながら、ハルは織姫と共にごくりと息を呑のんだ。

「火ひ之の迦か具ぐ土つち……例のあれ、もうすこし急がせてくれないか？」

「ならば、もっと力をよこせ。幸いにもかなり近くまで来ているからな。たいした量は要いらないはずだぞ」

　魔銃を一撫なでして言うと、火ひ之の迦か具ぐ土つちの声が答えてくれた。

　力。もちろん魔力のことだ。ハルと元ドラゴンの女王は昨夜から例の魔術をひそかに使い続けていたのだ。どうやら、その甲か斐いはあったらしい。

　新たな魔力をしぼり出すべく、ハルは心臓に意識を集中させた。





　　　　　　　３






　旧マンハッタン租そ借しやく地ちに出現した『火の軍勢』。

　蜥蜴とかげの形をした焔ほのおが三〇〇体ほど集結した、ハンニバル麾き下かの眷けん属ぞくである。

　ラプトルとちがい、火蜥蜴サラマンデルたちは好き勝手に飛びまわりはしない。指揮官の号令を待つ兵団のごとく微動だにせず、整然と空に浮いている。

「あのなかに飛び込んでいけば、この間のラプトルたちのように返り討ちに遭う。かといって攻撃しないわけにもいきませんし、面倒な連中ですね。……羽は純ずみさん」

「は、はいっ」

　アーシャが声をかけると、素直な後輩魔女は硬い声で返事してくれた。

　荒事は苦手で天使のような白しら坂さか羽純。しかし、彼女も敵の──竜りゆう王おうハンニバルのすさまじさを肌で感じているのだろう。いつもの戦闘よりもさらに緊張している。

　今、輸送ヘリに乗る魔女はアーシャと羽純だけだった。

　火蜥蜴たちの出現直後、《W.o.t.Cウイツチーズ》のメンバーはヘリから降ろし、地上部隊への合流を指示した。疑ぎ似じ神格を使い切っていても、『蛇』四体は貴重な戦力なのだ。

「まず私とルサールカで敵の力を見きわめます。水み無な月づきは貴重な予備戦力ですから、不用意に戦闘エリアへ飛び込ませないでください」

「わかりましたっ」

　手持ちの戦力を全すべて最前線に投入すればいいものではない。

　古今東西、予備部隊の活躍が勝敗を決した戦場は数多あまたあるのだ。経験値の低い羽純が冒しそうな失敗を先読みして、事前に忠告してから──。

　アーシャはヘリ機内から、戦場の空をあらためて見わたした。

　旧マンハッタン南部のチャイナタウン上空にいるルサールカ。対して『火の軍勢』はこの廃はい墟きよの中心・セントラルパーク上空に陣取っている。

　両者の間の距離、約一〇キロ。

　これを詰めるべく『火の軍勢』が動き出した。

　ルサールカめがけて一斉に飛行開始。しかも、いつのまにか三〇〇体の火蜥蜴たちは槍やりを手にしていた。右の前肢あし──その四本指の掌てのひらを使って、器用に黒柄の長ちよう槍そうをにぎりしめていたのである！

　全すべての火蜥蜴サラマンデルの前にルルク・ソウン文字の配列が顕あらわれている。

　文面はどれも同じ。『我が槍やりよ。北星の力を宿し、いざ進め』であった。

「──!?　ルサールカ、回避です。敵軍の後方にまわりこんで！」

　とっさにアーシャは指示した。しかし、大きな驚きよう愕がくが待っていた。

　常に忠実なルサールカが反応しない。一応、回避運動をしようと身じろぎしたが、それだけだった。パートナーとして直感した。

「敵のプレッシャーに呑のまれている？」

　ならばとアーシャは叫ぶ。

「ルサールカ、後退！　市街から離れて川の方へ！」

　プレッシャーで威圧されているのであれば、退却の命令には応こたえるのでは？

　予想は当たりだった。ルサールカは正面を──『火の軍勢』の方を向いたまま、真後ろへの飛行をはじめる。

　旧マンハッタン南部のチャイナタウンから、街の入り口マンハッタン橋へ。

　真下はニューヨーク州を南北に流れる大河、ハドソン川の河口である。ルサールカはさらに後退を続け、リバティー島・自由の女神・ガバナーズ島などの上空まで来る。

　アーシャはうなずいた。

　追いかける『火の軍勢』のスピードより、逃げるルサールカの方が速い。おかげで距離が十分に開いた。プレッシャーもすこし弱まった。即座に命じる。

「疑ぎ似じ神格を発動。水の壁ウオール・オブ・ウオーター！」

　キュアアアアアアアアアッ！

　ルサールカもすこし己おのれを取りもどしていた。

　咆ほう哮こうと共に疑似神格を行使する。途端に水量ゆたかなハドソン川河口の水面が盛りあがり、巨大な水の柱となって屹きつ立りつ──。

　この大量の水は、ルサールカの周囲三六〇度を包囲する球体へと形を変えた。

　直径およそ六〇メートル程度。『蛇』の巨体も守りきれる、死角のない防護膜だった。

「不ふ朽きゆうの加護も魔力付与エンチヤントです！」

　ルサールカを守る水の防壁はさらに真珠色の光を発しはじめた。

　疑似神格と僭せん主しゆの力を掛けあわせた最高の防御陣。これに守られながら、敵軍を狙そ撃げきし続ければ──。

「ルサールカ。織おり姫ひめさんじゃないですけど、長なが篠しのの合戦です！」

　女王形態の相棒は紅ぐ蓮れんの弓に光の矢をつがえ、ひょうと撃つ。

　その一矢は火蜥蜴の一体を真正面から射ぬく──はずだった。しかし、例のルルク・ソウンの秘文『我が槍よ。北星の力を宿し、いざ進め』に当たって、光の矢はあっさりと消滅してしまう。

　第二、第三の矢を放っても、結果は同じだった。

「あちらも鉄壁の防御……まるで槍そう兵へいの密集陣形フアランクスじゃないですか」

　アーシャが舌打ちした直後、ついに『火の軍勢』が到来した。

　ルサールカの手前で火蜥蜴サラマンデル三〇〇体は一気に散開。思い思いの角度より水の球体に貼りつき、手にした槍やりを次々と突き立てていく。全方位、三六〇度どちらを向いても全すべて火蜥蜴たちだった。

　キュアアアアアァァァァァァァァァァァンンンッ！

　ふたたび蒼あおきワイバーンが咆ほう哮こうする。今度は苦痛のためだった。

　三〇〇体の火蜥蜴たちはそのまま槍を抜こうとせず、水の防壁のさらに深くへ突き入れようと力を込める。ルサールカは痛みに苦しんで、さらに声こわ高だかに咆哮する。

　ハンニバルの必ひつ滅めつ之の法ほうは、不ふ朽きゆうの加護越しでも敵の肉体にダメージをあたえるのだ！

「ルサールカ!?」

　三〇〇もの錐きりで全身を突き刺されるかのような痛みに、相棒は襲われている。

　そうと気づいて、アーシャは表情を険しくした。今のルサールカなら、あのパヴェル・ガラドが繰り出す必滅之法でさえもしのぎきるはずなのだ。

　だというのに、鉄壁の防御はハンニバルの眷けん属ぞく風情に苦しめられている。

「これで総大将まで出てこられたら……！」

「アーシャさん！　あ、あれを見てください！」

　ハドソン川の川辺を飛ぶヘリ機内で戦いを見守る魔女ふたり。

　羽は純ずみが指さす眼下の光景を見て、アーシャはハッとした。今まさに危き惧ぐした事態が現実と化していたのだ。

　晴はる臣おみたちと紅あかき竜りゆう王おうが居合わせるはずのガバナーズ島。

　その大地で魔術の劫ごう火かが激しく燃えさかっており、その火中で巨大なドラゴン上位種──否いな、マンハッタンの王者が立ちあがろうとしている！

　竜王ハンニバルは顎あごを大きく開き、立てつづけに咆哮を発した。

　オオオオオオオオオオオオォォォォォォォォオオオオオオオオオオオッ！

　オオオオオオオオオォォォォォォォォォォォオオオオオオオッ！

　オオオオオオオォォォォォォォォォオオオオオオオオッ！

　まさに天を震わせ、地を揺るがす大だい音おん声じようだった。

　しかも、この吠ほえ声ごえが『火の軍勢』にさらなる力をあたえたらしい。火蜥蜴どもはさらに深くへと槍を突き刺す。直後、崩壊がはじまった。

　ルサールカを守る直径六〇メートルはあろう水の防御球──。

　これが水みず飛沫しぶきをばらばらとまき散らしながら、崩壊をはじめたのである。

　球体はどんどん小さくなっていく。ほんの数十秒で半分ほどに縮んでしまった。しかも、とどめを自ら刺そうと言わんばかりにハンニバルが飛び立ち、ゆっくりとルサールカの方へ近づいてくる！

　もちろん竜王自身も長ちよう槍そうを右手に持っていた。万事休す──そう思われたとき。

『もうすこしだけ……持もち堪こたえてくれ！』

　アーシャは幼なじみの声を聞いた気がした。耳ではなく、左手の甲に浮かぶ《弓の秘ひ文も字じ》が伝えてくれたのではないか。

　そして、それと同時にアーシャは相方へ叫んでいた。

「ルサールカ、水の大砲ウオーター・キヤノン。《弓の秘文字》も併用！」

　今日、三度目の疑ぎ似じ神格。

　ふたたびハドソン川の水面が激しく隆起し、水柱を真上に噴きあげる。

　眼下の大河を砲台とし、数百トンもの水を砲弾として射出させたのである。しかも、《弓の秘文字》の威力も込めて竜りゆう弑ごろしの一撃とした。

　これが今度はしたたかに効いた。

　火は水によって消え去るもの。その自然の摂理が今度こそ適用された。

　三〇〇体の火蜥蜴サラマンデルたちはハドソン川の大水に呑のみこまれて、『ジュゥゥゥゥッ！』という音と共にかき消えていった。

「下から──というより側面からの攻撃には弱い。やっぱり強みも弱点も重装槍歩兵フアランクスと同じでしたか……」

《槍やりの秘文字》の特性を察して、アーシャはつぶやいた。

　尚なお、今の鉄砲水はルサールカの防御を立て直す役目も果たしていた。

　サイズが半分以下にまで縮んでいた水の防御球に追加の川水を補給して、元の直径六〇メートル近い大きさにもどしてくれたのだ。

　大砲代わりの川水はそのまま地上七、八〇〇メートルの高さにまで噴きあがる。

　それからスコールのようにハドソン川へ落ちていったのだが──次の瞬間だった。時ならぬゲリラ豪雨の終了と同時に、紅あかきハンニバルが突っ込んできた！

「屠と竜りゆうの槍と共に戦いつづけて、幾千年かは忘れたが……」

　あの驚くべきゆたかなバリトンでつぶやきながらの突撃。

　ガバナーズ島から上空のルサールカまで、ハンニバルは一直線に飛んできたのだ。屠竜の槍をまっすぐ前に突き出しながら。

「まがいものの竜りゆう王おうとやり合うのは初めてだ！」

「ルサールカ!?」

　竜王の突き出した穂先が水の防御球に食い込む。

　ルサールカを守護する球体はどうにかハンニバルの突進を止めてくれた。

　だが、それとひきかえに──一瞬で消し飛んだ。スコールが終わったばかりだというのに数百トン分の水みず飛沫しぶきがハドソン川に落ちていく。

「どうした、小細工はもう終わりか!?」

　一度は止まったハンニバルが飛行を再開する。

　ルサールカめがけて直進。あらためて長ちよう槍そうを突き出すつもりなのだ。もはや偽りの女王を守る防壁は何もない。アーシャは叫んだ。

「一度退さがって、ルサールカ！」

　アーシャの指示にしたがい、相棒は稲妻のような速さで真後ろへと飛ぶ。

　それを追いかけてハンニバルも飛ぶ。だが、幸いにもスピードは圧倒的に蒼あおきワイバーンが上だった。初速がちがうのだ。

　静止状態から加速を開始するまでの時間、ルサールカはかなり短い。

　ほんの十数秒でトップスピードに乗ってしまい、軽快かつ機敏な飛ひ翔しようを見せつける。対して、ハンニバルはゆっくりと飛びはじめて、徐々にスピードに乗っていく。

　その悠々たる飛翔は、ある意味で王者の風格ただようものだった。

　おかげで追いかけっこの序盤はルサールカ有利だが──

「ルサールカ。一定の距離を保ちながら、逃げつづけてください。ハンニバルと正面から向き合ったら駄目です。必ず相手の側面にまわり込むように！」

　矢継ぎ早にアーシャは細かく指示していく。

　初速は遅くとも、スピードに乗りさえすればハンニバルも十分に速い。

　しかも、ルサールカを硬直させるプレッシャーまで放ってくる。かんたんに逃げまわれる相手ではなかった。

　自由の女神を擁するリバティー島の上空でルサールカが逃げ、ハンニバルが追う。

　だが蒼きワイバーンを二、三分追いまわしたところで、紅あかきドラゴン王はいきなり空中で静止した。そのまま哄こう笑しようをはじめる。

「ははははは！　すばしっこい燕つばめ狩りには、勢せ子この助けが欲しいところだな。今、百も舌ずどもを呼んでやるとしよう！」

　ハンニバルのまわりに焔ほのおが──蜥蜴とかげの形をした焔が次々と出現しはじめる。

　火蜥蜴サラマンデルたちだった。その数は三〇〇ほど。アーシャは悟った。さっきルサールカが放った一撃は『火の軍勢』を壊滅させたわけではなかったのだ。一時的に火を消しただけで、すこし間を置けば彼らはこうして復活する……。

　さすが竜りゆう王おう、地力の差がありすぎる。最悪のシナリオがアーシャの頭に浮かんだ。

　このまま善戦はできるだろう。しかし、最後にはおそらく力負け──

「アーシャさん、これを！」

　そのとき、ずっとそばでひかえていた羽は純ずみがメモを差し出した。

　いつのまにか無線機のレシーバーを手にしていた。戦闘に集中して気づかなかったが、誰かと通信していたらしい。その相手からの指示がメモには書かれていた。

「ルサールカ、橋まで退却してください！」

　アーシャの要請に応こたえて、ルサールカが飛びはじめる。

　ハンニバルと彼の軍勢に背を向けて、一目散に北へ。旧マンハッタンの方角へ。

　目的のマンハッタン橋までは、ほんの二キロ程度しかない。ワイバーンの翼なら、たいしてかからないはずだ。

　逃げるルサールカを追って、ハンニバル軍も動き出した。

　竜王自らが陣頭に立ち、その背後に火蜥蜴三〇〇体の兵団が続く。王も雑ぞう兵ひようも屠と竜りゆうの槍やりを持ち、必殺の態勢をととのえている。

　先頭のハンニバルはあいかわらず飛びはじめが鈍重だ。

　すぐには追いつかれない。しかし、本格的にスピードが乗ってきたら──しかも今回は猟犬役の火蜥蜴サラマンデルたちまで大勢いる。気を抜けば一巻の終わりだろう。

　一方、アーシャたちを乗せた輸送ヘリもマンハッタン橋に針路を取っていた。

　そちらへ向かってくれと、羽は純ずみが操縦士にも伝えたのだ。

　ルサールカの方はあと数秒で橋の上空に到達か。そうと見てアーシャは告げる。

「女王形態を解除。選手交代です！」

　マンハッタン橋の上空を駆け抜けるルサールカ。

　その巨体から、紅玉造りの装甲と両腕が消え去った。代わりに装甲を得て、女王形態となったのは橋の上に先回りして待機中だった悪あく路ろ王おう──。

　白き九尾の狐こ狼ろうは胴体に女王形態の装甲を身につけていた。

　そして、背中には黄金製の大砲までも。

　クォォォォォオオオオオオオンンンンンッ！

　高らかに吠ほえながら、悪路王が背中の黄金砲を連射しはじめる。砲身から放たれるのは赤い閃せん光こう。標的はルサールカを追ってきた『火の軍勢』たちだ。

　しかし、ハンニバルを筆頭に槍そう兵へいたちも例の力をふたたび行使した。

　竜りゆう王おうと兵士三〇〇体の前に『我が槍よ。北星の力を宿し、いざ進め』の配列がまたしても顕あらわれたのである。

　砲撃は秘ひ文も字じに当たって消滅してしまう。

　だから、進撃を止めたのは悪路王の功績ではなかった。そうさせたのは、天から降ってきた巨大な『箱』だった。

　満天の星々の間より地上めがけて降下してきたもの──。

　その形状を大おお雑ざつ把ぱに言えば、長方形である。ただし、身長三、四〇メートルの巨人が棺かん桶おけ代わりにすることもできそうな巨大さであった。

　色は夜よ闇やみのなかでもひときわ目立つ白。

　素材はおそらく木。そう、あれは巨大な木造船なのだ。

　白き箱船は一見ゆるやかに──しかし、実際は時速五万キロ以上の速度でハドソン川に着水する。だが、水面はほとんど波立たず、静かなままだった。

　重力制御の魔力を使って降下してきたのだろう。

　その着水は二か月前、東京新しん都とに降臨した玄げん武ぶ王おうのそれとよく似ていた。

　だが、似ていて当然かもしれない。巨大なカメであった玄武王も白き箱船も、同じ目的のために生み出されたものだ。

　すなわち竜王／僭せん主しゆに仕える眷けん属ぞく。主あるじを星々の海へ運ぶための移動手段──。

「あれがソロモンの箱船……」

　白き箱船を輸送ヘリの機内から見おろしながら、アーシャはささやいた。

　着水地点はマンハッタン橋のすぐ手前だった。これは偶然ではない。あの橋には悪あく路ろ王おうだけでなく、箱船を召喚した晴はる臣おみと織おり姫ひめもいるからなのだ。

「ほう」

　一方、火蜥蜴サラマンデルの軍勢をひきいて飛ぶハンニバルがつぶやく。

「ルルク・ソウンゆかりの細さい工く物ものか。ふふふふ。僭せん主しゆよ、何を目もく論ろんでいる……？」

　罠わなの存在を予期しつつも進軍を止めない。

　剛胆なる竜りゆう王おうは罠と箱船ごと、晴臣たちを叩たたきつぶすつもりにちがいなかった。
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　ソロモンの箱船。

　その隠し場所は地球上ではなく、竜族が星海と呼ぶ領域──宇宙の一角であった。具体的には火星と木星の間に横たわる小惑星帯だ。まあ、地球と同じ太陽系の範囲内ではあるので、宇宙的尺度でいえば近場なのかもしれないが。

　このバカバカしいほど壮大な隠し場所から、遺産入りの宝箱を呼びよせる。

　それが昨日、ハルの行った《遺産継承》の効果であった。

　問題の箱船は一晩かけて星々の海を渡り、今はハドソン川に浮いている。

　碇いかりも降ろさず、係留もしていないのに川かわ面もで微動だにしないあたり、さすが大魔術師の持ち船だった。そもそも木造のくせに、ドラゴンたちと同様に大気圏外へ飛び出していく非常識なスペックなのである。

　ハルはマンハッタン橋から箱船を眺めつつ、軍用トランシーバーに語りかけた。

「今から宝箱を開けて、アイテムを引っぱり出してみるよ。アーシャとルサールカは空からの攻撃をひきつづき頼む」

『了解しました。早めのパワーアップを期待してますからね』

　通信の相手はアーシャだった。

　幼なじみは羽は純ずみと共に、上空を飛ぶヘリから戦況を確認している。

『敵──《槍やりの秘ひ文も字じ》の特徴もなんとなくわかりましたし、それを活いかすチャンスが欲しいところです』

「あれか。槍っていうよりファランクスの秘文字みたいだよなあ」

『ええ。正面衝突は分が悪いので、なるべく側面を突いていきたいですね。まあ、ハンニバル版ファランクスは機動力も結構あるようですが』

　密集方陣フアランクス。古代ギリシアの歩兵戦術である。

　長ちよう槍そうと大盾で武装した歩兵が肩を寄せ合うように密集して、横一列になる。この列を縦にいくつもならべて、方陣＝四角い陣形を作るのだ。戦闘時は方陣を保ったまま前進し、長槍で攻撃。最前列の歩兵が倒れたら後列の者が前に出て、攻撃力を落とさない。

　密集しているので横一列にならんだ大盾で壁を作ることにもなり、防御力も高い。後列の兵は長ちよう槍そうを上に向け、槍やり衾ぶすまを作って敵の飛び道具を払いのける。

　攻防どちらにもすぐれた、古代ギリシアの定番戦術である。

　だが密集するため機動力が低く、そこが弱点でもあった……。

　通信を切り、状況を確認する。このマンハッタン橋にはハルだけでなく、十じゆう條じよう地じ織おり姫ひめと悪あく路ろ王おうもいる。白き狐こ狼ろうの女王形態が解除され、ルサールカの姿が付近にないのは次の一手にそなえての布石だ。

　そして、ハンニバルの軍勢は橋と箱船めざして、順調に直進中。

　陣頭に立つ総大将も火蜥蜴サラマンデルたちも、まだスピードに乗り切っていない。だから、あとすこしだけ余裕がある……。

「十條地、宝箱が開いたあとはトカゲ軍団の足止めを頼む」

「ええ。……気をつけて、春はる賀がくん！」

　心配そうな同級生にうなずきかけつつ、ハルは『開け』と念じた。

　開けゴマ。オープン・セサミ。横着して呪じゆ文もんは省略したが、白き箱船からは──七二個もの青白い鬼火が飛び出してきた！

　それはリヴァイアサンと同じほど大きく、ドラゴンの形状フオルムを持つ鬼火だった。

「蛇じや霊れい体たいか……」

　宝の目録は《遺産継承》を行ったとき、頭のなかに伝わってきた。

　だからハルは知っている。蛇霊体。実体を失った古代式リヴァイアサンの霊魂。しかし、血肉は失っていても魔力まで失ったわけではない──。

　竜の形をした七二体の鬼火たちは鳥のように翼を広げ、思い思いに空を舞う。

　海辺を群れ飛ぶ海鳥の群れにも似た、軽快かつ自由な集団飛行だった。そして、飛ひ翔しようする蛇霊体たちのなかから、キラキラ光る小さな物がマンハッタン橋に落ちてくる。

　ハルは右手を開き、天にのばした。

　蛇霊体が落とした品はスローモーションのような遅さでゆっくりと落下し、継承者であるハルの掌てのひらにおさまった。

「ソロモンの指輪……」

　それは黄金の指輪だった。いにしえの大魔術師が遺のこした魔導器。そして、この指輪を右手の人差し指にはめながら、ハルはもうひとつの呼び名をささやく。

「指輪の秘ひ文も字じ……！」

　ハルの右手の掌に新たな魔術記号が浮かびあがった。

　ごくシンプルな『◎』の刻印、弓でも双刀でもない《指輪の秘文字》。このルーンが顕あらわれた瞬間、群れ飛ぶ蛇霊体たちが新たな動きを見せた。

　地上にいるハルめがけて、次々と飛びかかってきたのである。

　蛇霊体たちの目標は、正確にはハルがはめた指輪だった。ソロモン王の遺産はハルの頭上に飛来した下僕たちを──次々と吸収してしまう。

　指輪に膨大な量の魔力がみなぎる。七二体もの蛇霊体たちが有していたものだ。

　そして、指輪の継承者はこの力を意のままに操ることができるのだ。

「!?」

　魔力のほかにも劇的な変化があった。

　指輪をはめた瞬間から、〝心〟を感じ取れるようになったのだ。

　まずは指輪に宿った蛇じや霊れい体たいたちの心──彼女たちは数千年ぶりに地上へ帰還したことと、檻おりのような箱船から解放されたことをひどくよろこんでいる。

「『蛇』たちの声を聞き、心を感じ取れる魔法の指輪か……」

　目録に書いてあったとおりの効能を実体験して、ハルはうめいた。

　ソロモン王には魔法の指輪にまつわる伝説がある。その指輪は大天使ミカエルが授けた品で、彼に天使と悪魔を使し役えきする力、あらゆる動物と植物の声を聞く力をあたえたという。いくつかの魔導書および、旧約聖書にも書かれている逸話だった。

　ハルも指輪の力を使い、超感覚を広げてみた。

　悪あく路ろ王おうとルサールカ。彼女たちは火蜥蜴サラマンデルたちへの戦意で大いに昂たかぶっている。

　また、ブルックリン市街の方では《W.o.t.Cウイツチーズ》の『蛇』たちが竜りゆう王おうの気配を感じて、ナーバスになっていた。

　火蜥蜴たちは機械のようだ。王の命令を遂行することのみ志向している。

「そういえば、僕らの『蛇』ってみんな雌なんだよな……」

　ハルは思い出した。人類の盟友リヴァイアサンは全すべて女性体なのだ。こうして心で接触してみないと、猛獣の姿のせいでつい忘れがちになるが──。

　悪路王もルサールカもれっきとしたレディ、織おり姫ひめ・アーシャの同性だ。

　すこし申し訳なく思いながら、ハルは彼女たちの心と霊的結合アストラル・リンクを確立させた。以前の数倍にふくれあがった魔力を直じかに──魔女の心臓を経由せずに送りこむためだ。これも指輪があたえてくれた力だった。

「準備完了だ、十じゆう條じよう地じ……！」

「わかったわ！　悪路王、必殺技を使って、あのドラゴンたちを食い止めて。火の魔法をめいっぱい撃ちつづけるの！」

　ハルの要請に織姫は凜り々りしく、力強く答えてくれた。




　晴はる臣おみから『蛇』たちにすさまじい量の魔力が送りこまれたとき。

　進軍を続けるハンニバルおよび三〇〇体の火蜥蜴たちとマンハッタン橋との距離は四、五〇〇メートルほどだった。

　彼らの目的は僭せん主しゆ・春はる賀が晴臣とその郎党の撃滅である。

　ついに十分な加速を得たハンニバル軍はマンハッタン橋まで、あとほんの十数秒で到達するはずだった。しかし、ここで橋の上から悪路王が仕掛けた。

　白き狐こ狼ろうの頭上に『黒い鏃やじり』が九つも顕あらわれる。

　黒曜石を加工したかのような、原始的な石器めいた神秘の鏃である。《弓の秘ひ文も字じ》が武具として顕在化したものだ。

　九つの黒い鏃やじりは空飛ぶ砲台となって、マンハッタン橋の手前で横一列にならぶ。

　ハンニバルと彼の軍勢めがけて、すぐに斉射を開始した。九つの鏃はその先端から、焔ほのおの弾丸を秒間一〇〇発以上のペースで吐き出しはじめたのである。

　フルオート射撃。晴はる臣おみが魔銃を鍛造したときに編み出した必ひつ滅めつ之の法ほうであった。

　弾幕を向けられるのはもちろん紅あかき竜りゆう王おうの軍勢だ。

　しかし、先頭のハンニバルも、つきしたがう火蜥蜴サラマンデルたちもひるまない。

　ルルク・ソウンの呪じゆ文もん『我が槍やりよ。北星の力を宿し、いざ進め』で今までどおり、必滅の弾丸弾雨を消滅させながら直進を続ける。

　だが、それでも悪あく路ろ王おうの必滅之法はハンニバル軍の直進速度を若干落とさせていた。

　一向に勢いのおとろえないフルオート連射の威力がそうさせるのだ。

「悪路王……やはり、疑ぎ似じ神格の強度が上がっていますね」

　ハドソン川の岸辺上空を飛ぶヘリの機内。

　アーシャはマンハッタン橋付近の状況を見わたして、うなずいた。今、悪路王が発揮している魔力の強度、第五階かい梯ていの魔女がパートナーとなったとき以上だろう。

　そして、それは悪路王だけの恩恵ではない。

「私たちも《指輪の秘ひ文も字じ》の助けがあれば──ルサールカ！」

　機は熟したと見て、ついにアーシャは相棒へ呼びかけた。

　ただ一体、戦場を離れてニューヨーク市の上空七〇〇〇メートルまで上昇し、奇襲のタイミングにそなえていた蒼あおきワイバーンへ。

「降下と同時に必滅之法です。最大連射フルバースト！」

　今日、四回目の疑似神格。

　これで残り一回。切り札の二重発動ダブルキヤストはもう使用不可──。

　ぎりぎりの状況のなか、ルサールカはハンニバル軍めがけて急降下していく。

　ふたたび女王形態にもどっている。紅玉造りの両腕もふたたび現れており、その左腕に持つのは紅ぐ蓮れんの弓。右腕に持つのは氷の矢だった。

　しかも、射手はルサールカ一体だけではなかった。

　急降下をはじめた直後、蒼きワイバーンの背後に増援の射手が出現したのだ。

　それは女王化したルサールカと瓜うり二ふたつの──分身だった。しかも一〇〇体近くいる。全すべて紅蓮の弓と氷の矢をたずさえていた。

　ルサールカの軍団は矢を射かけながら、ハンニバル軍を上空より急襲する。

　氷の矢は撃つたびに新たな矢が右手に現れ、それをルサールカも分身たちも途切れることなく撃ちつづける。

　──《槍の秘文字》は正面からの攻撃には堅けん牢ろうだが、側面からの攻撃には脆もろい。

　その弱点を突くための、上空からの奇襲。しかし、ハンニバルの対応は憎らしいほどに落ち着いたものだった。

「屠と竜りゆうの槍やりよ、余の軍勢に不ふ朽きゆうの加護を以もつて貢献せよ！」

　手にした黒い槍へ命じると、淡い真珠色の光がすぐに展開された。

　しかも、ただハンニバルの巨体を守るだけではない。彼が陣頭に立ってひきいる火蜥蜴サラマンデル三〇〇体──その全すべてを包みこむほど、紅あかき竜りゆう王おうの加護は強大だった。

　ルルク・ソウンの秘ひ文も字じと不朽の加護に守られて、ハンニバル軍に隙すきはない。

　結局、悪あく路ろ王おうとルサールカはどちらも一分近く必ひつ滅めつ之の法ほうを撃ちつづけたのだが、竜王自身はおろか雑ぞう兵ひようの火蜥蜴一体すらも倒すことはできなかった。

　ルサールカの分身一〇〇体も消えた。

　だが、アーシャにはまだ〝最後のとっておき〟があった。

　悪路王だけでなく、ルサールカも《指輪の秘文字》によって尋常ならざる量の魔力をあたえられている。具体的に言うならば、竜王級であるハンニバルにもさほど見劣りしないパワー総量である。

　第三階かい梯ていの織おり姫ひめには制御しきれないだろう。

　しかし、欧州最高の撃墜王であり、特級魔女マスターマギのアーシャなら──

「ルサールカ、今です。必滅之法《射陽の神弓》！」

　地上付近まで降下してきたルサールカ。

　マンハッタン橋へと直進を続けるハンニバル軍の側面にまわりこみ、《弓の秘文字》最強の秘術を解き放つ。

　紅ぐ蓮れんの弓より黄金に輝く光の矢が撃ち出された。

　今のルサールカなら、二重発動ダブルキヤストなしでも《射陽の神弓》を行使できる。

　そして、事前に最大連射で不朽の加護を減らせておけば、切り札の効き目はさらに大きなものとなる──。アーシャは乾けん坤こん一いつ擲てきで放った矢の行方を見守った。

　光の矢は全長五〇メートルはあろう『焔ほのおの大蛇』に化け身しんしていた。

　次々と火蜥蜴たちを丸まる呑のみにし、またたく間に四、五〇体を消滅させてしまう。さらに屠竜の槍で突きかかってきたハンニバルに巻きつき、抑え込もうとする。しかし、竜王がこれを振り払った瞬間──『焔の大蛇』は爆裂。

　ハドソン川の上空で、ハンニバル軍を丸々巻きこむ大爆発が生じた。

　数十秒間、閃せん光こうがはじけ、爆炎がうなり、轟ごう音おんがとどろき、爆風が吹き荒れた。

　それら全てがクリアになったあと、敵は一掃されていた。火蜥蜴どもは一体もいない。紅きハンニバルの巨体も消きえ失うせていた。

　空に残った魔性の獣は女王形態のルサールカのみだ。

「や、やりましたね、アーシャさんっ！」

　やにわに羽は純ずみが叫び、抱きついてきた。同じヘリのなかでずっと息をひそめて、アーシャの奮闘を見守ってくれていたのだ。

　しかし、天使のような後輩の歓喜を目まの当たりにしつつも──

「ルサールカ、実在化を緊急解除！　急いで……逃げて！」

　アーシャは《見けん敵てき》を使う時間さえ惜しんで、すぐさま命じていた。

　論理的な理由は何もない。強しいて言えば、紅あかきハンニバルがこうもあっさり斃たおれるものかという先入観だった。そして何より、危険が間近に迫っているときの悪お寒かん──うなじの毛が逆立つような恐怖ゆえだった。

　実際、指示した直後にハドソン川の水面より、屠と竜りゆうの槍やりが飛び出てきた。

　空中のルサールカめがけて一直線に飛び、紅玉造りの胸甲に突き刺さってしまう。

　しかし、槍の穂先が体内の心しん金がねを抉えぐるか否いなかという土壇場で、ルサールカは姿を消すことができた。アーシャの退却指令が早かったおかげだ。

　間一髪。だが、無傷というわけではない。

「く……ぅぅぅぅぅっ！」

「アーシャさん!?」

　竜りゆう弑ごろしに傷つけられた痛みは『蛇』だけでなく、盟約者の魔女にまで届く。

　アーシャは胸を押さえて、前のめりに倒れてしまった。心臓に穴が開いたかのような激痛を感じる。まともに呼吸できない。

　とっさに羽は純ずみが支えてくれたものの、自力で立つこともままならない。

　一方、ルサールカを退場させた槍はそのまま空中で静止。

　ハドソン川から出てきた主あるじが取りにくるまで、忠実に待っていた。

「いきなり力が増していたので驚いたが……まあ、やはり『竜りゆう王おうもどき』では限界があるということだな。とはいえ」

　屠竜の槍をふたたび手にして、ハンニバルはうそぶく。

「かつての女王が直じき々じきに余と手を交えるのであれば、話はべつかもしれん。弓の僭せん主しゆよ、そなたは面白いオモチャをいくつも隠し持っているではないか」

　竜王ハンニバルはマンハッタン橋の方を見つめていた。

　そちらの上空に今、悪あく路ろ王おうではなく──『紅ぐ蓮れんの女王』が出現している。火ひ之の迦か具ぐ土つちが竜王だった頃の肉体である。今は春はる賀が晴はる臣おみの分身ともいうべき存在だ。

　しかし、アーシャは大きな不安を感じていた。

　幼なじみの晴臣との間には盟約の絆きずな、魔術のつながりがある。

　だというのに今、紅蓮の女王から《弓の秘ひ文も字じ》の気配を一切感じない。《双刀の秘文字》の気配もまったく感じ取れなかった。

　あれは本当に紅蓮の女王なのだろうか？

　アーシャは胸の激痛に苦しみながら、晴臣の無事を願った。
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　実のところ、ソロモンの指輪をはめた瞬間にハルは理解したのだ。

　──ああ。やっぱり疑っていたとおりだったか、と。

　いにしえの大魔術師によって、丁寧すぎるほど都合よく準備されていたレール。魔導書発見から遺産継承までの理想的な道筋。

　ソロモン王はおそらく、本当に後継者たりうる人材を求めていたのだろう。

　いつか出現した該当人物に己おのれの杖つえと秘ひ文も字じである『指輪』を託し、ついでにその人物の肉体・精神・秘文字などを丸々奪い取るために──。

　彼の真の目的、やはりベタに『そのまま現世へ復活すること』だろうか？

「できれば意表を突いて欲しかったよ……うううっ」

「春はる賀がくん、大丈夫!?」

　マンハッタン橋の上で突然の頭痛に襲われて、ハルはうずくまってしまった。

　駆けよってくれた織おり姫ひめに返事をする余裕もない。頭は割れそうなほど──いや、粉々に砕け散りそうなほどに痛みはじめていた。

「ああああああああああああああああああっ！」

　頭をかかえてハルはのたうちまわり、絶叫した。

　立つことはおろか、すわっている姿勢も保てない。うつぶせになったり、あおむけになったりとせわしなく転げまわりつつ、頭部の激痛を堪こらえようとする。

「る、ルルク・ソウンの魔方陣か……？」

　ハルが転げまわるアスファルトの上に『◎』の記号──《指輪の秘文字》を示す刻印が浮かびあがっていた。この二重円をぐるりと取りまくようにして、ルルク・ソウンの秘文字も二四個いっしょに出現している。

　こちらの配列の意味は『汝なんじ、ソロモンの後継となり、贄にえとなるべし』。

　なんとも悪趣味な呪じゆ文もんであった。トラップを引き起こした元凶は、もちろん右手の人差し指にはめたソロモンの指輪だろう。

　今、指輪はハルの肉体と精神を切り離すべく、精神攻撃を実施中なのだ。

　攻撃に敗れたら最後、ハルの体と秘文字はソロモンの指輪に奪われてしまう──。

「おかしいところはいろいろあったしね……。弓も双刀も休眠した状態で見つかったのに、指輪のルーンだけ活性化したまま降ってきたし……」

　すこし頭痛に慣れてきた。おかげで弱々しいながらも減らず口を叩たたける。

　そんなハルの右手を見つめて、織姫が叫ぶ。

「待ってて。その指輪、今はずしてあげるわ！」

「そ、それはすこし保留しよう……。不都合はとんでもなく大きいけど、役に立つのはまちがいないし、ハンニバルとの戦闘の間だけでも──」

　心優しい少女の提案をやんわりと断った。

　まだ頭痛は激しく、身を起こす余裕はない。それでもハルはようやくのたうちまわるのをやめて、アスファルト上で大の字になった。

　顔だけ動かして、ハドソン川上空の戦いを見つめる。

　悪あく路ろ王おうが必滅之法フルバーストで弾幕を張り、ルサールカが急降下してきたところだった。

　今、指輪の恩恵を失えば、そこで作戦は失敗だ。さっきアーシャと短い通信を交わしたとき、ふたりで決めた作戦が──。

　織おり姫ひめは心配そうな表情でハルを見つめながら、すぐそばに腰をおろす。

　痛いだろうにアスファルトの路上でわざわざ正座して、ハルの頭を抱えあげて、膝ひざ枕まくらをしてくれる。耐えがたい激痛にさいなまれるなか、彼女の気遣いだけが心地よい。

　そうやって見守るうち、ついにルサールカが《射陽の神弓》を放つ。

　火蜥蜴サラマンデルどもは今度こそ全滅。ハンニバルも消えた。しかし、直後にルサールカは屠と竜りゆうの槍やりを受けて緊急退避。さらに紅あかき竜りゆう王おうが水中より復活し──

「え……？　ああああああああああああああああっ！」

　今度は頭ではなく右掌てのひらに激痛を感じて、ハルは絶叫した。

　まるで手のひらの皮を無む理り矢や理りに引きはがしたかのような痛み。見れば、右手の掌から紅い光の粒子が洩もれ出でて、空へ昇っていく。

　かなりの量が放出されて、紅い光はドラゴンの巨体と同じほど大きな塊となる。

　次の瞬間、ハルは目を疑った。

「紅ぐ蓮れんの女王!?」

　掌から流出した光は、分身ともいうべき『紅蓮の女王』に化け身しんしたのである。

　しかも、女王はハルを一顧だにせず、悠然とマンハッタン橋周辺を見わたしている。

「まだおまえの出番じゃない……早くもどってくれ！」

　すこし頭痛が治まってきたので、ハルは横たわりながら声を振りしぼる。

　だが、紅蓮の女王は何の反応も示さない。ここで気づいた。紅き分身の掌には《弓の秘ひ文も字じ》ではなく、《指輪の秘文字》が浮かびあがっている！

「女王が奪われた……」

「ええっ!?」

　ハルのつぶやきを聞いて、織姫が驚きよう愕がくする。

　必ひつ滅めつ之の法ほうの連続使用でハルの魔力が大きく減った隙すきにやられたのだろう。

　マンハッタン橋の上空で、紅蓮の女王が雄姿をあらわにしている。

　竜王ハンニバルよりもひとまわり小さいが、代わりに力強さだけでなく優美さをも兼ねそなえる紅きドラゴンである。その右手に武器が顕あらわれる。

　屠竜の弓ではない。直径七メートルはあろう黄金のリングだ。

　魔導の杖つえとして《指輪の秘文字》が具現化したものだ。今、女王のコントロール権はソロモンの指輪にあるのだ。

「ははははは！　ひさしぶりに勝負と洒落しやれこむか、女王！」

　嬉き々きとしてハンニバルが叫び、ひらりとマンハッタン橋へ飛来してきた。

　屠竜の槍──その穂先で紅蓮の女王を貫くつもりなのだ。ソロモンの指輪は対決を避けたいのか、女王をひらりと急上昇させる。

　ドラゴンの紅き女王はぐんぐん高度を上げていき、それをハンニバルが追跡する。

　いかにソロモンの指輪であっても、紅あかきドラゴン王を相手にどこまで戦えるものか。このままではせっかくの女王が失われてしまう……。

　ハルは体を起こそうとした。だが、力が全く出ない。

　ソロモンの指輪が紅ぐ蓮れんの女王に集中しているからなのか、頭痛は小康状態だ。代わりに全身の倦けん怠たい感かんがひどい。指を一本動かすのも上う手まくいかなかった。

「春はる賀がくんっ。指輪、今度こそ抜かせてもらうわね！」

　緊急事態と見て、織おり姫ひめがハルの右手を取る。

　しかし、指輪を引き抜こうとして──彼女は愕がく然ぜんとした。さすが魔法の道具だけあって、微動だにしなかったのだ。

「やっぱりダメか……。まあ、そんな気はしてたんだよね……」

「そ、それも心配だけど。ねえ春賀くん、一体いつからこうだったの!?」

　ひどく切迫した口調で織姫に問われて、ハルは「えっ？」と首をかしげた。

　意味がわからなかったので、自分の右手を見てみる。

　人差し指にはソロモンの指輪がはまったままだ。そして光沢がある。腕全体をガラスでコーティングしたかのようだ。今はちょうど夜なので、星明かりを反射している。

　織姫はハルの右掌てのひらから二の腕までを丁寧に撫なでる。

　さわり心地は金属に似ているはずだ。硬質で冷たい。そのくせ関節は何の不自由もなく曲げられる。ハル自身、何度もたしかめたことだった。

「……参ったな。いつもは精神集中しないと、こうならないんだけど。指輪とやり合っていたせいで、勝手にこうなったみたいだ」

　紅蓮の女王を得たあと、この変化は指先から手首までの範囲に現れた。

　この間『双刀』を得たあとは肘ひじあたりまで。そして、今は──右肩にまで硬質化が進んでいるようだった。さっき『指輪』を手にした影響だろう。

「これじゃあドラゴンたちの体みたいだわ。硬くて、冷たくて」

「…………」

「もしかして、前に黒い服の人が言っていたアレじゃない!?　春賀くんがいつかドラゴンになるかもしれないっていう……！」

「たぶん、そういうことなんだろうねえ」

　かつてハルと織姫の前で、〝謎の人間〟ソフォクレスは語った。

『実はだな。かつては竜ならざる生き物であった雑種の竜は──意外と多い。無論、そうでない純血の竜族も大勢いるが』

　ただの人間が変へん化げか転生でも遂げて、ドラゴンに生まれ変わるのだと……。

　あまり深刻ぶりたくはない。ハルは横になったまま、肩をすくめた。一方、織姫は激しく興奮していた。

　そのうえ涙目になり、ぽろぽろと大粒の涙を目からこぼしはじめた。

「バカ！　なんで相談してくれなかったの!?」

「こんなこと相談された方が困っちゃうよ。迷惑になるだろうし」

「ならないわ！　わたしと春はる賀がくんはお友達同士だし、仲間だし。それにわたしは──春賀くんのことが好きで、何でも力になってあげたいし！」

「……え？　ど、どういう意味？」

「わたし、春賀くんのことが好き。友達として以上に、男の子として大好き」

　思わず訊きき返したら、誤解の余地が全くない告白をされてしまった。

　織おり姫ひめは熱っぽいまなざしでハルを見つめてくれている。今までも『もしかしたら』と感じていた疑惑に裏付けができた。

　返事をしなくてはと、ハルは焦あせった。

　僕もだいぶ前から君のことを──口を開きかけた瞬間だった。

　不意に織姫が唇を寄せてきて、ハルの唇にちゅっとキスしてくれた。

「十じゆう條じよう地じ!?」

「ご、ごめんなさい。ただ告白しただけじゃルナさんに負けちゃうと思って……」

　気まずそうに織姫が言う。ハルは頭が沸ふつ騰とうしそうな自分に気づいた。

　思考も心もきわめて混こん沌とんとしている。

　全体としては幸福であり、人生で最もうれしい瞬間であり、織姫を愛いとおしく想おもう気持ちが爆発しそうになっていた。しかし、現在はきわめて切迫した状況下であり、ハンニバルの問題がある。こんなことをしている場合でもないはずだった。













　混乱するハルを見つめて、織おり姫ひめはさらにもう一度、唇を近づけてきた。

　二度目のキスだった。一回目よりも遥はるかに長い。まちがいなく二〇秒以上、織姫は唇を押し当てつづけてくれた。

　そのうえ彼女はおずおずと、ぎこちなく舌を差し入れてきた。

　ハルの舌を自分の舌で探り当てて、愛いとおしそうにゆっくりと絡めてくれる。

　ふたりは長く接せつ吻ぷんを続けたあとでようやく唇を放し、熱っぽく見つめ合った。額と額がくっついてしまうほど距離が近い。互いの息づかいさえも感じ取れる。

「じ、十じゆう條じよう地じ……」

「負けたくないの、ルナさんにも誰にも……。こんな気持ちになったの、はじめて。こんなことをするわたしのこと、春はる賀がくんは許してくれる……？」

「う、うん」

「これからは何でも報告して、何でも相談してくれる？　わたし、春賀くんの力になってあげたい。いろんなことを春賀くんのためにしてあげたい」

「う、うん」

「わたし、春賀くんのこと好きでもいい？　やっぱりチーム内の恋愛はだめ？」

「い、いいに決まってるじゃないか十條地！」

「ありがとう！」

　寝たままのハルの上におおいかぶさって、織姫が抱きついてきた。

　彼女のあちこち立派なスタイルの感触とあたたかさを全身でたしかめることになり、ハルは大いに狼ろう狽ばいした。いけない。こういうときこそ冷静沈着にならねば。伊い豆ずの海でも実践した賢者の時間をふたたび呼び起こさなくては。

　一方、織姫はいきなりハッとして、顔を真っ赤にした。

「ご、ごごご、ごめんなさいっ。春賀くんの体のことで混乱しちゃって……勢いあまってしまったの。で、でも、わたしの気持ちにウソはないんだからね？」

「わわわかっているよ、もちろん！」

「本当に春賀くんのことが好きなんだから。……大好き」

　ダメだ。冷静になろうとしてもなりきれない。織姫が愛おしすぎる。

　だが、それでも今はべつのことを考えなくては。そう、紅ぐ蓮れんの女王を奪われた大ピンチをいかにして挽ばん回かいするか、脳内からひねり出すのだ。

　──その糸口を見みい出ださせてくれたのは、皮肉にもソロモンの指輪だった。

　これを持つ者は天使と悪魔を意のままに使し役えきし、動植物の声を聞き取れるという。さっきハルもリヴァイアサンたちの心を感じ取れた。

　今もこの能力は働いていた。使用を中断しようにも指輪を外すことはできないのだ。

　そして、ハルは感じた。すぐそばで主人とパートナーが睦むつみ合う姿を見守ってくれていた九尾の狐こ狼ろう──彼女が伝えようとしていることに。

「悪あく路ろ王おう……女王を取り返す方法が何かあるの？」

　織おり姫ひめもパートナーの心に気づいたようだった。

　さっきまで『火の軍勢』を砲撃していた白き巨獣は、涼やかなまなざしでハルたちのいる路上を見おろしてから、不意に視線を転じた。その先に魔銃が落ちていた。

　指輪をはめた直後にのたうちまわったとき、放ほうり出したのだ。織姫が首をかしげた。

「この拳けん銃じゆうを使えばいいのかしら？」

　悪あく路ろ王おうの心が伝える『刃やいば』のイメージ。

　駆く邪じや顕けん正せい。輝ける双刀の秘技。その意味を察して、ハルは言った。

「竜宮楼ろうでも使ったやつだ、十じゆう條じよう地じ……！　幸いって言うのもあれだけど、今ならハンニバルがソロモン先輩をひきつけてくれている。たぶん今ならやれる！」

「！」

　横たわるハルにずっと抱きついてた織姫だが、今の言葉でハッとした。すぐに起きあがり、魔銃を拾いあげて、決意の表情となる。

「そういえば、ソロモンさんと春はる賀がくんは似たようなレベルだっていうものね。真っ向勝負に持ちこめば、たしかに勝つチャンスはありそう。……春賀くん！　わたしと悪路王でなんとかしてみせるから、春賀くんの力も貸して頂戴！」

　言うなり、織姫はハルの体をかかえ起こしてくれた。

　そして、ふたたび抱きつく。それどころか、すばらしいバストのふくらみをハルの胸板に押しつけてくれる。すでに何度もたしかめている織姫の感触だった。やわらかいだけでなく弾力があり、小振りのメロン並に立派なのだ。

「じ、十條地。今の悪路王なら、僕の魔力を分けてあげなくても……」

「う、うん。大丈夫かもしれないわね。でも、あまり自信がないから、いつもどおりにやりたくて。……だめかしら？」

　織姫が顔を赤くして恥じらいながらもハルに問う。

　すこし前、アーシャとルサールカが二重発動ダブルキヤストなしで《射陽の神弓》に成功している。しかし、たしかに同じ芸当が織姫にも可能だという保証はない。

　ハルは納得した。同時に、いつも以上にどぎまぎした。

　鼻と鼻がくっつきそうなほど織姫と距離が近い。彼女のやや潤うるんだような瞳ひとみ、熱っぽい表情まで近い。そこが今までとちがう。どきどきする。

「も──もちろんダメじゃないよ、うん」

「ありがとう。わたし、精一杯やるわね。じ、じゃあ、いつもみたいにおねがい」

　こんな風に催促されるのもはじめてだった。本当に愛いとおしい。

　思わずハルは「十條地！」と叫んで、彼女を強く抱きしめてしまった。そのまま心臓より魔力をしぼり出し、織姫の心臓へと送りこむ。

「ん……春賀くん、大好き……」

　ハルを好きだと言ってくれた少女は怒ど濤とうのような魔力と不作法をうっとりとしたささやき声と共に、やさしく受け入れてくれた。

　織おり姫ひめの右手はハルの背中をやさしく撫なでている。

　左手には魔銃がにぎられている。その銃身の下に《双刀の秘ひ文も字じ》の化け身しんである刃渡り一五センチの銃剣が唐突に顕あらわれた。

　さらに悪あく路ろ王おうの九尾。その右端の尾に大た刀ち、左端の尾に小刀が顕れた。

　人間が拳こぶしをかためるようにして尾の先端を丸めて、狐こ狼ろう型リヴァイアサンは器用に大小の刀をにぎりしめている。

　悪路王は二刀を頭上へ振りあげ、ふたつの刃を十字の形に交差させた。

　これで準備は終わった。織姫は右手で春はる賀が晴はる臣おみの体を支えたまま、魔銃の銃剣をソロモンの指輪に向ける。

　ハルがだらりと地面に降ろした右手、その人差し指にはまった黄金の指輪へ──。

　悪路王の頭上にルルク・ソウンの秘文字が一九個も顕れる。意味は『我、辟へき邪じやの双刀を招き奉る。悪あしき邪竜に熾し天てんの制裁をくださん』。

　竜りゆう弑ごろしのルーンが有する魔力を切り裂いて、無効化する。

　それがこの必ひつ滅めつ之の法ほう《双刀の聖十字》の効能だった。魔力を消去するのみならず、その主あるじにダメージすらあたえる破邪の法──。

　悪路王が頭上にかざした双刀は黄金色に輝きはじめた。

　だが、この輝きは明滅を繰りかえす。ついたり消えたりを交互に繰りかえす。

　上う手まくいってない。ただ魔力が強いだけでは使いこなせない術なのだ。かつてルナ・フランソワは言った。

『聖と邪、善と悪、陰と陽、魔性と神性……相反する二つの要素を二振りの刀に託して、陰陽相そう克こくの一撃と成す。この術にはそういう複雑なタスクが必須なの』と。

　聖なる祝福を受けた神刀で殺さつ戮りくという悪行を為なす。

　決して両立しないはずの二要素を共存させる矛盾した奥おう義ぎ。正直に言って、ルナやアーシャであってもひとりで完璧にこなすことは困難だろう。

　ハルの魔力を授かったとはいえ、やはり織姫には難易度が高かった。

　しかし、それでも彼女はベストを振りしぼろうとしてくれる。

「待ってて春賀くん。わたしが必ず助けてあげるから……！」

　左手で魔銃をにぎり、右手でハルを支えながら、織姫が叫ぶ。全身全霊をかたむけて、魔力を制御しようと必死になっている。

　ハルたちの頭上で、悪路王の双刀は黄金に輝いたり消えたりを繰りかえしていた。

　だが、黄金の輝きは徐々に弱々しくなっていく。懸命の努力もむなしく、織姫の挑戦はついに失敗に終わろうとしていたのだ。しかし、その寸前だった。

「も、もうすこしです織姫さん。私も手伝います……」

「アーシャさん!?」

　いつのまにかアーシャがそばに来ていた。

　幼なじみは憔しよう悴すいしきった表情で、羽は純ずみに肩で支えてもらっていた。だが、傷ついた体を押して、後輩魔女が持つ魔銃に手を添えた。

　織おり姫ひめとアーシャ、ふたりで魔銃をかまえて、ふたりで必ひつ滅めつ之の法ほうを制御した結果。

　十字に交差させた双刀はついにまばゆい黄金の光明を煌こう々こうと発して、太陽のごとく燦さん然ぜんたる光でハルたちを照らしてくれた。

　そして、織姫とアーシャが銃剣の切っ先でソロモンの指輪をカツンと突く。

　ハルの指から指輪はひとりでに抜け落ち、アスファルトの路上へと転がっていった。

　双刀と魔女ふたりによる辟へき邪じやの法。ついに成じよう就じゆした瞬間だった。
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「いろいろ面倒をかけられたけど、ようやくおとなしくなったか……」

　つぶやきながら、ハルはソロモンの指輪を拾いあげた。

　頭痛も倦けん怠たい感かんもなくなって、ようやく動けるようになっていた。《双刀の秘ひ文も字じ》が指輪の力をキャンセルしてくれたおかげだ。

　しばらく指輪を見つめてから──ハルはふたたび人差し指にはめた。

「春はる賀がくん!?」「晴はる臣おみ！」「先輩っ!?」

　そばで見ていた魔女三人、織姫・アーシャ・羽は純ずみがそろって驚く。

　無理もない。この厄介な指輪こそが今の騒動の元凶なのだ。しかし、きわめて役立つアイテムであることも事実だった。やはり無駄にはしたくない。

　……ハルの精神と秘文字を奪い取ろうと、ふたたび指輪が魔力をほとばしらせた。

　また頭痛が襲ってきた。しかし、二度目だ。この痛みにも慣れつつある。前回より堪こらえるのは楽だった。それに何より──

　ハルは右手の掌てのひらに意識を集中した。十字架型の刻印が浮かびあがる。

　駆く邪じや顕けん正せい、平たく言えばお祓はらい・除霊の霊れい験げんを秘める《双刀の秘文字》はハルの手のなかで光り出し、ソロモン王の呪じゆ詛そを鎮めてくれた。

「十じゆう條じよう地じの言ったとおりだったよ。僕と先輩のレベルは似たようなものなんだから、そうそう負けるわけないって。向こうの手の内はもうわかっていたしね」

「だとしても無む茶ちやをしますね……」

　あきれ顔でアーシャがつぶやく。ハルは肩をすくめた。

「しなくていい無茶なら、絶対に御免だったけどね。でも今回は結果オーライだ」

　ソロモンの指輪をはめたが、今回は『蛇』たちの心を感じ取れない。

　指輪を完全に掌しよう握あくできていないのだから、仕方ないと言うべきか。だが、ある程度はこちらの意思で支配できる部分もある……。

　ハルは目をつぶり、紅ぐ蓮れんの女王のことを考えた。

　まぶたの裏にイメージが浮かびあがる。今、女王が見ている光景だった。

　──旧マンハッタン、セントラルパーク上空。

　──ハンニバルとレッド・ドラゴン同士の空中戦を行っている最中なのだ。

　──女王は武器である黄金のリングをフリスビーのように投じて攻撃。これをハンニバルは屠と竜りゆうの槍やりで振り払う。リングは女王の手元にもどっていく。

　──ならばとばかりに、紅ぐ蓮れんの女王は黄金のリングを天にかざした。

　──リングから、とてつもなく不快な不協和音が『ｎｙｙｙａａａａｒｒｒｌｌａａａａａａｔｈｏｏｏｏｏｏｏｔｔｔ……＠＠×●□◎△＋＝＊￥！』と放たれる。

　──異様な音を叩たたきつけられて、ハンニバルのスピードが大きく鈍る。

　──《指輪の秘ひ文も字じ》が有する必ひつ滅めつ之の法ほうだった。女王が持つリングの前にルルク・ソウンの秘文字が九個、顕あらわれていた。意味は『我、騒そう擾じようの星の音ねをかき鳴らし、人心を大いに惑わす』。

　──紅あかき竜りゆう王おうは「小こ癪しやくな真ま似ねを！」と叫びつつもどこか愉たのしげであった。敵の手て強ごわさ、障害の厄介さを面白がる彼らしかった。

「戦いが盛りあがっているようだけど、そろそろ女王を返してもらおうか……」

　目をつぶりながら、ハルはつぶやく。

　直後、まぶたの裏で繰りひろげられる戦闘に新展開が訪れた。

　──紅蓮の女王が武器とする黄金のリング、いきなり消えてしまう。

　──その代わり、女王の左手に紅蓮の弓が現れた。右手には光の矢が出現、これを弓につがえて射る。撃つと同時に新たな矢が現れ、紅蓮の女王は次々と射ていく。

　──弓矢の登場にハンニバルは「ほう！」と目を細め、不ふ朽きゆうの加護を展開。迫りくる矢の数々を真珠色のバリアーで防ぐ。

「この調子なら、しばらくは問題ないかな……」

　ハルはつぶやいて、目を開けた。女王のコントロール権を奪い返したのだ。

「僕もあっちに合流して、最終決戦に参加してくるよ。十じゆう條じよう地じとアーシャはしばらくこっちで休んでてくれるか？」

　今までの激闘でアーシャは疑ぎ似じ神格を使い切り、心臓にダメージを負った。

　織おり姫ひめも同じく疑似神格をもう使えない。さらに超絶技巧を要する必滅之法を無理に使用したことで、心身共に消耗し尽くしている。余力のない状態だった。

　ハルの要請を聞いて、幼なじみはため息をついた。

「了解しました……。足手まといになりかねませんし、その方がいいようですね。ただ、それとは全然関係なしに疑問があります」

「何だい？」

「さきほど、晴はる臣おみと織姫さんが抱き合っていたのは一体……？」

「!?」

　アーシャに不審がられて、ハルは言葉に詰まった。

　そういえば、織姫との抱擁を目撃されていたのだ。アーシャと羽は純ずみは《射陽の神弓》を放ったあとハルたちと合流すべく、ヘリの操縦士にマンハッタン橋への着陸を要請。その行動が幸いして、最後の『アーシャ助すけ太だ刀ち！』につながったのだ。

　幸い、キスの場面は見られていなかったが──ハルは内心、大いに焦あせった。

　こほん。織おり姫ひめがせき払いして、澄まし顔で言う。

「アーシャさん。あれは実力不足のわたしを助けるために、春はる賀がくんから魔法の力を分けてもらう必要があったからなの。そのためにくっついていただけよ」

「そう……だったんですか？」

「もしかして、変なことをしているように見えたかもしれないけど、それは誤解だわ。わたしたち、任務遂行のためにおたがいやるべきことをやっただけ。お願いだから、そこのところを勘ちがいしないで頂戴ね」

　すらすらと切り返した織姫の言葉に、アーシャは「はあ」とうなずく。

　胡う散さんくささを感じつつも確証がないためつっこみにくい──そういう感じだった。一方で天使のごとく清らかな羽は純ずみは素直にうなずいていた。

「わあ……そんなことができたんですね、先輩！」

「うん、まあねえ」

　あえて言葉をすくなくして、ハルはうなずいておいた。

　ちらりと織姫と目配せを交わす。窮地を切り抜けた日本人少女は共犯者めいた瞳ひとみでうなずき返してくれた。言葉には出さずとも、『チーム内恋愛がばれると大変だものね。わたしたちのこと、秘密にしないと……』と表情および視線で告げている気がした。

　織姫の切り返しを頼もしく、また若干後ろめたく思いつつも、ハルは話題を変えた。

「そういうことだから、僕はそろそろ──」

「まかせてください、先輩っ。水み無な月づきおねがい、わたしに力を貸して！」

　言うなり、羽純が召喚の謡うたを口にする。

　ハルたちの頭上にエメラルド色の竜蛇型リヴァイアサン、水無月が実在化した。

　今まで温存してきた三体目の戦力。やや戦闘力に不安はあるが、ハルの竜りゆう弑ごろしを託すことができる最後の眷けん属ぞくだった。

「わたし、先輩の助手ですから……わたしが最後までお供します！」

　竜りゆう王おうとの戦闘への不安を押し殺しつつ、羽純はけなげに宣言してくれた。




　火ひ之の迦か具ぐ土つちがドラゴンであった頃の姿、紅ぐ蓮れんの女王。

　ハルはその心しん金がねを手に入れることで、女王の肉体をも我がものにした。だが、今までは制限時間付きでしか使用できなかった。

　原因は春賀晴はる臣おみの心臓＝心金の〝出力不足〟にある。

　竜王級ドラゴンの肉体を稼働・維持するのに必要なだけの魔力。それを生み出せるだけのパワーがハルの心臓にはないのだ。その領域に達するためにはおそらく、ソフォクレスが言っていた『王への道』の攻略が不可欠なのだろう。

　地上・宇宙を問わずに版はん図とを広げ、魔力生成装置であるモノリスをいくつも打ち立てて、そこから税収のごとく魔力を捧ささげられる──。

　そのプロセスを経て、ハンニバルや雪ゆき風かぜの姫も玉座へ登り詰めたはずなのだ。

　しかし現在、ハルが操る紅ぐ蓮れんの女王は最強の竜りゆう王おうハンニバルと互角──まではいかなくとも、見劣りしないレベルの魔力をその身に宿している。

　ソロモンの指輪と《指輪の秘ひ文も字じ》のおかげだった。

　この魔導器がすこし前に吸いこんだ、七二体もの蛇じや霊れい体たいの魔力。

　さらに指輪自体に宿る魔力と、ハルの心臓が生み出す魔力──それら全すべてが合わさったおかげで、ぎりぎり竜王クラスに匹敵できるだけのパワーを得ることができたのだ。

　結果、今までのように戦闘中に肉体が崩壊することもなくなった。

「指輪をどこまで当てにできるかは、まあ、わからないけどね……」

　つぶやきつつ、ハルは己おのれの分身に向けて念じる。

　頼む、そのままハンニバルの注意をめいっぱい惹ひきつけてくれ、と。

　紅蓮の女王は今、旧マンハッタンの摩ま天てん楼ろうを高度七〇〇メートルの上空から見おろしつつ、紅あかきハンニバルと空中戦を行っている。

　両ドラゴンはほぼ同じ高度を飛んでいる。距離は一キロほど離れていた。

　先に攻撃を仕掛けていくのは、やはり飛び道具を持つ女王。紅蓮の弓で光の矢を途切れなく連射しつづけて、弾幕を張る。べつに必ひつ滅めつ之の法ほうを使ってもいないのに、さっき悪あく路ろ王おうが放った最大連射フルバーストに近い威力であった。

　しかも、これをハンニバルただ一体に集中して撃ち込むのである。

　殺傷力でいえば、女王の連続速射の方が高いはずだった。

「す、すごいですね、先輩！」

「僕らのリヴァイアサンと竜王級じゃ、それだけ地力がちがうってことか……」

　女王の弓技を見守りながら、羽は純ずみとささやき合う。

　ふたりは現在、旧マンハッタン中心部のロックフェラー・センター内、ＧＥビルディングの屋上展望台にいた。七〇階建てビルの最上部はかつてニューヨークの夜景を一望できるロケーションで『トップ・オブ・ザ・ロック』とも呼ばれた。

　水み無な月づきの掌てのひらにふたりで乗り、ここまで運んでもらったのだ。

　戦闘空域から二キロ以上の距離があるものの、《視力増強》の魔術を使ったおかげで問題なくドラゴンたちの様子を目視できる。

　……紅蓮の女王は得意の弓と矢で速射を続ける。

　対して、ハンニバルは必滅之法を使った。彼の前に『我が槍やりよ。北星の力を宿し、いざ進め』の配列が顕あらわれ、矢の連射をことごとくはじいていく。

　そのまま槍使いの竜王はゆっくりと直進をはじめた。

　だが、女王もすぐに応手を打つ。矢の軌道を曲げたのである。

　真正面から来る矢は全て止められてしまう。しかし、紅蓮の女王が続々と放つ矢は大きくカーブして飛び、立ちはだかるルルク・ソウンの秘文字を巧みに避ける。ハンニバルの巨体側面にひとつ、またひとつと突き刺さっていく。

　なかにはブーメランのごとく、一度は外れても背後からもどってくる矢も多かった。

　そうした矢はハンニバルの背面や頭、下半身を襲う。

　紅あかき竜りゆう王おうは不ふ朽きゆうの加護でそれらの矢を防いでいたが、すぐに叫んだ。

「まばゆき槍やりの北星よ、余に一千の槍を捧ささげよ！」

　そして、武器である屠と竜りゆうの槍を手放す。

　竜りゆう弑ごろしの刃を穂先とする神秘の長ちよう槍そう。その柄は漆黒で、主あるじである体長二〇メートル超の竜王と同じほど長い。

　これと同じ武具がいきなり一〇〇〇本近くも顕あらわれた。

　手に持って突き刺すだけが槍ではない。投げて飛び道具とする用法もある。もちろん弓矢ほど精密な狙ねらい撃ちはできない。だが、たとえば数百人いる歩兵部隊が槍を敵軍めがけて一斉に投じるのであれば、細かな照準など必要ない。

　ハンニバルの必ひつ滅めつ之の法ほうは、これを再現するものであった。

　約一〇〇〇本もある長槍のうちの数十本がまず、紅ぐ蓮れんの女王へ飛んでいく。女王はもちろん不朽の加護を展開して防ぐ。だが、予想外のアクシデントが起きた。

　通常、不朽の加護は敵の攻撃を防いで、はじき飛ばす。

　今回もほとんどそうなった。だが、数十本のなかの数本が女王を守る加護に突き刺さったままだった！

「なんだって!?」

　ハルが驚いたところに、また次の槍が数十本飛んでくる。

　今回の槍も不朽の加護でほとんどはじいたが、うち数本が刺さったままになった。そこにまた槍が数十本ほど飛んできて、またも数本が加護に刺さりっぱなしになる──。

　これが繰りかえされること十数回。

　紅蓮の女王を守護する真珠色のバリアーに、五〇本以上の槍が突き刺さっていた。

　そしてハルは気づいた。女王の動きがひどく鈍重だ。すこし前まで軽やかに飛びまわっていたのがウソのように、『飛べ』と念じてもかすかに身じろぎするだけだった。

　不朽の加護に刺さった屠竜の槍、数十本。

　これらが重りとなって、女王の飛ひ翔しようをさまたげているのだ。

「そういえば、古代のローマでも同じ戦法があったな……」

　長槍を投げる戦法の目的は敵を殺すだけではない。

　槍の投とう擲てきを運よく盾で防げたとする。しかし、重い長槍の刺さった盾は持ちつづけることができなくなり、もう使い物にならない。投槍は敵の戦力を削そぐ手段でもあるのだ。

「槍が武器の王様って言ったのは中国だっけ、う──くぅぅぅぅっ！」

「先輩!?」

　不朽の加護が受けたダメージはハルの心臓にもフィードバックされる。

　当然、数十本の槍が刺さったままという状況はかなり負担が大きい。苦痛にうめくハルを案じて、羽は純ずみがそばに寄りそってくれた。

　そんなハルたちをよそに、上空ではハンニバルがとどめの準備をしていた。

　槍やり衾ぶすまにかこまれながら、新たな屠と竜りゆうの槍やりを右手に呼んだのである。

「さて……弓の僭せん主しゆよ。予想以上に愉たのしませてもらったが、そろそろ介かい錯しやくしてやろう」

　今度の槍は、ハンニバルの背丈より二倍以上も長かった。

　この破格の長ちよう槍そうを前に突き出して、紅あかきドラゴン王は動きを止めた女王へとまっすぐに飛んでいく。例の秘ひ文も字じ『我が槍よ。北星の力を宿し、いざ進め』をまたも正面に展開して、突撃の威力を万全にして！

「も、もう一発逆転を狙ねらうしかないか……白しら坂さか、水み無な月づきを頼む！」

「はい先輩っ。わたしもいつでも大丈夫です！」

「へっ？」

　痛みを堪こらえながら要請すると、羽純はなぜかハルの左側に来た。

　可愛かわいい後輩はそのまま華きや奢しやな体をぴたりと春はる賀が晴はる臣おみ──先輩である男子高校生にくっつけてくれたのである。

「し、白坂、どうしてこんなことを!?」

「？　さっき姉さまと先輩がこういう風にしていたので……。こうすると、先輩から魔力をいただけるんですよね？」

「!?」

「これ以外にも必要なことがあるなら、なんでもやってくださいっ。わたし、先輩を全力でお手伝いするつもりです。何でもおっしゃるとおりにします！」

　たしかに羽純とアーシャの前でそう説明したばかりだった。

　考えてみれば、今はすこしでも強い攻撃力が必要な状況である。責任感の強い後輩が『わたしもあれを──』と思うのは至極当然だ。しかし、この天使のような少女にあんな狼ろう藉ぜきをしてしまうのは……。

　今さらなハルの躊ちゆう躇ちよ。しかし、もう迷っている時間もない！

「すまない白坂。あとで土下座でも何でもするから、僕に力を貸してくれ！」

　言うと同時に、ハルは右手をのばし──羽純の胸をつかんだ。

「ええっ!?」

　無む垢くな後輩が驚いている。唖あ然ぜんとしている。そんな彼女の心臓へ、ハルはいつものように膨大な量の魔力を注ぎこむ。

「せ、先輩……んっ。んんんんんんんっ、先輩！」

　妙に悩ましいうめき声を唇から洩もらし、羽純は涙目でハルを見あげる。

　羽純のひかえめでありながらもしっかりと曲線を描く胸のふくらみ──ちょうど掌てのひらにすっぽりおさまる程度の起伏とやわらかさであった。無垢な後輩のショック、いかほどのものであっただろう。しかし、謝罪はあとまわしにすべきだった。

「白坂──水無月に指示するんだ。《射陽の神弓》を使ってくれって！」

「は、はいっ。せ……先輩、わたし、わたし、すごく変な気分にな、って──んんんんんんんんんんんんんんっ！」

　羽は純ずみが叫び声を押し殺すようにして、ひしとハルにしがみつく。

　どうやら立っていられないほどの衝撃を受けているらしい。おとなしい後輩のものとは思えないほど声も大きく、感きわまっているようだった。

　同時に水み無な月づきが右手に持つ水晶球から、極大の白い電撃が放たれた。

　その電光は、体長十数メートルの水無月自身に見劣りしないほど大きかった。しかも、ひとつだけではない。八つもの電撃が射出されていた。

　極大の電光八連射は闇やみ夜よを白く切り裂きながら、天あま翔かける。

　ハンニバルを取りかこむ防壁、千本の槍やり衾ぶすまを吹き飛ばしながら──。

　この八つの光をしたたかに浴びて、紅あかきドラゴン王はついに直進を止めた。電撃のショックが五体の自由を奪ったらしい。

「ぬうっ！　悪あがきをしてくれるな、僭せん主しゆよ！」

　ついに電撃の放射が終わったところで、ハンニバルはぎこちなく体の向きを変えた。

　ななめ下方にいた水無月を見据えて、右腕をゆっくりと振りあげていく。屠と竜りゆうの槍をエメラルド色の蛇体めがけて投じるつもりなのだ。

　動きが遅いのは電撃の後遺症だろう。ここが勝負のかけどころだった。

「女王、《双刀の秘ひ文も字じ》を使ってくれ！」













　ハルの叫びに応こたえて、紅ぐ蓮れんの弓と光の矢が女王の両腕から消えた。

　代わりとして顕あらわれたのは、大小二振りの神刀。紅蓮の女王はこの二刀を流麗に振りまわし、重りとして不ふ朽きゆうの加護に突き刺さっていた数十本の槍やりを──全すべて斬きり捨てた。

　自由の身となって、女王はハンニバルめがけて飛ひ翔しようする。

　水み無な月づきの電撃で動きを拘束されている最強の竜りゆう王おうへ。この隙すきに二刀のどちらかをドラゴンの急所・心しん金がねに突き立てることができれば──

　しかし、その願いをハンニバルは敢然と迎え撃った。

「ははははは！　そなたらのように往生際の悪い連中、実に余の好みだが──かといって易やす々やすと勝利をくれてやる気にはなれんぞ！」

　この期ごにおよんで哄こう笑しようしながら、ドラゴン王は口から焔ほのおを吐き出した。

　灼しやく熱ねつの青白い劫ごう火か。魔術でも必ひつ滅めつ之の法ほうでもないが、数多あまたある人類の諸都市を灼やき滅ぼしてきた超常の焔。まして竜王ハンニバルの身中で燃えていた爆炎である。

　双刀で斬りかかった紅蓮の女王──その全身が焔に呑のみこまれてしまった。

　十数秒間、青白い焔に灼かれつづけて、

「わあああああああっ！」

「先輩!?　おねがい水無月、先輩と女王を助けてあげて！」

　ハルは心臓が燃えあがるような熱さに絶叫をあげ、羽は純ずみは狼ろう狽ばいしながらもパートナーに悲痛な願いを訴える。だが、もう手遅れだった。

　ハンニバルの劫火にひとしきり灼かれて、ついに紅蓮の女王は墜落していく。

　紅蓮色の全身はあちこち焦げつき、人間であれば全身に重度の火傷やけどを負ったというところだろう。戦闘を継続できる余力はもうない。ハルはそう感じ取った。今できることは、とどめを刺される前に実在化を解除することくらいだ。

　女王を葬った焔の主は傲ごう然ぜんと笑い、悠々と両翼を広げる。

　そして、この直後だった。

　余力がないはずの女王がさっと左手を動かし、双刀の一振りを投げた。

　大小二刀の小こ太だ刀ちの方である。ひゅんと矢のように飛んで、小太刀の切っ先はハンニバルの胸に突き刺さった。ちょうど心金、人間でいえば心臓の真上である。

「な……に？」

　胸を抉えぐった小太刀に、ハンニバルは怪け訝げんそうなまなざしを向ける。

　まさか復ふく讐しゆうの一撃を放つ力があったとは──。心の底から意外だったようだ。彼は百戦錬磨の竜王、油断していたわけではないだろう。実際、女王を操る立場のハルでさえ、もう駄目だと理解していたのだ。

「水無月……なのか？」

　ぼんやりとハルはつぶやいた。

　有翼の竜蛇型リヴァイアサンの背後に、ルルク・ソウンの秘ひ文も字じが七つ顕れていることに気づいたからだ。その意味は《癒いやしの手》だった。

　たしか雪ゆき風かぜの姫と戦ったとき、真・玄げん武ぶ王おうも使った治癒の魔術──。

　驚くハルと羽は純ずみの前で、紅ぐ蓮れんの女王を追うようにしてハンニバルも墜落をはじめた。

　やはり、心しん金がねはドラゴン族が最大の急所とする重要器官。その事実は竜りゆう王おう級であっても覆くつがえせないようだった──。





【終章】







　ハルと羽純が戦闘の結末を見とどけた場所、ビル屋上の展望台。

　ここから降りるために、また水み無な月づきの力を借りた。左前肢あしの掌てのひらに乗り、高さ三〇〇メートルの屋上から地上へ運んでもらったのだ。

　ふたりが降り立ったのは、かつてブロードウェイと呼ばれた大通りだった。

　しかも、タイムズ・スクエアの交差点である。高層ビル群、大型ビジョン、巨大な広告板などにかこまれ、さらにおびただしい数のニューヨーカーや観光客であふれる繁華街の中心──だった有名スポットだ。二〇世紀が終わるまでは。

　パートナーの掌から降りた羽純は、足下がふらついていた。

「大丈夫かい、白しら坂さか？　ごめん、もうすこしだけがんばってくれ」

「は、はい。すいません、ご迷惑をおかけして……」

「とんでもない。白坂と水無月がいなかったら、まちがいなく負けていたよ。敢闘賞の君に延長戦まで付き合わせる僕の方が問題ありだって」

「いえ……先輩のお役に立てて、なによりです……」

　ハルの腕にすがりつくようにして、羽純は頼りない足取りでついてくる。

　表情もぼうっとしている。心臓経由で水無月へ魔力を伝えた際のショック、まだ余韻として残っているのだろう。尚なお、すこしの間かいま見えた〝癒いやしのルーン〟は、すぐに水み無な月づきの背後から消えてしまった。

　あれは本当にあった出来事なのか──？

　いまだにハルも確信が持てない。もっとも、あれくらいの反則がなければ、ハンニバルを追い詰めることは不可能だったはずだ。

　当の紅あかきドラゴン王はふたたび人間体にもどっている。

　ハルたちが降りてくるまではタイムズ・スクエアの路上に腰をおろし、あぐらをかいて、傷ついた体を休めていたのだが。

「追い討ちをかけに来たか。弱った敵と水に落ちた犬はここぞとばかりに追い詰め、首を取る。……うむ、これも戦場の慣らいだな」

　あきれたことにハンニバルは愉快そうに笑い、屠と竜りゆうの槍やりを右手に呼んだ。

　あぐらをかいたままだが槍をハルに向けて突き出し、鷹おう揚ような笑顔と共に戦意を示す。

　心しん金がねにダメージを負ったせいでドラゴン化できなくとも、まだ立つことができなくとも、百戦錬磨の竜りゆう王おうにそんなことは関係ないのだろう。

　わずかでも体の一部が動き、魔力が残っている──。

　ならば戦う。追撃を迎え撃つ。しかも心からの笑顔まで惜しげもなく見せる。

「ドラゴンとか戦闘種族がどうっていうより、もう生き物としての単純な逞たくましさが僕らとは別次元って感じだよ。本当に……」

　魔銃を右手に持つハルだが、むしろ感心していた。

　紅ぐ蓮れんの女王はダメージで実在化を維持できなくなり、すでに消えている。

　それでもハルには魔銃があり、水無月も健在だ。

　戦力的にはかなり有利なはずだが──この窮きゆう鼠そならぬ窮竜との対決、ひどく危険に思う自分にハルは気づいた。なんとなくイヤなのだ。

　不思議だった。アーシャあたりが言いそうなことをハルも感じるとは。

　これではまるで、野生の勘とやらじゃないか。だが、素直にしたがうべきだと強く感じて、ハルはぼそりと言った。

「じゃあ、この辺で休戦協定の話をはじめようか？」

「ほう、休戦だと？」

「うん。正直、このままおたがいがボロボロになるまで殲せん滅めつ戦に突入ってのは、あんたと僕らの双方にとってメリットがないと思う。ヨーロッパにいる竜王さまは紅きハンニバルの昔なじみでライバルなんだろう？」

「む」

　ハルなどよりもハンニバルのなかで比重の大きそうな潜在的敵対勢力。その名を出して、彼を牽けん制せいしたときだった。話の途中で羽は純ずみがハルの袖を引いた。

「先輩、あれを見てください！」

　ひかえめな後輩らしくない不作法。そして切迫した声こわ色いろ。

　すぐに彼女が指さす方──空を見あげて、ハルは息を呑のんだ。いつのまにかタイムズ・スクエア上空を群れ飛ぶ者たちが顕あらわれていた。

　ドラゴンの形状を持つ青白い鬼火……七二体もの蛇じや霊れい体たいである。

　そして、彼女たちは空に浮かんだ『黄金のリング』のまわりを行ったり来たりして、縦横無尽に飛びまわっている。

　それは直径七メートルほどだった。すこし前、紅ぐ蓮れんの女王が手にしていた。

　例の武器化した《指輪の秘ひ文も字じ》である。女王が消滅したとき、おそらく体内から分離して地上に残ったのだ！

　ハルはハッとして、人差し指を見た。

　ここにはめたソロモンの指輪は──ぶるぶると震動していた。

　空中に浮かぶ黄金のリングも同じようにぶるぶると震動している。まるで指輪本体と共鳴するかのように。

　さらに、上空を舞う蛇霊体たちが謡うたいはじめた。

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……。

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……。

　ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ……。

　それは航海中の船乗りを惑わせ、呼びよせ、海中に引きこむ──人魚の歌声じみた吠ほえ声ごえだった。美しく、どこか物悲しい。

　さっき自分と織おり姫ひめが言ったことをハルは思い出した。

　ソロモン王と春はる賀が晴はる臣おみは似たようなレベルにある同士。真っ向勝負に持ちこめば、勝敗の行方はわからない──。

　ハンニバルとの激闘で力を消耗した隙すきに、ソロモンの指輪が反撃に出たのだ。





【あとがき】







「ア●シャには彼女の上位互換バージョンである母親が実はいるんですよ。今度、五巻で登場させる予定なんです」

「じゃあ、もうおしまいじゃないですか、アー●ャ」


　　　　　　　──二〇一四年某日、小説家二名の不埒な会話






　みなさま、おひさしぶりです。

　当シリーズも五巻を迎え、ついに舞台が日本国外となりました。

　それに加えて、今回は新キャラクターも次々と登場しております。レギュラーというよりはゲスト的な立ち位置の面子めんつばかりですが、まあ、あのお母さんが準レギュラーになってしまいますと、やはり娘の肩身がせまくなってしまいますので──

「作者自ら、なに不吉なコメントしてるんですか！」

　やあア●シャさん、今回はお早い登場ですね。

「この巻はあとがきのページがすくないからです。そんなことよりもうちの母親、あんなキャラにしなくてもいいじゃないですか！」

　そこはほら、きれいなお姉さんはみんな好きですし。

　年齢不詳の美魔女・偽装表示美少女はライトノベル業界の標準武装なんですよ。いいじゃないですか、アラフォーなのに見た目だけ女子中学生の高校教師とか。ちなみに昔、作者の知人にそういう方がリアルにいたんですけど、さすがに目元の小じわあたりにこっそり年齢がにじみ出ていて……。

「レッドカードものの発言は脇に置いて、話をもどしましょう。べつに幼女趣味を誘発する中年女性がいて悪いとは思いませんけど、そこに私の母親属性まで足さなくてもいいじゃないですか」

　でも、ああいうママがいることは一巻の頃から決めていたんですよねえ。

「こんなときだけ、几き帳ちよう面めんなフリをしないでくださいっ。設定についての記憶があやふやだから、しょっちゅう書きながら前の巻を読み返すくせに……。大体、この五巻はよそさまの記憶喪失までネタにして、不謹慎もいいところです」

　あ、そちらについては御本人から許可を一応得ております、はい。

「本人ってまさか、魔ま弾だんさんちのテ●グルさんから？」

　いえ、創造主である川かわ口ぐち士つかさ先生から。この間お話をしたときに。

「……ということは、冒頭の超絶不謹慎な会話の相手って、もしかして…………」

　あれは単なる妄想の産物、フィクションです。

　僕も川口さんも業界では評判の紳士、女性キャラをネタにあんな話するなんて絶対にありえませんから！

「そういうたわごとは、せめて相手の目を見ながら言ってください！」




　さて。シリーズも徐々に佳境を迎えつつありますが。

「あ、あからさまに話を変えすぎです」

　次巻はいよいよ表紙も、本編も、あのヒロインがフィーチャーされます。

　きっと『この五巻こそ天使ちゃんがメインだろう常考』と待ちわびていた方々もたくさんいらっしゃることと思います。みなさまのご期待に応こたえるべく全力を尽くす所存ですので、是非ともお待ちいただければと──

「……今回、やけに気合い入れて次回予告してませんか？」

　実はあの人、今まで書いたキャラのなかでいちばん気を遣っているんですよ。

「へっ？」

　前に一回、『天使のように性格のいい子』を書こうとしていたのに、気づいたら彼女の暗黒面を覚かく醒せいさせていたときがありまして。その方が面白いやって。

「ああ。某社でやっている某シリーズの巫み女こさんですか。いい子というより『いい性格』してる世渡り上手な妹の方……」

　あれはあれで味があって、いいと思うんですけどね。

　ただ『あらゆる毒と邪悪を排除した善良キャラの構築』というチャレンジに失敗したことは事実なので。今度はその轍てつを踏むまいと、登場前から天使アピールして自分を追い込んでいたんですよ、実は。

「あ、あの鳴りもの入りの登場にはそんな裏があったんですか!?」

　というわけで、次巻は天使チャレンジの集大成にしたいと思っております。

　よろしければ是非、第六巻にてご確認ください。

「あれ？　そういえば、覚醒した私がラブコメ無双するターンは？」
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　著者

　丈月城（たけづき・じょう）

　　今さらタッチペンを導入したら、結構便利で重宝してます。




　イラスト

　仁村有志（にむら・ゆうじ）

　　もうアーシャさんは駄実妹という設定でいいんじゃないかなと思う今日このごろです。
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